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「負動産」　空き家問題のリアル
　聞いたことのない東北の町から封筒が届いた。固定資産税の納付書だっ

た。祖父の兄、その息子、その子と妻…初めて名前を聞く遠戚の遺産相続や

登記が宙に浮いたままになり、母とその兄姉が相続人になっていた。

　衛星写真で確かめてみると、1日1往復しかない路線バスの終点からさら

に5㌔ほど。森に囲まれた畑の跡と廃屋らしい影が見えた。相続放棄の手続

きには半年を要した。残された土地と廃屋はこれからどうなるのか。

　さまざまな事情で生じた空き家は、地域あるいは所有者の重荷になった。

経済的事情も絡み、放置を続ける者も少なくない。地域の安全を害する空き

家が、負の遺産から転じて〈負動産〉と呼ばれるようになって久しい。

　暴風や豪雪で倒壊した空き家が、近隣住民に危害を及ぼしている。不審者

の徘徊、ごみの不法投棄、放火や失火による火災。犯罪の現場となることも

珍しくない。空き家の増加は、地域の治安を確実に悪化させいる。

　朽ち果てた空き家も、家族が生きた証であり、地域社会を形作る1つの

ピースだった。忌み嫌われる存在になることを誰もが望んだわけではない。

空き家問題の現実に向き合い、私たちに何ができるのかを考えてみたい。

（写真はイメージです）
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が
、
必
ず
し
も
住
民
個
人
の
複
雑
な
事
情

に
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
は
法
律
を
つ
く
り
、
関

係
省
庁
が
先
進
地
の
取
組
な
ど
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
対
応
に
当
た
る
の
は

市
町
村
職
員
で
す
。
空
き
家
の
調
査
を
進

め
、
所
有
者
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
適

切
な
対
応
を
助
言
す
る
。
台
風
や
暴
風
雨

が
近
付
く
と
、
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
応
急
的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
対
応
の
一
つ
ひ
と
つ
に
神
経

を
使
う
負
担
の
大
き
い
仕
事
で
す
。

「
準
特
定
空
家
」を
認
定

　

北
広
島
市
は
平
成
28
年
に
「
北
広
島
市

空
家
等
対
策
推
進
協
議
会
」
を
設
置
す
る

と
と
も
に
「
北
広
島
市
空
家
等
の
適
切
な

管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
29
年

に
は
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
空
き
家
対
策
の
基
本
は
、
市
町
村
の

区
域
内
に
ど
れ
だ
け
の
数
の
空
き
家
が
あ

る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
市
は
1
年
以
上
に
わ
た
り
水
道
メ
ー

タ
ー
の
使
用
を
停
止
し
て
い
る
住
宅
を
抽

出
し
、
固
定
資
産
税
台
帳
や
住
民
基
本
台

帳
に
よ
る
調
査
と
と
も
に
、
町
内
会
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
デ
ー
タ
を
補
完

し
な
が
ら
、
空
き
家
の
状
態
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
３
８
９
件
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。
所
有
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
6
割
の
２

３
９
人
か
ら
回
答
が
あ
り
、
う
ち
１
６
５

件
が
空
き
家
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

空
き
家
の
特
徴
を
詳
し
く
み
る
と
、
7

割
は
昭
和
55
年
以
前
の
建
築
で
、
実
際
に

管
理
し
て
い
る
の
は
「
所
有
者
ま
た
は
家

族
」
が
最
も
多
い
１
３
８
人
で
し
た
。
外

周
り
の
掃
除
や
草
取
り
、
枝
払
い
、
戸
締

ま
り
、
除
排
雪
な
ど
の
管
理
作
業
を
行
う

頻
度
は
、
66
人
が
年
1
回
程
度
、
58
人
が

月
1
回
程
度
と
回
答
し
ま
し
た
。
空
き
家

の
管
理
に
対
し
て
は
、
回
答
者
の
約
4
割

が
「
遠
方
に
住
ん
で
い
る
の
で
管
理
が
困

難
」「
作
業
が
大
変
」
な
ど
、
負
担
の
大

き
さ
に
悩
む
一
方
、
専
門
業
者
に
「
管
理

を
委
託
」
ま
た
は
「
委
託
し
た
い
」
と
答

え
た
人
は
3
割
に
届
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
適
切
な
建
物
管
理
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
管
理
が
行

き
届
か
ず
に
、
台
風
や
地
震
の
際
に
状
態

が
一
気
に
悪
化
す
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

一
連
の
調
査
で
把
握
し
た
所
有
者
と
の

関
係
を
活
か
し
、
適
切
な
管
理
を
行
う
よ

う
誘
導
す
る
仕
組
み
も
今
後
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
市
は
「
特
定
空
家
等
」
に
認

定
す
る
前
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
条
例
で

「
準
特
定
空
家
等
」
と
い
う
区
分
を
設
け

ま
し
た
。
空
き
家
の
現
状
に
危
機
感
を

持
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
所
有
者
の
意
向

を
尊
重
し
た
対
応
を
促
す
も
の
で
す
。
平

成
30
年
に
は
、
2
件
の
空
き
家
を
認
定

し
、
周
辺
の
生
活
環
境
保
全
に
向
け
た
指

導
を
行
い
、
う
ち
1
件
は
状
況
が
改
善
し

ま
し
た
。
既
に
存
在
す
る
空
き
家
を
対
象

と
す
る
対
策
を
進
め
る
一
方
、
空
き
家
を

増
や
さ
な
い
た
め
の
取
組
も
大
切
で
す
。

市
は
平
成
29
年
に
、
金
融
機
関
や
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
市
内
不
動
産
・

建
設
業
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
住
み
替
え

支
援
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
住
み

替
え
後
の
住
宅
の
活
用
策
や
処
分
に
関
す

る
情
報
を
提
供
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
意
識
啓
発
に
取
り
組
み
、
年
2
回
実
施

し
て
い
る
空
き
家
相
談
会
で
は
売
却
に
つ

な
げ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

住
民
意
見
を
政
策
に
反
映

　

全
国
的
に
深
刻
化
し
て
い
る
空
き
家
問

題
に
対
す
る
住
民
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
、
政
策
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
が

会
長
を
務
め
て
い
る
「
北
広
島
市
空
家
等

対
策
推
進
協
議
会
」
に
は
、
学
識
経
験
者
、　

法
律
や
建
築
の
専
門
的
知
識
を
持
つ
団
体

の
ほ
か
、
自
治
会
連
合
会
長
と
一
般
公
募

の
住
民
2
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
公
募

委
員
か
ら
は
「
当
事
者
だ
け
で
な
く
幅
広

い
市
民
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

う
こ
と
で
、
多
く
の
市
民
に
空
き
家
対
策

の
意
識
付
け
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。「
循
環
バ
ス
が
な
い

現
状
で
は
地
域
に
よ
っ
て
医
療
や
介
護
で

難
儀
し
て
い
る
人
も
い
て
、
現
在
人
が
生

活
し
て
い
る
住
戸
の
中
か
ら
も
、
今
後
空

き
家
が
発
生
す
る
懸
念
が
あ
る
」
と
指
摘

す
る
委
員
も
い
ま
す
。
空
き
家
対
策
を
考

え
て
い
く
と
、
環
境
や
住
宅
と
い
う
枠
を

超
え
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
視
点
も

必
要
に
な
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

市
は
中
古
住
宅
を
購
入
し
た
人
を
対
象

に
20
万
円
を
上
限
に
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を

補
助
す
る
「
リ
ユ
ー
ス
住
宅
活
用
サ
ポ
ー

ト
補
助
金
」
や
、
15
万
円
を
上
限
に
空
き

家
な
ど
の
解
体
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
予

算
の
上
限
を
超
え
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
す
。
市
町
村
に
よ
る
財
政
的
支
援
は
、

空
き
家
対
策
を
後
押
し
す
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
財
政
事
情
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
り
ま
す
。
住
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
対
象
や
条
件
の
見
直
し
を

常
に
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
が
令
和
2
年
1
月
に
実
施
し
た
空
き

家
の
所
有
者
や
管
理
者
を
対
象
と
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
家
財
道
具
な
ど
の
処
分
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増
加
す
る
市
町
村
の
負
担

　

平
成
27
年
5
月
の
「
空
き
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
空
き
家

法
）
の
全
面
施
行
か
ら
6
年
目
を
迎
え
ま

す
。
全
国
的
に
空
き
家
対
策
に
取
り
組
む

都
道
府
県
や
市
町
村
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
対
策
の
第
一
弾
と
な
る
「
空
家
等
対

策
計
画
」
を
策
定
し
た
市
町
村
は
令
和
元

年
度
、
全
国
で
１
３
７
３
に
上
り
、
北
海

道
は
91
市
町
村
が
策
定
を
終
え
て
い
ま

す
。
策
定
率
は
50
・
8
％
で
、
市
町
村
数

は
全
国
1
位
で
す
が
、
策
定
率
で
は
全
国

平
均
の
69
・
4
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

ま
す
。
空
き
家
法
に
基
づ
き
、
倒
壊
な
ど

の
恐
れ
が
高
い
、
衛
生
上
有
害
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
、
著
し
く
景
観
を
損
な
う
─
な

ど
の
状
態
に
あ
る
「
特
定
空
家
等
」
の
判

定
を
行
う
法
定
協
議
会
を
設
置
し
た
の
は

８
１
２
市
町
村
で
、
設
置
率
は
46
・
6
％

で
す
が
、
道
内
は
63
市
町
村
、
35
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
法
に
基
づ
く
措
置
の
実
績
は
、

第
一
段
階
の
指
導
・
助
言
は
、
全
国
で
1

万
9
千
件
超
、
勧
告
１
３
５
１
件
、
命
令

１
５
０
件
、
行
政
代
執
行
に
よ
る
除
却
は

69
件
、
略
式
代
執
行
１
９
１
件
で
し
た
。

道
内
は
指
導
・
助
言
２
４
６
１
件
、
勧
告

39
件
、
命
令
5
件
、
行
政
代
執
行
4
件
、

略
式
代
執
行
9
件
で
、
平
成
28
年
度
以
降

に
は
、
勧
告
か
ら
代
執
行
ま
で
、
市
町
村

に
よ
る
措
置
が
倍
増
以
上
の
ペ
ー
ス
で
増

え
る
な
ど
、
空
き
家
法
の
施
行
に
伴
い
、

対
策
が
加
速
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

　

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
空
き
家
の
維
持

管
理
は
所
有
者
の
責
務
で
あ
り
、
民
事
上

の
問
題
に
行
政
が
介
入
す
る
の
は
厄
介
で

す
。
同
じ
市
町
村
の
区
域
内
で
も
、
地
域

や
個
人
の
事
情
は
異
な
り
、
必
ず
し
も
当

事
者
の
利
害
が
合
致
し
ま
せ
ん
。
空
き
家

が
借
地
に
建
っ
て
い
る
場
合
、
除
却
し
て

更
地
に
す
る
こ
と
で
固
定
資
産
税
額
が
上

が
り
、
土
地
所
有
者
が
不
利
益
を
被
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
公
費
に
よ
る
除
却
は
、
空

き
家
を
処
分
し
た
い
と
考
え
て
い
た
土
地

所
有
者
が
利
益
を
得
る
─
と
い
っ
た
不
公

平
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
は
、
借
地
上
に
あ
る
「
特
定

空
家
等
」
を
除
却
す
る
際
、
基
礎
部
分
を

残
し
て
除
却
し
た
り
、
倒
壊
や
飛
散
の
お

そ
れ
が
あ
る
屋
根
や
壁
だ
け
を
部
分
的
に

除
却
し
た
り
し
て
、
土
地
所
有
者
が
土
地

を
利
用
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
あ
ら
た
め

て
基
礎
部
分
の
除
却
な
ど
を
自
己
負
担
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
制
度
を

設
け
て
い
る
市
町
村
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

市
町
村
は
、
国
や
都
道
府
県
よ
り
も
地

域
住
民
と
の
距
離
が
近
い
と
言
わ
れ
ま
す

　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
本
格
施
行
か
ら
6
年
が
経
過
し
た
。

空
き
家
問
題
に
は「
危
険
」「
除
却
」な
ど
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
う
が
、
次
世
代

に
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を
持
っ
て
地
域
の
将
来
像
を
描
く
契
機
と
す
べ
き
だ
。

星
槎
道
都
大
学
教
授
　
美
術
学
部
長

安あ
ん

藤ど
う 

淳じ
ゅ
ん

一い
ち 

さ
ん

連
携
と
協
働
─
空
き
家
問
題
最
前
線
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❶

愛
す
るマ
チ
に
住
み
続
け
る
た
め
に

人
口
減
少
を
防
ぐ
基
盤
づ
く
り
を
─

宮
城
県
気
仙
沼
市
出
身
。
1
級
建
築
士
。
昭
和
57
年
日
本
大
学
生
産
工
学
部
建
築
工
学
科
卒
。
59
年
同

大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
。
59
年
道
都
大
学
（
現
・
星
槎
道
都
大
）
助
手
。
同
大
学
教
授
な
ど

を
経
て
、
平
成
27
年
か
ら
美
術
学
部
長
。
北
広
島
市
空
家
等
対
策
推
進
協
議
会
長
。
62
歳
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専
門
家
と
の
連
携
が
重
要

　

市
町
村
が
空
き
家
対
策
を
進
め
る
上
で

司
法
書
士
や
弁
護
士
、
行
政
書
士
、
不
動

産
鑑
定
士
、
建
築
士
な
ど
、
多
方
面
の
専

門
家
と
の
連
携
が
重
要
で
す
。
司
法
書
士

は
、
相
続
や
成
年
後
見
、
財
産
管
理
人
選

任
な
ど
の
業
務
を
通
じ
て
、
専
門
知
識
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
問
題
解

決
の
妨
げ
と
な
る
原
因
を
解
消
し
、
空
き

家
問
題
を
抱
え
る
人
た
ち
を
支
援
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
札
幌
司
法
書
士
会

は
現
在
、
札
幌
、
江
別
、
恵
庭
、
室
蘭
、

苫
小
牧
、
登
別
の
6
市
と
連
携
協
定
を
締

結
し
て
、
相
続
や
登
記
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
ほ
か
、
会
員
の
司
法
書
士

を
紹
介
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
は
「
空
き
家
等
対
策
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
28
・
29
の
両
年

は
、
空
き
家
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
的
な
相
談
会

よ
り
も
、
継
続
的
な
相
談
体
制
の
構
築
が

必
要
と
い
う
議
論
が
あ
り
、
窓
口
の
常
設

化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
、
29
年
8
月
に

は
「
空
き
家
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
祭

日
、
年
末
年
始
、
お
盆
期
間
を
除
く
）
の

午
後
1
時
か
ら
同
4
時
ま
で
、
専
用
の
電

話
番
号
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

道
内
で
空
き
家
に
関
す
る
常
設
の
相
談

窓
口
と
し
て
は
、
こ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
が

最
初
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
事
者

で
あ
る
所
有
者
や
親
族
、
相
続
人
だ
け
で

な
く
、
市
町
村
の
空
き
家
担
当
職
員
か
ら

の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。
令
和
2
年
度

の
相
談
件
数
は
22
件
で
し
た
。
空
き
家
所

有
者
本
人
か
ら
の
相
談
は
ほ
と
ん
ど
無

く
、
親
族
や
相
続
人
か
ら
の
相
談
が
大
半

で
す
。
対
応
と
し
て
は
、
市
町
村
が
用
意

し
て
い
る
空
き
家
対
策
の
補
助
金
に
関
す

る
情
報
提
供
や
、
無
料
で
空
き
家
物
件
の

引
き
取
り
手
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
る
事
業

者
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

道
内
に
は
札
幌
、
函
館
、
旭
川
、
釧
路

の
4
司
法
書
士
会
が
あ
り
ま
す
。
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
を
運
営
し
て
い
る
札
幌
司
法
書
士

会
の
管
轄
は
石
狩
、
空
知
、
後
志
の
一
部

と
胆
振
・
日
高
管
内
で
す
が
、
道
内
全
域

の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
札
幌
以
外

の
司
法
書
士
会
が
管
轄
す
る
エ
リ
ア
か
ら

の
相
談
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
司
法
書

士
会
に
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

相
続
を
め
ぐ
る
複
雑
な
問
題

　

親
族
や
相
続
人
の
相
談
は
、
大
き
く
二

つ
に
分
類
で
き
ま
す
。
一
つ
は
「
空
き
家

を
売
却
し
た
い
け
れ
ど
、
所
有
者
が
認
知

症
に
な
っ
た
」
と
い
う
内
容
で
す
。
所
有

　
札
幌
司
法
書
士
会
は
平
成
29
年
に
「
空
き
家
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開
設
し
、
空
き

家
問
題
の
悩
む
住
民
や
市
町
村
職
員
を
支
援
し
て
い
る
。
危
険
な
空
き
家
の
増
加
や

所
有
者
の
不
明
化
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
に
市
町
村
は
ど
う
対
応
す
べ
き
な
の
か
─
。

札
幌
司
法
書
士
会
　
空
き
家
等
対
策
委
員
長

宅た
く

間ま 

孝た
か
し 

さ
ん

連
携
と
協
働
─
空
き
家
問
題
最
前
線
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❷

司
法
書
士
か
ら
見
た
空
き
家
問
題

公
費
負
担
や
責
任
の
明
確
化
が
必
要

北
海
道
出
身
。
昭
和
60
年
北
海
道
大
学
法
学
部
卒
。
平
成
8
年
司
法
書
士
登
録
。
27
年
札
幌
司
法
書
士

会
空
き
家
等
対
策
委
員
会
の
委
員
長
に
就
任
。
58
歳
。

同
会
が
運
営
す
る
北
海
道
空
き
家
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
は
T
E
L
0
1
1
・
2
1
1
・
8
7
6
3
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費
用
へ
の
補
助
を
求
め
る
声
も
あ
り
ま
し

た
。
一
方
で
市
に
期
待
す
る
対
応
と
し
て

は
、
売
却
や
賃
貸
に
関
す
る
情
報
提
供
や

売
却
手
続
き
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
が
既
に

実
施
し
て
い
る
支
援
策
が
充
分
に
知
ら
れ

て
い
な
い
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
地
道

な
Ｐ
Ｒ
は
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
確
保
の
基
盤
づ
く
り
を

　

あ
る
雑
誌
が
発
表
し
た
「
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
」
調
査
で
、
道
内
35
市
の
中
で

北
広
島
市
は
、
平
成
30
年
ま
で
5
年
連
続

1
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
市
内
の
北
広
島

団
地
は
、
昭
和
45
年
の
造
成
時
か
ら
厳
し

い
建
築
制
限
を
設
け
る
一
方
、
宅
地
の
1

区
画
当
た
り
の
面
積
が
１
０
０
〜
１
２
０

坪
と
広
く
、
歩
道
と
敷
地
の
間
に
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
を
設
け
、
自
動
車
の
騒
音
を
遠

ざ
け
る
工
夫
を
す
る
な
ど
、
緑
豊
か
で
静

か
な
住
環
境
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
住
民
の
高
齢
化
が
進
む
に

つ
れ
て
、
団
地
内
の
空
き
家
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
、
令
和
元
年
度
末
時
点
で
、
市

内
で
は
最
も
多
い
１
１
８
件
の
空
き
家
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
市
は
積
極
的
に
空
き

家
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
内
で
は
平
成
30
年
、
プ
ロ
野

球
・
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

「
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ

（
Ｂ
Ｐ
）」
の
建
設
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ

の
直
後
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅
周
辺
を
中

心
に
不
動
産
需
要
が
高
ま
り
、
今
年
1
月

に
発
表
さ
れ
た
地
価
公
示
で
は
、
市
内
4

カ
所
の
住
宅
地
の
地
価
上
昇
率
が
全
国

ト
ッ
プ
10
に
入
る
な
ど
、
空
き
家
や
空
き

地
を
取
り
巻
く
情
勢
も
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。
市
の
調
査
で
は
特
定
で
き
な
か
っ

た
空
き
地
の
所
有
者
も
、
不
動
産
業
者
が

独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
探
し

出
し
、
売
却
交
渉
を
進
め
た
と
の
話
も
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

空
き
家
の
流
通
が
加
速
す
る
中
、
市
は

高
齢
の
住
民
が
多
い
地
域
に
子
育
て
世
帯

の
居
住
を
誘
導
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

で
検
討
し
て
い
る
の
が
容
積
率
の
緩
和
で

す
。
容
積
率
と
は
、
敷
地
面
積
に
対
す
る

建
物
の
延
べ
床
面
積
の
割
合
を
示
す
割
合

で
す
。
市
内
は
第
1
種
低
層
住
居
専
用
地

域
に
50
％
の
容
積
率
を
指
定
し
た
地
域
が

多
く
、
建
築
物
の
建
築
面
積
の
敷
地
面
積

に
対
す
る
割
合
を
示
す
建
ぺ
い
率
は

40
％
、
敷
地
境
界
線
か
ら
建
物
外
壁
ま
で

の
後
退
距
離
は
1
・
5
㍍
以
上
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
建
築
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　

市
は
一
部
地
域
で
容
積
率
を
60
％
に
緩

和
し
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
や
住
環
境
へ

の
影
響
を
見
極
め
る
方
針
で
す
。
市
の
空

家
等
対
策
推
進
協
議
会
で
は
「
区
画
面
積

を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
、
若
い
世
代
が
購

入
し
や
す
い
戸
建
て
住
宅
を
提
供
で
き

る
」
と
の
意
見
が
あ
る
一
方
、
住
環
境
の

悪
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
慎
重
な
声
も
あ

り
、
本
格
的
な
実
施
に
向
け
て
、
継
続
的

な
議
論
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

縦
割
り
行
政
の
打
破
を
！

　

都
市
部
で
深
刻
化
し
て
い
る
の
は
、
公

営
住
宅
や
集
合
住
宅
の
空
き
部
屋
問
題
で

す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
無
い
4
階
建
て
以

上
の
住
宅
で
、
上
層
階
の
空
き
部
屋
が
目

立
ち
、
建
物
自
体
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い

ま
す
。
市
町
村
も
問
題
意
識
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
改
築
や
再
編
整
備

を
進
め
る
際
に
は
、
住
民
生
活
の
利
便
性

を
考
慮
し
た
立
地
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
山
坂
が
急
な
地
域
で
は
、
戸
建

て
住
宅
で
暮
ら
す
高
齢
者
に
と
っ
て
、
商

業
施
設
や
医
療
施
設
が
近
い
集
合
住
宅

は
、
住
み
替
え
先
と
し
て
魅
力
的
で
す
。

　

空
き
家
対
策
の
進
む
べ
き
方
向
性
と
し

て
、
北
広
島
市
は
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
第
2
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
「
計
画
的
に
整
備
さ
れ
た
戸
建
て
、
集

合
住
宅
が
中
心
の
専
用
住
宅
地
で
は
、
少

子
高
齢
社
会
に
お
け
る
市
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
住
宅
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
市
街
地
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い

土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
空

き
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
空
き
家
対
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
、
良
好
な

住
環
境
の
創
出
を
図
る
」
と
い
う
一
文
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。
こ
の
た
め
に
必
要
な

の
は
縦
割
り
行
政
の
打
開
で
す
。
市
は
平

成
30
年
、
市
民
環
境
部
に
移
住
・
定
住
や

空
き
家
対
策
、
住
宅
の
住
み
替
え
に
関
す

る
窓
口
を
一
本
化
し
た
「
市
民
参
加
・
住

宅
施
策
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
空
き
家
対
策
は
、
住
ま
い
と
い
う
括

り
だ
け
で
な
く
、
生
活
環
境
の
向
上
や
地

域
振
興
、
保
健
福
祉
な
ど
、
分
野
横
断
的

な
連
携
と
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
の
ゴ
ー
ル
は
、
住
民
が
愛

着
あ
る
地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を

提
供
し
な
が
ら
、
新
し
い
住
民
を
招
き
入

れ
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
基
盤
づ
く

り
で
あ
る
と
の
認
識
が
必
要
で
す
。
危
険

な
空
き
家
の
撤
去
だ
け
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
多
く
の
市
町
村
が
厳
し
い
財

政
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
民
間
の

力
を
活
か
し
て
、
空
き
家
や
空
き
地
の
有

効
活
用
に
向
け
た
可
能
性
を
模
索
し
、
次

の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
持
続
的
な
発
展

を
目
指
す
と
い
う
発
想
が
不
可
欠
で
す
。
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く
、
草
木
や
廃
棄
物
の
除
去
に
対
応
が
偏

り
が
ち
で
、
劣
化
し
た
塀
や
擁
壁
の
補
修

な
ど
に
対
応
で
き
て
い
な
い
と
い
う
課
題

も
あ
り
ま
す
。
特
に
積
雪
寒
冷
地
の
北
海

道
で
は
、
売
却
、
改
修
、
解
体
の
い
ず
れ

も
、
気
付
い
た
と
き
に
す
ぐ
取
り
掛
か
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
応
を
先
送

り
し
て
い
る
間
に
、
積
雪
の
重
み
で
建
物

が
倒
壊
し
、
近
隣
住
民
の
人
命
や
財
産
に

重
大
な
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と

を
周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

所
有
者
へ
の
支
援
拡
充
を

　

市
町
村
に
と
っ
て
、
空
き
家
対
策
を
め

ぐ
る
最
大
の
課
題
は
、
費
用
負
担
の
問
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
倒
壊
の
恐
れ
が

高
い
、
衛
生
上
著
し
く
有
害
と
い
っ
た
問

題
を
抱
え
る
「
特
定
空
家
等
」
の
解
体
や

除
却
を
進
め
る
に
は
▽
行
政
代
執
行
や
略

式
代
執
行
▽
財
産
管
理
人
に
よ
る
売
却
や

解
体
─
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
代
執
行
の

場
合
は
解
体
費
用
を
、
財
産
管
理
人
を
選

任
す
る
場
合
は
、
申
し
立
て
費
用
を
市
町

村
が
負
担
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
し

立
て
の
際
は
、
裁
判
所
に
多
額
の
予
納
金

を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
市
町
村
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
補
助
対

象
を
解
体
費
用
に
限
定
す
る
市
町
村
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
相
続
登
記
費

用
や
リ
フ
ォ
ー
ム
・
修
繕
費
用
な
ど
、
解

体
以
外
の
経
費
に
対
象
を
広
げ
て
い
る
市

町
村
も
あ
り
ま
す
。
空
き
家
率
が
15
％
程

度
（
令
和
2
年
度
時
点
）
で
推
移
し
て
い

る
広
島
県
で
は
、
江
田
島
市
が
空
き
家
の

適
正
な
登
記
を
促
す
た
め
、
相
続
登
記
な

ど
の
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
廿
日
市

市
は
「
空
き
家
活
用
支
援
補
助
金
」
と
し

て
、
登
記
費
用
や
家
財
道
具
の
搬
出
や
処

分
、
清
掃
、
除
草
、
樹
木
の
伐
採
に
必
要

な
費
用
を
補
助
し
て
い
る
ほ
か
、
建
物
の

機
能
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
改
修
工

事
費
（
上
限
60
万
円
）
の
支
援
や
、
Ｄ
Ｉ

Ｙ
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
（
同
10
万
円
、
材

料
費
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
老
朽
化
し
た
空
き
家
を
解
体
・

撤
去
し
た
所
有
者
を
対
象
と
し
て
、
更
地

に
な
っ
た
住
宅
跡
地
の
固
定
資
産
税
を
減

免
す
る
措
置
を
講
じ
る
市
町
村
も
増
え
て

い
ま
す
。
固
定
資
産
税
負
担
の
増
加
に
対

す
る
不
安
や
懸
念
か
ら
、
空
き
家
を
放
置

す
る
所
有
者
も
多
く
、
問
題
を
深
刻
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
も
建
物
の
老
朽

化
は
進
み
「
特
定
空
家
等
」
と
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
行
政
代
執
行
な
ど
に
よ
る

財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
市
町
村
は

効
果
的
な
所
有
者
支
援
を
積
極
的
に
講
じ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

相
続
財
産
管
理
人
制
度
と
は

　

相
続
人
が
不
存
在
の
状
態
で
、
固
定
資

産
税
の
未
納
が
あ
る
空
き
家
が
あ
る
と
し

ま
す
。
市
町
村
は
債
権
者
と
し
て
、
相
続

財
産
管
理
人
の
選
任
申
し
立
て
手
続
き
を

行
い
ま
す
。
家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ

た
相
続
財
産
管
理
人
が
、
家
裁
の
許
可
を

受
け
て
土
地
と
空
き
家
の
売
却
手
続
き
を

進
め
、
売
却
益
の
中
か
ら
滞
納
し
て
い
た

固
定
資
産
税
な
ど
を
納
め
ま
す
。
財
産
管

理
人
に
は
司
法
書
士
も
選
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
の
は
売
却
の
可
能
性
が

あ
る
物
件
が
主
で
す
が
、
国
の
調
査
に
よ

る
と
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
全
国
１
０
６

の
市
町
村
が
財
産
管
理
人
制
度
を
活
用
し

ま
し
た
。
略
式
代
執
行
を
実
施
し
た
市
町

村
を
大
幅
に
上
回
り
、
空
き
家
対
策
を
進

め
る
上
で
有
効
な
選
択
肢
と
し
て
、
活
用

事
例
が
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
札
幌

司
法
書
士
会
は
自
治
体
と
の
協
定
に
基
づ

き
、
市
町
村
が
財
産
管
理
人
の
選
任
を
裁

判
所
に
申
し
立
て
る
際
に
、
そ
の
候
補
者

を
推
薦
す
る
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

札
幌
司
法
書
士
会
に
は
、
固
定
資
産
税

の
債
権
者
の
立
場
で
あ
る
市
町
村
か
ら
、

財
産
管
理
人
選
任
の
方
法
や
手
続
き
に
関

す
る
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
民
法
第
９
４
０
条
第
1
項
が
定
め
る

「
相
続
の
放
棄
を
し
た
者
に
よ
る
管
理
義

務
」
に
関
す
る
相
談
も
あ
り
ま
す
が
、
判

例
の
蓄
積
が
な
く
「
誰
が
」「
ど
の
時
点

で
」「
ど
の
程
度
」
の
管
理
義
務
を
負
う

の
か
に
つ
い
て
、
明
快
な
解
決
方
法
を
示

す
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

空
き
家
対
策
の
予
算
確
保
を

　

市
町
村
が
空
き
家
対
策
を
軌
道
に
乗
せ

る
た
め
に
は
、
財
政
的
な
裏
付
け
、
予
算

の
確
保
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
必
要
に
応
じ

て
年
度
途
中
に
補
正
予
算
を
組
む
の
で
は

な
く
、
当
初
予
算
の
段
階
か
ら
、
機
動
的

に
使
え
る
政
策
的
予
算
と
し
て
「
空
き
家

対
策
費
」
を
計
上
し
、
補
助
金
や
多
様
な

法
定
手
続
き
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
対
応
す
べ
き
で
す
。
一
方
で
市
町

村
が
手
厚
い
支
援
を
講
じ
る
こ
と
で

「
放
っ
て
お
い
て
も
役
所
が
何
と
か
し
て

く
れ
る
」
と
い
う
、
あ
る
種
の
モ
ラ
ル
ハ

ザ
ー
ド
（
倫
理
観
の
欠
如
）
が
広
が
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

で
す
が
、
取
組
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
市

町
村
に
は
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
し
て

い
き
ま
す
。
公
費
を
投
じ
る
こ
と
の
是
非

を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
や
決
定
の
プ
ロ

セ
ス
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
対

策
に
対
す
る
地
域
住
民
の
理
解
も
深
ま
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特集 空き家対策─人口減少時代の負動産問題

09 No.35   PRACTICE

者
が
認
知
症
な
ど
の
影
響
で
判
断
能
力
を

失
っ
て
い
る
場
合
、
成
年
後
見
制
度
の
利

用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
後
見

制
度
を
利
用
し
た
場
合
、
後
見
人
は
被
後

見
人
の
財
産
管
理
全
般
を
行
い
ま
す
。
一

度
選
任
さ
れ
る
と
、
不
動
産
の
売
却
の
み

で
は
終
了
せ
ず
、
判
断
能
力
が
回
復
す
る

か
死
亡
す
る
ま
で
任
務
が
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
売
却
な
ど
の
居
住
用
不
動
産
の
処

分
に
は
家
庭
裁
判
所
の
許
可
が
必
要
で
、

後
見
人
選
任
申
し
立
て
か
ら
売
買
契
約
ま

で
、
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
不
動
産
の
所
有
者
が
亡

く
な
り
、
相
続
が
発
生
し
た
と
い
う
内
容

で
す
。
故
人
（
被
相
続
人
）
名
義
の
ま
ま
で

は
売
却
が
で
き
ま
せ
ん
。
相
続
人
へ
の
名

義
変
更
（
所
有
権
移
転
な
ど
の
登
記
）
が

必
要
で
す
。「
相
続
人
は
誰
に
な
る
の
か
」

と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
す
が
、
相
続
が
発

生
し
た
順
序
に
よ
っ
て
、
相
続
人
が
異
な

る
た
め
、
判
断
に
は
注
意
を
要
し
ま
す
。

所
有
者
は
健
在
で
す
が
、
子
ど
も
が
先
に

亡
く
な
っ
た
場
合
、
子
ど
も
の
配
偶
者
に

は
相
続
の
権
利
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、　

所
有
者
の
死
後
に
そ
の
子
ど
も
が
亡
く

な
っ
た
場
合
は
、
所
有
者
の
相
続
人
で
あ

る
子
ど
も
の
相
続
人
と
し
て
、
そ
の
配
偶

者
も
相
続
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

所
有
者
の
死
後
、
管
理
さ
れ
ず
に
放
置

状
態
に
あ
る
空
き
家
も
あ
り
ま
す
。
買
い

手
が
無
く
、
解
体
す
る
に
も
１
０
０
万
円

以
上
の
費
用
が
必
要
と
な
れ
ば
、
誰
も
相

続
を
希
望
し
ま
せ
ん
。
市
町
村
に
寄
付
を

申
し
出
て
も
、
解
体
費
用
な
ど
の
負
担
が

生
じ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
簡
単
に
受
け

入
れ
て
も
ら
え
ず
、
相
続
放
棄
を
選
択
す

る
人
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
相
続

人
全
員
が
相
続
を
放
棄
し
て
、
相
続
人
不

存
在
に
な
る
と
、
物
件
を
解
体
・
売
却
す

る
に
は
、
相
続
財
産
管
理
人
の
選
任
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
市
町
村
が
利
害
関
係
人

と
な
り
、
多
額
の
予
納
金
を
負
担
し
て
、

裁
判
所
に
申
し
立
て
を
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

所
有
者
不
明
化
へ
の
対
応
策

　

平
成
27
年
に
施
行
さ
れ
た
「
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
よ

り
、
市
町
村
は
、
行
政
代
執
行
や
略
式
代

執
行
に
よ
る
解
体
・
撤
去
な
ど
、
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
危
険
な
空
き
家
に
対
す
る
積

極
的
関
与
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
固
定

資
産
税
課
税
台
帳
な
ど
を
空
き
家
対
策
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
所
有
者
や
管

理
者
と
接
触
す
る
手
掛
か
り
が
増
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
全
国
的
に
所
有
者
が
不
明

な
土
地
や
建
物
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
相

続
登
記
な
ど
の
放
置
が
原
因
で
生
じ
て
い

る
所
有
者
不
明
の
土
地
は
、
全
国
で
４
１

０
万
㌶
に
上
る
と
の
試
算
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
背
景
と
し
て
今
年
2

月
、
法
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
法
制
審
議

会
は
「
民
法
・
不
動
産
登
記
法
（
所
有
者

不
明
土
地
関
係
）
の
改
正
等
に
関
す
る
要

綱
案
」
を
取
り
ま
と
め
、
上
川
陽
子
法
務

大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。
最
大
の
柱
は
、

相
続
登
記
や
氏
名
・
名
称
・
住
所
の
変
更

登
記
の
義
務
化
で
す
。
相
続
で
不
動
産
取

得
を
知
っ
た
日
か
ら
3
年
以
内
に
登
記
や

名
義
変
更
を
し
な
け
れ
ば
10
万
円
以
下
の

過
料
と
な
り
ま
す
。
住
所
変
更
を
す
る
際

の
不
動
産
登
記
も
義
務
付
け
、
2
年
以
内

に
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
5
万
円
以
下

の
過
料
と
な
る
罰
則
規
定
を
設
け
ま
す
。

　

要
綱
案
は
、
不
動
産
登
記
簿
な
ど
で
所

有
者
が
判
明
せ
ず
、
所
有
者
が
判
明
し
て

も
連
絡
が
取
れ
な
い
土
地
や
建
物
を
「
所

有
者
不
明
土
地
（
建
物
）」、
適
切
な
管
理

が
行
わ
れ
ず
、
周
辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
土
地
や
建
物
を
「
管
理
不
全
土
地

（
建
物
）」
と
位
置
付
け
、
利
害
関
係
人
の

請
求
に
よ
り
、
裁
判
所
が
選
任
す
る
管
理

人
に
よ
る
管
理
を
義
務
化
し
ま
す
。

市
町
村
の
責
務
が
重
要
に

　

登
記
の
義
務
付
け
に
は
、
所
有
者
不
明

の
土
地
や
建
物
の
増
加
を
食
い
止
め
る
だ

け
で
な
く
、
相
続
と
は
別
に
管
理
義
務
を

明
確
化
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
民
法
や

不
動
産
登
記
法
の
改
正
を
経
て
、
早
け
れ

ば
令
和
5
年
度
に
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
で
す
が
、
土
地
や
建
物
の
所
有
者

が
管
理
義
務
を
負
う
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
な
い
空
き
家
な
ど
が
、
防
災
や
衛

生
、
景
観
な
ど
、
住
民
の
生
活
環
境
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
現
状
に
対
し

て
、
市
町
村
は
住
民
の
安
全
や
安
心
を
守

る
と
い
う
責
務
を
果
た
す
よ
う
求
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
す
。

　

国
土
交
通
省
が
2
月
に
公
表
し
た
「
管

理
不
全
土
地
対
策
に
関
す
る
調
査
」
に
よ

る
と
、
人
口
5
万
人
以
上
の
市
町
村
の
約

6
割
で
、
管
理
不
全
の
土
地
に
対
す
る
住

民
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
、
雑
草
や
雑
木
の
繁
茂
、
害
虫
の

発
生
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
車
両
の
放
置

の
ほ
か
放
火
の
発
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
空
き
家
の
管
理
や
利

用
促
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や
行
政
指

導
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
市
町
村
も

多
く
あ
り
ま
す
が
、
空
き
地
問
題
に
特
化

し
た
個
別
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
市
町
村
で
空
き
家
や
空
き
地
を
担
当

し
て
い
る
の
は
生
活
環
境
系
の
部
局
が
多
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の
農
村
と
分
譲
地
が
混
在
し
て
い
る
の
ど

か
な
町
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
平

成
25
年
に
は
空
き
家
率
が
19
・
8
％
に
達

し
ま
し
た
。
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
東
洋
大
学
建
築
学

科
と
連
携
し
、
空
き
家
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
東
洋
大
学
の

担
当
教
授
か
ら
当
社
に
声
が
掛
か
っ
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
、
空
き
家
調
査
員
の
育

成
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、
町
と
当
社
が
連
携

協
定
を
結
び
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
査

員
を
公
募
し
ま
し
た
。
10
人
の
応
募
が
あ

り
、
講
習
を
修
了
し
た
5
人
が
調
査
員
に

な
り
ま
し
た
。
遠
方
で
暮
ら
す
空
き
家
の

所
有
者
は
、
地
元
の
調
査
員
に
調
査
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
近
隣
住
民
に
空
き
家
の
鍵
を
預
け

て
い
る
所
有
者
も
多
く
、
屋
内
調
査
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
遠
方
で
の
調
査
が
難
し
く
な

り
、
空
き
家
の
調
査
を
地
域
で
完
結
で
き

る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

新
潟
県
佐
渡
市
の
事
例

　

空
き
家
対
策
に
は
、
地
域
づ
く
り
の
視

点
が
必
要
で
す
。
活
用
方
法
は
、
地
域
に

よ
っ
て
事
情
が
異
な
り
、
地
域
特
性
に

沿
っ
た
取
組
が
重
要
で
す
。
佐
渡
金
銀
山

で
有
名
な
新
潟
県
佐
渡
市
の
人
口
は
約
5

万
1
千
人
で
す
。
平
成
27
年
11
月
～
12
月

に
行
っ
た
市
の
調
査
で
３
６
７
０
戸
の
空

き
家
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
歴
史
的
・
文
化

的
な
価
値
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
建
物
が
１

０
０
戸
程
度
あ
り
、
建
物
の
価
値
や
魅
力

を
活
か
す
視
点
で
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
が
運
営
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
成
約

件
数
は
、
令
和
2
年
5
月
現
在
で
２
１
４

件
に
上
り
、
島
外
か
ら
の
移
住
者
な
ど
底

堅
い
需
要
が
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
に

「
空
き
家
調
査
員
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
社
、
佐

渡
観
光
交
流
機
構
、
新
潟
県
中
小
企
業
同

友
会
佐
渡
支
部
、
地
域
商
社
ブ
リ
ッ
ジ
に

い
が
た
（
新
潟
市
）
な
ど
6
者
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
た

め
、
市
と
連
携
協
定
書
や
守
秘
義
務
誓
約

書
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
空
き
家
調
査
員
を
募
集
し
、
講
習
を
実

施
し
ま
し
た
。
履
修
を
終
え
た
調
査
員
に

委
託
し
て
、
空
き
家
の
簡
易
調
査
報
告
書

を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
を
も
と
に
不
動
産
業
者
や
建

設
業
の
専
門
家
も
参
加
し
て
①
地
域
特
性

②
保
有
コ
ス
ト
③
取
り
壊
し
コ
ス
ト
④
修

繕
コ
ス
ト
⑤
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
⑥

利
活
用
方
法
─
を
検
討
し
ま
し
た
。
ト
リ

ア
ー
ジ
で
は
「
赤
」
判
定
で
も
、
歴
史

的
・
文
化
的
価
値
が
高
い
と
判
断
し
、
再

生
と
活
用
を
提
案
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

空
き
家
再
生
の
モ
デ
ル
に

　

こ
の
物
件
は
、
商
業
地
域
に
あ
り
、
佐

渡
島
の
繁
栄
を
伝
え
る
町
屋
建
築
で
、
納

屋
や
土
蔵
も
あ
り
ま
す
。
築
年
数
や
建
物

の
正
確
な
由
来
は
不
明
で
す
が
、
明
治
か

ら
大
正
に
か
け
て
、
島
内
に
あ
っ
た
庄
屋

の
家
屋
が
移
築
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
長
方
形
の
土
地
は
面
積
７
０
０

平
方
㍍
、
母
屋
は
木
造
2
階
建
て
、
延
べ

床
面
積
は
約
２
５
０
平
方
㍍
で
す
。
建
築

面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
示
す

建
ぺ
い
率
は
80
％
、
敷
地
面
積
に
対
す
る

建
物
の
延
べ
床
面
積
の
割
合
を
示
す
容
積

率
は
４
０
０
％
で
し
た
。
漏
水
を
伴
う
た

わ
み
な
ど
を
調
べ
て
判
断
す
る
劣
化
度

は
、
最
も
低
い
C
判
定
で
し
た
。

　

調
査
結
果
を
も
と
に
専
門
家
が
協
議
し

た
と
こ
ろ
、
固
定
資
産
評
価
は
土
地
１
６

０
０
万
円
、
建
物
４
９
０
万
円
で
、
固
定

資
産
税
な
ど
10
年
間
の
保
有
コ
ス
ト
は
現

状
維
持
で
２
０
０
万
円
、
建
物
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
１
４
８
万
円
と
算
定
し
ま
し

た
。
取
り
壊
し
に
必
要
な
費
用
は
、
母
屋

３
８
０
万
円
、
納
屋
60
万
円
、
土
蔵
は
土

を
敷
地
内
に
残
す
と
２
１
０
万
円
、
全
て

撤
去
す
れ
ば
４
２
０
万
円
で
す
。
地
元
不

動
産
業
者
の
査
定
で
は
、
想
定
売
却
価
格

は
１
１
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
現
存

す
る
建
物
を
全
て
除
却
す
る
場
合
、
特
に

土
蔵
の
撤
去
費
用
が
か
さ
み
ま
す
。

　

で
す
が
、
こ
の
物
件
を
解
体
す
る
の
は

し
の
び
が
た
く
、
建
物
の
歴
史
的
・
文
化

的
な
価
値
も
考
慮
し
て
、
最
終
的
に
再
生

を
提
案
す
る
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
空
き

家
再
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
佐
渡

在
住
の
建
築
家
に
古
民
家
カ
フ
ェ
な
ど
を

備
え
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
す
る
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
佐
渡
島

を
支
え
る
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
空
き
家
も
活
用
方
法
に

よ
っ
て
は
、
観
光
資
源
と
し
て
価
値
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

農
地
付
き
空
き
家
を
活
か
せ
！

　

農
地
は
営
農
農
家
で
な
け
れ
ば
取
得
で

き
ず
、
売
買
に
は
農
業
委
員
会
の
許
可
も

必
要
に
な
る
な
ど
、
農
地
法
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
規
制
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
で
は

農
地
の
集
約
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
中
山

間
地
域
で
は
担
い
手
が
い
な
く
な
り
、
農

業
地
域
に
取
り
残
さ
れ
た
空
き
家
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
農

地
も
含
め
て
荒
廃
が
進
み
、
市
町
村
や
地

域
社
会
の
重
荷
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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空
き
家
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
？

　

救
急
医
療
の
世
界
に
は
、
患
者
の
重
症

度
に
応
じ
て
、
治
療
の
優
先
度
を
判
断
す

る
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
取
り
入
れ
た
「
空
き
家
ト

リ
ア
ー
ジ
」
は
▽
緑
＝
市
場
性
・
安
全
性

と
も
に
高
く
、
流
通
が
可
能
▽
黄
＝
改
修

や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
施
せ
ば
、
流
通
が
可
能

▽
赤
＝
条
件
付
き
賃
貸
な
ど
を
検
討
。
現

状
で
は
流
通
は
不
可
▽
黒
＝
安
全
性
や
市

場
性
が
低
く
、
取
り
壊
し
が
必
要
─
の
4

段
階
で
区
分
し
ま
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
を
通

じ
て
、
所
有
者
に
保
有
に
伴
う
コ
ス
ト
や

活
用
方
法
を
提
案
し
、
判
断
を
手
助
け
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
国
各
地
で
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
取
組
は
国
土
交
通
省
の

「
空
き
家
対
策
の
担
い
手
強
化
・
連
携
モ

デ
ル
事
業
」
に
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
き
家
ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
地
元
の
人
た

ち
を
中
心
に
育
成
を
進
め
て
い
る
「
空
き

家
調
査
員
」
が
担
い
ま
す
。
調
査
員
の
講

習
は
3
日
間
で
す
。
内
容
が
濃
い
た
め
参

加
者
の
半
分
が
途
中
で
脱
落
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
初
日
は
座
学
を
中
心

に
5
～
6
時
間
か
け
て
不
動
産
の
基
礎
知

識
な
ど
を
学
び
ま
す
。
2
日
目
は
現
地
講

習
で
す
。
3
日
目
は
受
講
者
が
実
際
の
空

き
家
を
調
査
し
な
が
ら
、
専
門
家
が
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
に
答
え
て
い
き
ま
す
。

　

建
物
の
チ
ェ
ッ
ク
内
容
は
、
国
交
省
の

既
存
住
宅
状
況
調
査
方
法
基
準
に
基
づ
い

て
作
成
し
て
い
ま
す
。
▽
基
礎
の
鉄
筋
が

露
出
し
て
い
る
▽
下
地
の
素
材
に
達
す
る

ひ
び
割
れ
が
あ
る
▽
床
の
沈
み
が
あ
る
─

な
ど
、
28
項
目
に
集
約
し
ま
し
た
。
大
掛

か
り
な
測
定
機
材
が
無
く
て
も
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
検
査
に
使
う
ク
ラ
ッ

ク
ス
ケ
ー
ル
で
対
応
で
き
ま
す
。
当
社
が

開
発
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

調
査
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を

入
力
す
れ
ば
、
客
観
的
に
空
き
家
の
現
状

を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
空
き
家
調
査
員
が
活
躍

　

人
口
が
少
な
い
地
域
で
は
、
不
動
産
会

社
が
無
か
っ
た
り
、
売
買
価
格
が
低
い
空

き
家
は
、
仲
介
業
者
に
敬
遠
さ
れ
、
流
通

が
滞
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
専
門
家
に
空

き
家
の
安
全
性
や
価
値
を
調
べ
て
も
ら
う

と
、
最
低
で
も
1
件
で
5
万
円
、
場
合
に

よ
っ
て
は
数
十
万
円
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
こ
う
し
た
地
域
で
は
、
空
き
家
調
査

員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
調
査
員
の
育
成
に
向
け
た
取
組

は
、
平
成
30
年
に
埼
玉
県
毛も

呂ろ

山や
ま

町ま
ち

で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
人
口
約
3
万
3
千
人

で
、
東
京
の
都
心
か
ら
車
で
約
1
時
間
半

　
長
年
の
放
置
状
態
か
ら
荒
廃
が
進
み
、
地
域
住
民
の
安
全
を
脅
か
す
よ
う
に
な
る
空

き
家
─
。
そ
う
な
る
前
に
利
活
用
や
流
通
の
道
を
開
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
問
題
解
決

の
鍵
を
握
る
「
空
き
家
ト
リ
ア
ー
ジ
」
や
「
空
き
家
調
査
員
養
成
」
の
取
組
と
は
─
。

株
式
会
社
三
友
シ
ス
テ
ム
ア
プ
レ
イ
ザ
ル
取
締
役

常
務
執
行
役
員
・
営
業
開
発
部
長

田た

井い 

政ま
さ

晴は
る 

さ
ん

連
携
と
協
働
─
空
き
家
問
題
最
前
線
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❸

特
定
空
き
家
に
な
る
前
に
─

ト
リ
ア
ー
ジ
で
空
き
家
を
救
え

兵
庫
県
姫
路
市
出
身
。
平
成
5
年
三
友
シ
ス
テ
ム
ア
プ
レ
イ
ザ
ル
入
社
。
不
動
産
評
価
業
務
に
従
事

し
、
21
年
取
締
役
。
建
物
調
査
、
金
融
機
関
の
担
保
評
価
、
事
業
再
生
支
援
、
事
業
買
収
の
資
産
評
価

を
手
掛
け
る
。
29
年
専
務
取
締
役
。
同
年
事
業
性
評
価
研
究
所
設
立
、
専
務
取
締
役
。
55
歳
。
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函
館
の
歴
史
と
町
並
み

　

函
館
市
は
、
空
き
家
の
適
正
な
管
理
を

促
す
た
め
、
平
成
25
年
9
月
に
「
函
館
市

空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
27
年
5
月
に

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
（
空
き
家
法
）」
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
条
例
を
改
正
し
、
28
年
度
か

ら
5
カ
年
計
画
の
「
函
館
市
空
家
等
対
策

計
画
」
を
策
定
し
て
、
空
き
家
対
策
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
新
た
に
第

2
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
対
象
は
市
内
全
域
で
す
が
、
早

く
か
ら
町
並
み
が
形
作
ら
れ
た
函
館
山
山

麓
の
「
西
部
地
区
」、
五
稜
郭
公
園
や
千

代
台
公
園
が
あ
る
本
町
・
五
稜
郭
・
梁
川

地
区
な
ど
の
「
中
央
部
地
区
」
は
、
狭
い

敷
地
に
古
い
建
物
が
密
集
す
る
一
方
、
適

切
に
管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
周
辺
の
生
活

環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
空
き
家
が
数
多
く
あ
る
状
況
で
す
。
こ

う
し
た
空
き
家
の
現
状
を
少
し
で
も
変
え

て
い
く
と
と
も
に
〝
街
な
か
居
住
〟
を
促

進
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
計
画
で
は
西

部
地
区
と
中
央
部
地
区
を
「
重
点
対
象
地

区
」
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

安
政
6
（
１
８
５
９
）
年
に
国
内
初
の

国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港
し
て
以
来
、
函

館
は
外
国
文
化
の
強
い
影
響
を
受
け
、
特

に
西
部
地
区
は
、
重
要
文
化
財
の
旧
函
館

区
公
会
堂
や
函
館
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
な

ど
の
歴
史
的
建
造
物
も
数
多
く
あ
り
、
文

化
財
保
護
法
に
基
づ
く
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
函
館
観
光
の
中
心

的
な
エ
リ
ア
で
す
が
、
管
理
不
全
の
空
き

家
は
、
函
館
ら
し
い
歴
史
的
な
町
並
み
の

景
観
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
る
た
め
、
適

正
な
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

60
歳
以
上
の
所
有
者
が
76
％

　

市
は
重
点
対
象
地
区
の
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
、
効
果
的
な
施
策
を
検
討
す
る
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
平
成
29
年
度
に

８
６
６
棟
の
空
き
家
の
所
有
者
を
対
象
と

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
こ
の

う
ち
３
３
１
件
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
空

き
家
の
7
割
近
く
が
築
年
数
40
年
以
上
に

達
し
て
お
り
、
所
有
者
全
体
の
76
％
を
60

歳
以
上
の
方
が
占
め
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
空
き
家
に
な
っ
て
10
年
以
上
経
過
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
全
体
の
3
分
の
1
に
達

し
て
い
ま
す
。
建
物
の
内
部
や
屋
根
、
外

壁
な
ど
が
破
損
し
て
い
る
割
合
は
55
％
に

上
り
、
建
物
を
解
体
し
た
い
と
い
う
回
答

も
約
6
割
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
空
き
家
と
な
っ
た
要
因
と
し
て

　
函
館
市
は
本
年
度
、
2
期
目
と
な
る
「
函
館
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
主
要
な
観
光
エ
リ
ア
で
あ
り
、
歴
史
的
な
町
並
み
が
魅
力
の
西
部
地
区
で

は
、
空
き
家
や
空
き
地
な
ど
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
性
化
と
と
も
に
、
町
会
の
活
性

化
な
ど
を
柱
と
す
る
再
整
備
に
着
手
。
事
業
の
担
い
手
と
な
る
新
会
社
を
年
度
内
に

立
ち
上
げ
、
取
組
を
加
速
さ
せ
る
。

函
館
市
都
市
建
設
部
次
長

山や
ま

内う
ち 

洋よ
う

司じ 

さ
ん

連
携
と
協
働
─
空
き
家
問
題
最
前
線
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❹

西
部
地
区
再
整
備
で
新
会
社

居
住
と
観
光
の
融
合
目
指
す

函
館
市
出
身
。
函
館
工
業
高
等
専
門
学
校
化
学
工
学
科
卒
。
平
成
8
年
函
館
市
採
用
。
総
務
部
総
務
課
防

災
担
当
、
都
市
整
備
課
長
な
ど
を
経
て
令
和
3
年
4
月
か
ら
現
職
。
52
歳
。
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稲
作
な
ど
の
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る

鷹
栖
町
に
は
、
約
１
３
０
戸
の
空
き
家
が

あ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
空

き
家
対
策
に
熱
心
な
町
で
、
平
成
29
年
に

立
地
適
正
化
計
画
、
30
年
に
は
空
家
等
対

策
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
町
が
注
目
し

た
の
が
農
地
付
き
の
空
き
家
で
す
。
平
成

29
年
に
「
空
き
家
に
隣
接
し
た
農
地
の
取

得
に
か
か
る
要
綱
」
を
定
め
、
道
内
で
2

㌶
に
制
限
さ
れ
て
い
る
農
地
取
得
の
下
限

面
積
を
空
き
家
付
き
農
地
に
限
り
、
1
㌃

に
引
き
下
げ
る
な
ど
、
流
動
化
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
当
社
は
北
海
道

銀
行
の
紹
介
を
受
け
、
鷹
栖
町
と
連
携
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
昨
年
度
は
空
き
家
調

査
員
の
育
成
を
進
め
、
20
人
の
応
募
が
あ

り
、
10
人
が
調
査
員
に
な
り
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
の
住
宅
需
要

　

鷹
栖
町
で
調
査
し
た
農
地
付
き
空
き
家

の
物
件
を
紹
介
し
ま
す
。
物
件
は
隣
接
す

る
旭
川
市
の
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
か
ら
約
2
㌔
の

距
離
が
あ
り
、
建
物
は
木
造
2
階
建
て
、

農
地
を
含
む
土
地
の
面
積
は
2
・
5
㌶
で

す
。
固
定
資
産
評
価
は
土
地
25
万
円
、
建

物
15
万
円
で
、
10
年
間
の
保
有
コ
ス
ト
は

現
状
維
持
で
96
万
円
、
取
り
壊
し
後
は
30

万
円
。
取
り
壊
し
費
用
は
２
９
０
万
円
、

修
繕
費
用
が
１
５
８
万
円
で
し
た
。
想
定

売
却
価
格
は
１
５
４
万
円
で
し
た
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
の
判
定
は
「
赤
」「
黒
」

で
し
た
。
建
物
は
経
年
劣
化
が
否
め
ず
、

個
人
住
宅
に
は
広
す
ぎ
ま
す
。
取
り
壊
し

費
用
が
土
地
価
格
を
上
回
り
、
事
業
用
不

動
産
へ
の
転
用
も
困
難
と
の
判
断
で
す
。

農
地
の
購
入
者
は
農
業
者
に
限
ら
れ
、
不

動
産
市
場
で
買
い
手
を
見
つ
け
る
こ
と
は

難
し
い
た
め
、
新
規
就
農
を
希
望
す
る
移

住
者
向
け
の
住
宅
と
し
て
、
最
小
限
の
修

繕
を
施
し
た
上
で
廉
価
で
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
就
農
に
伴
う
初
期
コ
ス
ト
の
削

減
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
結
論
で
す
。

　

鷹
栖
町
は
「
あ
っ
た
か
フ
ァ
ー
ム
」
と

し
て
新
規
就
農
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
に
1
期
生
の
4
人

3
世
帯
、
令
和
元
年
に
は
2
期
生
の
2
人

2
世
帯
、
同
2
年
も
2
人
2
世
帯
が
町
外

か
ら
移
住
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
の
世
帯
も
公
営
住
宅
や
賃
貸
住
宅
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
農
地
付
き
住
宅
の
需

要
が
顕
在
化
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
と
し
て
あ
ま
り
Ｐ
Ｒ
し
て

い
な
か
っ
た
農
地
付
き
空
き
家
を
、
新
規

就
農
者
向
け
に
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う
提

案
し
て
い
ま
す
。
新
規
就
農
予
定
者
が
農

地
付
き
空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な

が
ら
住
み
続
け
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域

の
荒
廃
を
防
ぎ
、
空
き
家
の
資
源
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
町
は
住
宅
の

修
繕
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
補
助
制
度

を
設
け
て
お
り
、
新
規
就
農
者
に
は
現
実

的
な
提
案
と
な
り
ま
す
。
農
地
取
得
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
で
、
家
庭
菜
園

の
よ
う
な
規
模
で
も
農
地
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
農
地
付
き
空
き
家
を
流

通
に
乗
せ
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

「
特
定
空
き
家
」に
な
る
前
に

　

佐
渡
市
や
鷹
栖
町
の
ケ
ー
ス
で
は
、
空

き
家
を
保
有
し
続
け
る
と
一
定
の
コ
ス
ト

が
生
じ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
1
年
単

位
で
み
る
と
、
固
定
資
産
税
を
含
む
経
済

的
負
担
は
小
さ
く
、
所
有
者
は
売
却
や
解

体
な
ど
の
判
断
を
先
送
り
し
、
そ
の
ま
ま

費
用
を
払
い
続
け
ま
す
。
し
か
し
、
10
年

単
位
で
み
る
と
、
相
応
の
金
額
に
な
っ
て

き
ま
す
。
こ
う
し
た
具
体
的
な
情
報
を
得

ら
れ
ず
、
思
考
停
止
状
態
に
あ
る
所
有
者

に
、
具
体
的
な
コ
ス
ト
計
算
と
選
択
肢
を

示
し
、
判
断
を
促
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

国
内
で
は
１
９
９
０
年
代
に
不
動
産
バ

ブ
ル
が
崩
壊
し
た
後
も
、
依
然
と
し
て
土

地
神
話
が
根
強
く
残
り
、
先
祖
代
々
か
ら

伝
わ
る
土
地
や
空
き
家
の
処
分
を
躊
躇
す

る
所
有
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結

論
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
る
間
に
も
建
物

の
老
朽
化
は
進
み
、
対
応
が
困
難
な
「
負

動
産
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

当
社
が
手
掛
け
る
空
き
家
調
査
員
の
養

成
や
ト
リ
ア
ー
ジ
の
取
組
は
当
初
、
地
元

の
宅
建
業
者
か
ら
は
不
信
の
ま
な
ざ
し
を

向
け
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
業
者
は
市
場
を

荒
ら
さ
れ
る
と
い
う
対
抗
意
識
を
持
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
取
組
は
商
業
ベ
ー
ス

に
乗
る
よ
う
な
物
件
が
対
象
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
処
分
に
手
間
が
掛
か
り
、
コ
ス
ト

も
か
さ
み
、
地
元
業
者
に
敬
遠
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
物
件
を
流
通
に
乗
せ
る
お
手
伝

い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

倒
壊
な
ど
の
危
険
が
あ
る
「
特
定
空
家

等
」
は
、
最
終
的
に
は
、
市
町
村
が
行
政

代
執
行
に
よ
り
除
却
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
進

み
ま
す
。
平
成
27
年
に
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
て

以
降
は
〝
伝
家
の
宝
刀
〟
と
も
い
え
る
代

執
行
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
代
執
行
で
生
じ
た

公
費
負
担
を
回
収
す
る
こ
と
は
実
質
的
に

は
困
難
で
、
結
局
は
地
域
住
民
に
そ
の
ツ

ケ
が
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
空

き
家
が
「
特
定
空
家
等
」
に
な
る
前
に
、

地
域
づ
く
り
の
視
点
を
持
っ
て
空
き
家
を

資
源
と
す
る
こ
と
に
道
筋
を
付
け
、
所
有

者
に
情
報
や
選
択
肢
を
提
供
し
、
流
通
を

促
進
す
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
公
費
負
担

の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
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移
住
者
支
援
と
空
き
家
の
解
消

　

重
点
対
象
地
区
へ
の
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
た
め
本
年
度
か
ら
、
市
外
か
ら
移

住
す
る
人
が
空
き
家
を
購
入
し
て
、
自
ら

改
修
を
行
う
場
合
、
改
修
費
用
の
3
分
の

2
、
２
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
新

た
な
取
組
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
空
き

家
の
価
値
や
管
理
状
態
は
多
様
で
、
市
の

支
援
が
無
く
て
も
流
通
す
る
建
物
も
あ
れ

ば
、
早
急
に
解
体
す
る
必
要
が
あ
る
建
物

も
あ
り
ま
す
。
新
し
い
制
度
は
、
現
状
で

は
流
通
が
困
難
と
思
わ
れ
る
、
築
年
数

30
～
40
年
程
度
の
空
き
家
で
も
、
屋
根
や

外
壁
、
内
装
な
ど
を
一
定
程
度
の
改
修
を

行
え
ば
、
居
住
可
能
な
建
物
に
な
る
と
考

え
、
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
空
き
家
の
利
活
用
を
支
援
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
3
棟
の
空
き
家
の
改
修
を
見

込
ん
で
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
棟
数
は
、
函
館
地
域
で
移
住
・
定
住
や

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
実
績
を
基
に
想
定
し
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
と
、
移
住
相
談
の
件
数
は
年

間
１
０
０
件
ほ
ど
あ
り
、
こ
の
う
ち
10
件

程
度
が
市
内
に
移
住
し
、
半
数
は
マ
ン

シ
ョ
ン
を
住
ま
い
と
し
て
選
択
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
補
助
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
で
、
重
点
対
象
地
区
の
定
住
人

口
の
回
復
と
空
き
家
対
策
を
両
立
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

点
の
対
策
か
ら「
面
」の
整
備
へ

　

西
部
地
区
に
は
、
管
理
不
全
の
老
朽
化

し
た
空
き
家
が
多
く
、
特
に
函
館
山
山
麓

に
は
、
老
朽
化
し
た
住
宅
を
除
却
し
た
後

の
空
き
地
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
新
興
住

宅
地
と
は
違
い
、
こ
の
よ
う
な
空
き
地

は
、
な
か
な
か
買
い
手
が
付
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
か
な
り
古
い
時

期
に
築
か
れ
た
石
垣
が
あ
っ
た
り
、
公
道

に
接
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
土
地
も
多

い
た
め
、
購
入
を
た
め
ら
う
人
が
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
空
き
家

を
解
体
す
る
際
に
は
、
工
事
車
両
が
進
入

で
き
ず
、
作
業
員
の
人
手
に
頼
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
所
有
者
の
負
担
が
膨
ら
む
原

因
に
も
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。　

　

空
き
家
跡
地
と
と
も
に
、
隣
接
す
る
未

利
用
地
を
一
定
規
模
の
宅
地
に
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
土
地
の
利
活
用
を
促
進
で

き
る
の
で
は
な
い
か
―
と
の
考
え
方
は
以

前
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
古
く
か
ら
町
並

み
が
形
作
ら
れ
た
函
館
で
は
、
複
雑
な
土

地
の
権
利
関
係
な
ど
の
課
題
も
多
く
、
民

間
事
業
者
に
よ
る
開
発
や
利
活
用
は
困
難

な
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
空
き
家
の
増

加
や
急
速
な
人
口
減
少
に
よ
り
、
将
来
的

に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
が
ま
す

ま
す
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
西
部
地
区
の
中
で
も
、
観
光
の
メ
ッ

カ
と
な
っ
て
い
る
函
館
山
山
麓
は
、
異
国

情
緒
が
漂
う
歴
史
的
景
観
を
活
か
し
な
が

ら
、
定
住
人
口
の
回
復
と
交
流
人
口
の
底

上
げ
に
向
け
て
、
居
住
と
観
光
が
融
合
し

た
良
質
な
住
宅
地
と
し
て
再
整
備
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
は
平
成
30
年
度
か
ら
、
再
整
備
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
令
和
元
年

7
月
に
「
函
館
市
西
部
地
区
再
整
備
事
業

基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
空
き
家
や
空
き

地
な
ど
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
流
動
化
や
町

会
の
活
性
化
な
ど
を
柱
と
す
る
再
整
備
に

着
手
し
ま
し
た
。
狭
小
な
宅
地
や
公
道
に

接
し
て
い
な
い
敷
地
な
ど
、
現
状
で
は
活

用
が
困
難
な
土
地
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の

土
地
を
含
め
た
形
で
街
区
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
で
、
土
地
の
流
動
化
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
認

識
さ
れ
て
い
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

具
体
的
な
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

主
体
と
な
る
新
会
社
を
設
立

　

今
後
、
再
整
備
の
担
い
手
と
な
る
株
式

会
社
を
官
民
連
携
で
設
立
す
る
予
定
で

す
。
市
は
本
年
度
予
算
に
出
資
金
を
計
上

し
て
お
り
、
政
府
系
官
民
フ
ァ
ン
ド
の
地

域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
東
京
、
Ｒ
Ｅ

Ｖ
Ｉ
Ｃ
）
や
、
民
間
企
業
か
ら
の
出
資
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
新
会
社
は
、
空
き
家

や
空
き
地
を
含
む
不
動
産
取
引
の
仲
介
や

売
買
、
管
理
な
ど
の
業
務
を
は
じ
め
、
歴

史
的
建
造
物
の
改
修
、
学
校
跡
地
の
活
用

な
ど
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
業
で

得
た
収
益
を
多
様
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

展
開
に
活
用
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
空
き
家
や
空
き
地
を
「
寄
付

し
た
い
」
と
い
う
回
答
が
一
定
程
度
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
は
、
特
別
な
場
合

を
除
き
、
寄
付
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
新
会
社
を
受
け
皿
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
空
き
家

や
空
き
地
の
寄
付
を
受
け
る
こ
と
も
検
討

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
を
進
め

る
上
で
、
西
部
地
区
で
は
景
観
へ
の
配
慮

が
不
可
欠
で
す
。
空
き
家
の
跡
地
利
用
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
場
に
住
民

の
参
画
を
得
て
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成

し
な
が
ら
、
丁
寧
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
取
組
が
軌
道
に
乗
れ

ば
、
函
館
の
観
光
や
経
済
の
活
性
化
と
と

も
に
、
人
口
減
少
対
策
を
考
え
る
上
で
も

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。　
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は
「
解
体
費
用
が
無
い
」「
解
体
す
る
と

固
定
資
産
税
が
上
が
る
」
と
い
っ
た
回
答

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
所
有
者
の
高
齢
化

と
と
も
に
、
空
き
家
に
な
っ
て
か
ら
の
期

間
が
長
期
化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
速
や

か
な
除
却
な
ど
、
老
朽
空
き
家
に
つ
い
て

は
早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

除
却
を
超
え
る
空
き
家
が
発
生

　

平
成
28
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
前
計
画

は
▽
空
家
等
の
発
生
抑
制
▽
空
家
等
の
有

効
活
用
▽
管
理
不
全
な
空
家
の
防
止
・
解

消
▽
実
施
体
制
の
強
化
―
と
い
う
4
つ
の

基
本
方
針
を
掲
げ
、
空
き
家
の
解
消
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
特
に
重

点
対
象
地
区
で
は
①
空
家
等
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
②
空
家
等
の
活
用
③
特
定
空
家

等
の
解
消
―
と
い
う
数
値
目
標
を
掲
げ
て

対
策
を
講
じ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て

①
は
２
９
１
３
棟
、
②
は
79
棟
、
③
は
１

３
６
棟
と
、
い
ず
れ
も
令
和
元
年
度
末
ま

で
に
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
市
民
の
理
解
や
関
係
団
体
の
協
力
も

あ
り
、
目
標
を
達
成
で
き
た
こ
と
は
非
常

に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
空
き
家
対
策
は
こ
れ
ま
で
の
取

組
を
継
続
的
に
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
実

情
に
応
じ
て
、
施
策
の
充
実
と
強
化
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
前
計
画
期
間
に
は

当
初
、
年
間
約
１
０
０
棟
程
度
の
空
き
家

を
除
却
す
る
一
方
、
新
た
に
約
１
３
０
棟

の
空
き
家
が
発
生
す
る
な
ど
、
除
却
を
上

回
る
勢
い
で
空
き
家
が
発
生
し
て
い
ま
し

た
。
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
、
放
置
さ

れ
て
い
る
空
き
家
の
合
計
は
、
平
成
30
年

度
１
３
６
８
棟
、
令
和
元
年
度
１
３
５
０

棟
、
2
年
度
１
３
３
３
棟
と
減
少
傾
向
に

あ
り
、
空
き
家
対
策
に
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
昨

年
度
は
「
特
定
空
家
等
」
が
や
や
増
加
し

て
お
り
、
危
機
感
を
強
め
て
い
ま
す
。

全
域
で
特
定
空
き
家
を
解
消

　

本
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
第
2
期
計
画
で

は
、
新
た
な
施
策
を
加
え
、
空
き
家
対
策

の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
管
理
不
全
な
空
き
家
の
発
生
を

抑
止
す
る
た
め
、
宅
建
業
界
や
建
築
士
事

務
所
な
ど
の
団
体
と
の
間
で
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
、
相
談
窓
口
の
強
化
を
図
る
体

制
を
構
築
し
ま
す
。
空
き
家
の
有
効
活
用

を
図
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
開
設
を

検
討
し
ま
す
。
道
が
運
営
す
る
「
北
海
道

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
も
あ
り
ま
す
が
、

高
齢
の
所
有
者
が
自
ら
登
録
作
業
を
行
う

の
は
難
し
い
と
の
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。　

　

市
は
空
き
家
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て

助
言
を
す
る
た
め
、
税
情
報
な
ど
か
ら
所

有
者
な
ど
を
特
定
し
て
、
直
接
接
触
す
る

立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
の
意
向

に
沿
っ
た
空
き
家
情
報
を
反
映
し
、
内
容

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
情
報
の
登
録
数
を
増
や
し
、
サ

イ
ト
を
有
効
に
機
能
さ
せ
、
市
民
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
な
具
体
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
耐
震
診
断
や
住
宅

診
断
（
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
）
を
実
施
済

み
で
あ
り
、
消
費
者
が
安
心
し
て
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
物
件
を
認
証
す
る
「
安

心
Ｒ
住
宅
制
度
（
特
定
既
存
住
宅
情
報
提

供
事
業
者
団
体
登
録
制
度
）」
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
空
き
家
の
流
通
を
促
進
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
2
期
計
画
で
は
、
重
点
対
象
地
区
を

対
象
と
し
て
、
空
き
家
を
除
却
し
た
後
の

跡
地
を
含
め
て
、
１
１
０
棟
の
利
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、
１
８
０
棟
の
「
特
定
空

家
等
」
を
解
消
す
る
と
い
う
数
値
目
標
を

掲
げ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
過
去
4
年
間
の

実
績
を
10
％
上
回
る
目
標
を
設
定
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
重
点
対
象
地
区
以
外
の
東

央
部
、
北
部
、
北
東
部
と
と
も
に
、
戸

井
・
恵
山
・
椴
法
華
・
南
茅
部
の
東
部
地

区
を
含
め
て
、
合
計
１
４
０
棟
の
「
特
定

空
家
等
」
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
内
全
域
で

「
特
定
空
家
等
」
の
解
消
に
向
け
た
数
値

目
標
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

除
却
を
阻
む
原
因
と
は
何
か

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
解
体
費

用
の
負
担
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
除
却
に
踏

み
切
れ
な
い
所
有
者
が
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
市
は
解
体
費
用
の
2
分
の
1
以

内
、
30
万
円
を
上
限
と
す
る
補
助
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
が
、
建
物
の
状
態
や
立
地

条
件
に
よ
っ
て
は
、
仮
に
売
却
で
き
た
と

し
て
も
、
解
体
費
用
を
含
め
て
、
自
己
負

担
は
か
な
り
の
金
額
に
な
り
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
、
管
理
が
充
分
行
き
届
い

て
い
な
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
、
修
繕
な
ど
の
管
理
や
解
体
を

行
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
補

助
金
の
制
度
を
手
厚
く
す
る
こ
と
は
、
逆

に
状
況
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
や
は
り
所
有
者

の
責
任
と
負
担
を
前
提
に
対
応
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
補
助

金
を
選
択
肢
の
一
つ
と
し
な
が
ら
、
費
用

面
以
外
で
も
、
空
き
家
の
解
体
が
進
ま
な

い
原
因
の
リ
サ
ー
チ
を
進
め
た
り
、
所
有

者
の
相
談
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を

図
っ
た
り
す
る
な
ど
、
対
策
の
レ
ン
ジ
を

拡
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
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備
⑤
適
切
な
管
理
の
促
進
や
有
効
活
用
─

を
求
め
て
い
る
。
市
町
村
長
は
、
倒
壊
の

危
険
な
ど
が
あ
る
空
き
家
を
「
特
定
空
家

等
」（
表
1
）
に
認
定
し
、
所
有
者
に
対

し
、
除
却
や
修
繕
、
立
木
の
伐
採
の
実
施

な
ど
に
つ
い
て
、
段
階
を
踏
ん
で
▽
助
言

▽
指
導
▽
勧
告
▽
命
令
▽
行
政
代
執
行
・

略
式
代
執
行
に
よ
る
強
制
的
な
除
却
─
を

講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
空
き
家

法
と
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
で
は
「
空
き

家
」
の
定
義
が
異
っ
て
お
り
、
内
容
を
整

理
す
る
と
表
2
の
よ
う
に
な
る
。

　

道
内
で
は
、
空
き
家
法
の
施
行
以
前
に

空
き
家
問
題
へ
の
対
応
や
環
境
美
化
、
不

法
投
棄
対
策
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
旭
川

市
や
函
館
市
な
ど
32
市
町
村
が
独
自
に
条

例
を
制
定
し
て
い
る
。
空
き
家
法
の
施
行

後
も
、
具
体
的
な
措
置
や
手
続
き
を
定
め

た
り
、「
特
定
空
家
等
」
に
該
当
し
な
い

空
き
家
で
生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
し
た

り
す
る
た
め
、
独
自
の
条
例
を
制
定
し
て

い
る
市
町
村
も
あ
る
、
令
和
2
年
3
月
末

現
在
、
道
内
56
市
町
村
が
空
き
家
対
策
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

　

北
広
島
市
は
平
成
28
年

4
月
に
「
北
広
島
市
空
家

等
の
適
切
な
管
理
に
関
す

る
条
例
」
を
施
行
。「
特

定
空
家
等
」
に
該
当
し
な

い
が
、
適
切
に
管
理
が
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
周
囲
に

迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
る
空

き
家
を
「
準
特
定
空
家

等
」
と
定
義
。
指
導
や
緊

急
安
全
措
置
な
ど
を
定
め

た
。
さ
ら
に
29
年
11
月
に

は
空
き
家
法
に
基
づ
き
①

空
き
家
等
の
発
生
抑
制
②

空
き
家
等
の
利
活
用
の
促

進
③
管
理
不
全
な
空
き
家

等
の
防
止
と
解
消
④
空
家

等
対
策
に
関
す
る
実
施
体
制
の
整
備
な
ど

─
を
柱
と
す
る
「
北
広
島
市
空
家
等
対
策

計
画
」
を
策
定
し
た
。

　

総
務
・
国
土
交
通
両
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
令
和
2
年
3
月
末
ま
で
に
道
内
１
７

９
市
町
の
う
ち
、
50
・
8
％
に
当
た
る
91

市
町
村
が
、
空
き
家
法
に
基
づ
く
「
空
家

等
対
策
計
画
」
を
策
定
し
た
が
、
全
国
平

均
の
69
・
4
％
と
は
大
き
な
開
き
が
あ

る
。
計
画
策
定
は
任
意
だ
が
、
未
策
定
の

理
由
と
し
て
は
①
担
当
職
員
や
時
間
の
不

足
②
空
き
家
実
態
調
査
の
未
実
施
や
遅
れ

③
対
策
に
伴
う
財
政
負
担
の
増
加
に
対
す

る
懸
念
─
が
あ
る
よ
う
だ
。
令
和
2
年
度

は
美
唄
、
士
別
、
秩
父
別
、
蘭
越
、
愛
別
、

中
頓
別
の
6
市
町
が
加
わ
り
、
97
市
町
村

（
54
・
1
％
）
が
策
定
済
み
と
な
っ
た
。

　

国
土
交
通
省
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
5

年
間
の
事
業
と
し
て
「
空
き
家
対
策
総
合

支
援
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
。
空
家
等
対
策

計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
市
区
町
村
が
実
施
す
る
空
き
家
の

利
活
用
や
略
式
代
執
行
に
よ
る
除
却
な
ど

を
支
援
。
令
和
2
年
度
に
は
、
所
有
者
の

自
主
的
対
応
が
困
難
な
場
合
に
限
り
、
行

政
代
執
行
の
際
の
除
却
費
用
や
関
連
費
用

を
補
助
対
象
に
追
加
。
現
在
は
7
年
度
ま

で
事
業
期
間
を
延
長
し
て
い
る
。
市
町
村

の
空
き
家
対
策
に
は
「
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
」
も
活
用
で
き
る
が
、
同
省
は

対
策
の
加
速
化
を
後
押
し
す
る
た
め
、
別

枠
で
事
業
化
。
市
町
村
が
空
き
店
舗
な
ど

を
取
得
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

改
修
す
る
事
業
に
も
活
用
で
き
る
。

空
き
家
実
態
調
査
の
現
状

　

市
町
村
に
よ
る
空
き
家
対
策
の
第
一
歩

は
実
態
調
査
だ
。
小
樽
市
は
平
成
27
年
度

に
初
め
て
実
態
調
査
を
行
い
、
２
４
２
３

戸
の
空
き
家
を
確
認
。
令
和
2
年
度
に
実

施
し
た
5
年
ぶ
り
の
調
査
で
は
、
１
８
６

９
戸
に
減
少
し
た
。
市
は
空
き
家
の
状
態

を
①
良
好
②
不
全
Ａ
③
不
全
Ｂ
④
危
険
─

に
区
分
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
情
報
を

管
理
し
て
い
る
。
市
建
築
指
導
課
は
「
小

樽
は
歴
史
が
古
く
、
登
記
簿
な
ど
で
調
査

を
進
め
て
も
、
相
続
人
に
た
ど
り
着
か
な

い
例
も
あ
る
」
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
行
政

代
執
行
な
ど
で
「
特
定
空
家
等
」
を
撤
去

し
た
実
績
は
無
い
が
「
所
有
者
か
ら
撤
去

費
用
を
回
収
で
き
な
い
懸
念
が
あ
る
。
最

後
は
市
が
始
末
し
て
く
れ
る
と
い
う
風
潮

が
広
が
る
こ
と
も
困
る
」
と
話
す
。

　

水
道
の
使
用
状
況
や
戸
籍
台
帳
、
住
民

基
本
台
帳
を
活
用
し
、
空
き
家
を
1
戸
ず

つ
確
認
す
る
“
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
”
を
展
開

す
る
市
町
村
も
多
い
。
旭
川
市
は
、
平
成

24
年
と
27
年
に
水
道
の
使
用
状
況
等
を
参

表2　�空き家法と住宅・土地統計調査による「空き家」の定義

区分
空き家法
「空家等」

「特定空家等」

住宅・土地統計調査

「空き家」 「その他の住宅」

使用されていない（人の出入り
の無い）おおむねの期間 1年 3カ月 3カ月

家
屋
の
種
類
等

別荘や賃貸用・売却用の家
屋、部屋 ○ ○ ×
倉庫や物置など住宅ではな
い家屋 ○ × ×
全ての住戸が使用されてい
ないマンションや長屋など
の共同住宅

○ ○ ○

1室以上が使用されている
マンションや長屋などの共
同住宅の空き室部分

× ○ ○

家
屋
の
状
態

壁が倒壊している、窓が割
れている等で到底人が住む
のに適さない家屋

○ × ×

住むことが可能で、景観を
著しく損なっている家屋 ○ ○ ○

○は各定義に含まれる場合、×は含まれない場合を指す� （総務省行政評価局による）
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道
内
空
き
家
減
少
の
実
態
は

　

総
務
省
に
よ
る
平
成
30
年
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の
空
き
家
数

は
８
４
８
万
9
千
戸
で
過
去
最
多
、
住
宅

戸
数
に
占
め
る
空
き
家
の
割
合
を
示
す
空

き
家
率
は
13
・
6
％
だ
っ
た
。
道
内
の
空

き
家
数
37
万
９
８
０
０
戸
で
、
25
年
度
の

前
回
調
査
か
ら
４
０
０
戸
減
り
、
空
き
家

率
も
0
・
6
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。
昭
和

33
年
の
統
計
開
始
以
来
、
道
内
全
体
の
空

き
家
数
は
初
め
て
減
少
に
転
じ
た
が
、
こ

の
数
値
は
、
各
地
域
で
問
題
化
し
て
い
る

空
き
家
の
減
少
を
意
味
し
て
い
な
い
。

　

同
調
査
は
、
空
き
家
の
区
分
を
①
別
荘

な
ど
普
段
は
人
が
住
ん
で
い
な
い
二
次
的

住
宅
②
賃
貸
用
住
宅
③
売
買
用
住
宅
④
そ

の
他
の
住
宅
─
に
区
分
。
所
有
者
の
転
勤

や
入
院
な
ど
で
居
住
世
帯
が
長
期
不
在
と

な
っ
て
い
る
住
宅
や
、
解
体
予
定
の
住
宅

は
「
そ
の
他
の
住
宅
」
と
し
て
い
る
。
空

き
家
数
が
減
少
し
た
の
は
、
札
幌
市
で
賃

貸
用
住
宅
が
前
回
調
査
よ
り
約
2
万
8
千

戸
減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
、
札
幌

一
極
集
中
の
進
行
に
伴
う
賃
貸
住
宅
の
需

要
増
加
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国

人
観
光
客
）
向
け
の
民
泊
の
増
加
な
ど
が

背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
30
年
の
調
査
で
は
、
道
内
で
空
き

家
数
の
41
・
9
％
を
占
め
る
15
万
７
３
０

０
戸
が
「
そ
の
他
の
住
宅
」
に
該
当
。
25

年
の
調
査
と
比
べ
1
万
７
８
０
０
戸
、
空

き
家
戸
数
に
占
め
る
割
合
も
6
・
3
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
た
。
道
内
35
市
の
空
き
家
率

は
、
旧
産
炭
地
域
の
夕
張
（
40
・
2
％
）、　

歌
志
内
（
33
・
3
％
）、
三
笠
（
31
・
6
％
）、　

芦
別
（
26
・
3
％
）、
赤
平
（
25
・
7
％
）
の

各
市
が
上
位
5
位
を
占
め
る
。
空
き
家
数

に
占
め
る
「
そ
の
他
の
住
宅
」
は
、
赤
平

69
・
3
％
、
歌
志
内
47
・
9
％
、
芦
別
45
・

3
％
、
夕
張
39
・
6
％
に
達
し
て
い
る
。

　

住
宅
市
場
に
流
通
せ
ず
、
大
部
分
が
塩

漬
け
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
「
そ
の
他
の

住
宅
」
は
、
不
十
分
な
管
理
に
伴
う
空
き

家
問
題
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
同
調
査
は
住
居
と
し
て

使
用
可
能
な
状
態
に
あ
る
建
物
が
対
象

で
、
既
に
居
住
困
難
な
状
態
に
あ
る
空
き

家
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
だ
。

半
数
の
市
町
村
が
計
画
策
定

　

平
成
27
年
5
月
に
施
行
さ
れ
た
「
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
空
き
家
法
）
は
、
市
町
村
が
主
体
と
な

り
①
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
②
空
家
等

の
所
在
や
所
有
者
の
調
査
③
固
定
資
産
税

情
報
の
内
部
利
用
④
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整

　
平
成
27
年
5
月
に
施
行
さ
れ
た
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
空
き
家
法
）
に
よ
り
、
市
町
村

は
倒
壊
な
ど
の
危
険
が
あ
る
空
き
家
の
所
有
者
に
適
正
な
管
理
を
指
導
し
た
り
、
行
政
代
執
行
な
ど
に
よ
る
除
却
を

行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
道
内
で
は
約
半
数
の
市
町
村
が
同
法
に
基
づ
く
空
家
等
対
策
計
画
を

策
定
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

空
き
家
対
策
特
措
法
の
施
行
か
ら
5
年

市
町
村
に
よ
る
対
策
の
現
状
と
課
題
を
探
る

空
き
家
法
の
制
度
と
実
際

現
場
か
ら
の
報
告 

●❶

1Report

表1　�特定空家等とは

①�倒壊等著しく保安上危険と
なるおそれのある状態

②�著しく衛生上有害となるお
それのある状態

③�適切な管理が行われないこ
とにより　著しく景観を損
なっている状態

④�周辺の生活環境の保全を図
るために　放置することが
不適切な状態

空き家率■その他の住宅■賃貸・売買用の住宅■二次的住宅
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10.2%10.5%
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230,400220,300
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北海道における空き家数の推移（道建設部まとめ）
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2
・
3
倍
の
43
万
世
帯
に
増
加
。
戦
後
の

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
生
ま
れ
た
「
団
塊
の
世

代
」
が
75
歳
に
到
達
す
る
令
和
7
年
以
降

は
、
所
有
者
の
入
院
・
転
居
や
死
亡
に
伴

い
、
相
続
や
売
却
が
滞
れ
ば
、
急
速
に
空

き
家
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
「
空
き

家
予
備
軍
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

膨
大
な
“
予
備
軍
”
を
空
き
家
に
し
な

い
取
組
も
重
要
だ
。
岩
見
沢
市
は
、
高
齢

者
世
帯
を
中
心
に
住
宅
の
維
持
管
理
が
困

難
と
な
り
、
生
活
の
利
便
性
が
高
い
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
に
転
居
す
る
住
み
替
え
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
一
般

社
団
法
人
移
住
・
住
み
か
え
支
援
機
構

（
Ｊ
Ｔ
Ｉ
）
と
連
携
し
、
平
成
28
年
度
に

は
「
マ
イ
ホ
ー
ム
借
上
げ
制
度
」
を
設
け

た
。
Ｊ
Ｔ
Ｉ
が
貸
主
と
借
主
の
間
に
立

ち
、
賃
貸
契
約
や
家
賃
の
支
払
い
な
ど
の

業
務
を
行
う
。
市
企
画
室
は
「
住
み
替
え

を
円
滑
に
進
め
る
選
択
肢
を
提
供
し
た

い
。
家
賃
な
ど
で
折
り
合
わ
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
ま
だ
実
績
は
無
い
が
、
高
齢
化

の
進
行
に
伴
い
、
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
継
続
し
て
実
施
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

神
奈
川
県
や
県
内
市
町
村
、
宅
建
業
者

な
ど
で
組
織
す
る
神
奈
川
県
居
住
支
援
協

議
会
は
、
昨
年
2
月
に
「
わ
が
家
の
終
活

ノ
ー
ト
」
を
発
行
し
た
。
高
齢
者
の
間
で

は
、
財
産
の
整
理
や
葬
儀
、
埋
葬
の
方
法

な
ど
、
生
前
か
ら
人
生
の
最
期
を
迎
え
る

準
備
を
進
め
る
“
終
活
”
へ
の
関
心
が
高

ま
る
中
、
住
ま
い
を
中
心
と
し
て
、
相
続

の
手
続
き
に
欠
か
せ
な
い
不
動
産
の
情
報

を
記
入
し
、
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

協
議
会
事
務
局
を
運
営
す
る
公
益
社
団

法
人
・
か
な
が
わ
住
ま
い
ま
ち
づ
く
り
協

会
は
「
多
く
の
市
町
村
か
ら
活
用
し
た
い

と
い
う
反
応
が
あ
る
。
利
用
し
た
高
齢
者

か
ら
も
、
必
要
な
こ
と
を
ま
と
め
て
お
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
安
心
で
き
る
と
い
う

声
が
あ
る
。
空
き
家
予
備
軍
と
さ
れ
る
住

宅
を
空
き
家
に
し
な
い
た
め
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
話
す
。

固
定
資
産
税
を
め
ぐ
る
課
題

　

空
き
家
対
策
を
進
め
る
上
で
、
空
き
家

の
除
却
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
負
担
の
増

加
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
敷
地
に
住
宅

が
建
っ
て
い
る
と
、
小
規
模
住
宅
用
地

（
２
０
０
平
方
㍍
以
下
）
は
6
分
の
1
、

一
般
住
宅
用
地
（
２
０
０
平
方
㍍
超
）
は

3
分
の
1
に
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
を

減
額
す
る
「
住
宅
用
地
特
例
」
が
あ
る
。

空
き
家
を
撤
去
し
た
後
の
更
地
は
対
象
か

ら
外
れ
、
税
負
担
が
重
く
な
る
。
節
税
対

策
と
し
て
老
朽
化
し
た
建
物
を
放
置
す
る

所
有
者
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
空
き
家
法

は
「
特
定
空
家
等
」
に
認
定
さ
れ
、
市
町

村
長
が
所
有
者
に
対
し
、
除
却
な
ど
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
「
勧
告
」
を
行
っ

た
時
点
で
特
例
を
解
除
で
き
る
と
し
た
。

　

所
有
者
の
税
負
担
を
軽
減
し
、
空
き
家

の
除
却
を
進
め
る
た
め
、
条
例
や
要
綱
を

定
め
、
除
却
で
増
え
る
税
負
担
を
減
免
す

る
市
町
村
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
▽
埼
玉

県
深
谷
市
▽
新
潟
県
見
附
市
▽
富
山
県
立

山
町
▽
鳥
取
県
日
南
町
▽
福
岡
県
豊
前
市

─
な
ど
が
、
2
年
か
ら
最
長
10
年
の
期
間

を
設
け
て
減
免
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
だ

が
、
市
町
村
の
基
幹
税
で
あ
る
固
定
資
産

税
を
減
免
す
る
影
響
は
大
き
い
た
め
、
全

国
的
な
広
が
り
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
道

総
合
政
策
部
市
町
村
課
は
「
道
内
で
の
具

体
的
な
動
き
に
つ
い
て
は
聞
い
た
事
が
無

い
」
と
し
て
い
る
。
室
蘭
市
は
「
内
部
で

検
討
し
た
が
、
不
公
平
感
も
あ
る
た
め
実

施
は
見
送
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

千
葉
県
木
更
津
市
は
、
平
成
28
年
度
〜

令
和
5
年
の
時
限
措
置
と
し
て
減
免
制
度

を
設
け
た
。
本
則
に
よ
る
税
額
と
特
例
に

よ
り
算
定
し
た
税
額
と
の
差
額
を
減
免
対

象
と
し
た
。
減
免
期
間
は
2
年
間
。
対
象

は
個
人
に
限
り
、
売
却
を
前
提
に
市
の
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
こ
と
な
ど
が
条

件
だ
。
し
か
し
、
今
年
4
月
時
点
で
適
用

例
は
2
件
に
止
ま
っ
て
い
る
。
市
資
産
税

課
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
が
所
有
者
に

と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
神
戸
市
は
本
年
度
、
税
制
面
に

お
け
る
優
遇
的
な
取
り
扱
い
が
、
空
き
家

の
除
却
を
妨
げ
て
い
る
と
し
て
、
老
朽
化

が
著
し
い
空
き
家
に
対
す
る
住
宅
用
地
特

例
の
除
外
に
踏
み
切
っ
た
。
従
来
は
「
特

定
空
家
等
」
を
除
外
対
象
と
し
て
い
た
が

①
構
造
上
、
住
宅
と
は
認
め
ら
れ
な
い
②

使
用
の
見
込
み
が
な
く
、
取
り
壊
し
を
予

定
し
て
い
る
③
居
住
に
必
要
な
管
理
を
怠

り
、
今
後
も
居
住
に
供
す
る
見
込
み
が
な

い
─
と
判
断
し
た
建
物
を
新
た
に
除
外
。

本
年
度
の
対
象
は
数
十
件
規
模
に
上
り
、

対
象
と
な
る
建
物
を
所
有
し
て
い
る
人
の

税
負
担
は
最
大
3
・
5
倍
に
な
る
と
い

う
。
今
年
4
月
に
発
送
し
た
固
定
資
産
税

の
納
税
通
知
書
で
該
当
す
る
所
有
者
に
対

し
て
特
例
除
外
を
通
知
し
た
。
市
固
定
資

産
税
課
は
「
既
に
建
物
や
住
宅
と
し
て
成

り
立
っ
て
い
な
い
物
件
も
あ
る
の
が
実

態
。
令
和
元
年
度
か
ら
所
有
者
に
修
繕
予

定
な
ど
を
確
認
し
て
、
対
象
と
な
る
ケ
ー

ス
を
絞
り
込
ん
で
き
た
。
今
後
も
修
繕
な

ど
所
有
者
の
意
思
を
確
認
し
な
が
ら
、
空

き
家
の
解
消
に
向
け
て
対
応
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。
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考
に
空
き
家
の
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
を
実
施
。

美
唄
市
も
水
道
の
使
用
情
報
を
活
か
し
、

空
き
家
と
思
わ
れ
る
建
物
を
住
宅
地
図
に

落
と
し
込
み
、
現
地
調
査
で
居
住
実
態
を

確
認
す
る
。
芦
別
市
は
、
水
道
検
針
員
に

よ
る
外
観
目
視
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
比
布
町
は
、
公
道
か
ら
の
外
観
目
視

に
よ
る
調
査
に
加
え
、
建
物
の
傾
き
や
外

壁
・
屋
根
、
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
破

損
状
況
、
庭
の
管
理
状
態
の
点
検
を
進
め

て
い
る
。
同
町
は
、
空
き
家
の
所
有
者
に

対
す
る
建
物
の
管
理
状
況
や
活
用
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
、
基
礎
デ
ー
タ
の

蓄
積
と
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

　

実
態
調
査
の
担
い
手
と
な
る
「
空
き
家

調
査
員
」
の
育
成
・
活
用
に
取
り
組
む
市

町
村
も
あ
る
。
鷹
栖
町
は
、
令
和
元
年
度

に
国
土
交
通
省
の
モ
デ
ル
事
業
に
採
択
さ

れ
、
全
国
で
空
き
家
対
策
を
支
援
す
る
三

友
シ
ス
テ
ム
ア
プ
レ
イ
ザ
ル
（
本
社
・
東

京
）
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
調
査
員
の

育
成
事
業
を
展
開
。
同
社
が
開
発
し
た

「
空
き
家
ト
リ
ア
ー
ジ
」
な
ど
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図

る
。
令
和
2
年
度
に
は
、
月
形
町
が
同
社

と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
5
人
が
調
査
員

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
町
は
「
地
縁
が

強
い
農
村
部
で
所
有
者
の
特
定
は
難
し
く

な
い
。
調
査
員
が
空
き
家
の
現
状
を
的
確

に
判
定
す
る
こ
と
で
、
利
活
用
の
促
進
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

道
も
市
町
村
支
援
を
強
化

　

道
は
平
成
27
年
度
に
「
空
き
家
等
対
策

に
関
す
る
取
組
方
針
」
を
策
定
し
た
。
主

な
取
組
と
し
て
①
空
き
家
バ
ン
ク
の
開
設

②
空
き
家
等
対
策
計
画
策
定
モ
デ
ル
市
町

村
へ
の
専
門
家
派
遣
③
市
町
村
向
け
の
手

引
き
書
の
作
成
と
配
布
④
相
談
会
の
開
催

─
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
き
た
。
道
内
市

町
村
に
対
す
る
調
査
で
は
▽
所
有
者
の
責

任
意
識
の
低
さ
▽
市
町
村
の
人
員
・
予
算

の
不
足
▽
専
門
家
の
不
足
や
連
携
体
制
の

構
築
─
な
ど
の
課
題
も
見
え
て
き
た
。
特

に
不
動
産
鑑
定
士
な
ど
の
専
門
職
が
不
在

ま
た
は
不
足
し
て
い
る
地
域
へ
の
支
援
強

化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

方
針
策
定
か
ら
5
年
が
経
過
し
た
令
和

2
年
度
、
道
建
設
部
は
、
内
容
の
見
直
し

を
進
め
、
本
年
度
か
ら
新
規
施
策
の
展
開

や
取
組
の
強
化
を
図
る
。
具
体
的
に
は
①

空
き
家
バ
ン
ク
の
掲
載
情
報
の
拡
充
や

ニ
ー
ズ
の
募
集
②
空
き
家
の
流
通
に
向
け

た
調
査
③
住
宅
性
能
の
向
上
や
リ
フ
ォ
ー

ム
の
推
進
④
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
の
需
要
増
加
に
対
応
し
た
活

用
事
例
の
収
集
と
共
有
─
な
ど
を
進
め
る
。

　

市
町
村
へ
の
支
援
策
は
①
空
き
家
の
相

談
・
調
査
に
対
応
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
研
修
会
開
催
②
都
市
部
に
お
け
る
住
宅

所
有
者
を
対
象
と
し
た
空
き
家
相
談
会
の

開
催
③
専
門
家
と
連
携
し
た
市
町
村
向
け

相
談
会
の
開
催
④
大
規
模
空
き
建
築
物
な

ど
へ
の
対
応
事
例
に
関
す
る
情
報
収
集
と

国
へ
の
提
案
・
要
望
─
な
ど
を
進
め
る
。

　

道
建
設
部
建
築
指
導
課
は
「
空
き
家
活

用
の
推
進
と
市
町
村
へ
の
支
援
、
道
民
へ

の
周
知
・
啓
発
が
道
と
し
て
の
取
組
の
柱

と
な
る
。
活
用
面
で
は
、
地
域
の
魅
力
発

信
や
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
そ
こ
で
生

活
、
活
動
、
活
躍
す
る
人
た
ち
が
必
要
と

す
る
も
の
を
提
供
す
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
と

い
う
発
想
も
必
要
に
な
る
」
と
話
す
。

「
空
き
家
予
備
軍
」に
備
え
る

　

北
斗
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
が

実
施
し
た
空
き
家
対
策
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

　
「
解
体
し
た
い
の
で
す
が
、
生
活
に
追

わ
れ
て
費
用
を
工
面
で
き
ま
せ
ん
」「
費

用
が
な
い
の
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
土
地
の
税
金
が
高
く
な
る
こ
と
も

解
体
を
現
実
的
に
考
え
ら
れ
な
い
原
因
の

一
つ
で
す
」「
母
が
病
気
で
倒
れ
て
2
年

ほ
ど
空
き
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。
贈
与
を

受
け
ま
し
た
が
、
管
理
に
頭
を
痛
め
て
い

ま
す
」
な
ど
、
所
有
者
が
抱
え
る
苦
悩
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

同
市
は
「
所
有
者
を
対
象
に
年
に
2

回
、　

補
助
制
度
な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
送
付
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
地
道
な
啓
発
に
よ
り
対
策
を
効
果
的

に
進
め
て
い
き
た
い
」（
市
民
部
環
境
課
）

と
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者
や
親
族
に
向

け
、
空
き
家
の
適
切
な
管
理
を
呼
び
掛
け

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
赤
平

市
も
「
管
理
や
処
分
が
難
し
い
こ
と
を
理

解
し
、
相
続
が
発
生
す
る
前
に
家
族
で
話

し
合
い
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

（
市
民
生
活
課
）
と
話
す
。

　

総
務
省
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
よ

る
と
、
道
内
で
戸
建
て
の
持
ち
家
に
住
む

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
は
、
平
成
10
年

は
18
万
7
千
世
帯
だ
っ
た
が
、
30
年
に
は

神奈川県居住支援協議会が作成した
「わが家の終活ノート」

18PRACTICE   2021  Spring



北
海
道
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

　

利
用
低
調
な
サ
イ
ト
の
自
然
淘
汰
が
進

む
一
方
、
平
成
27
年
の
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
空
き
家
法
）

の
施
行
を
契
機
と
し
て
、
空
き
家
や
空
き

地
の
売
却
や
利
活
用
の
促
進
を
図
る
と
い

う
機
運
が
高
ま
り
、
情
報
の
受
け
皿
と
し

て
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
す
る
市
町
村

が
増
加
す
る
波
が
全
道
的
に
広
が
っ
た
。

　

道
建
設
部
が
運
営
す
る
「
北
海
道
空
き

家
情
報
バ
ン
ク
」
は
、
平
成
28
年
4
月
の

開
設
以
降
、
ア
ク
セ
ス
数
を
順
調
に
伸
ば

し
続
け
て
お
り
、
令
和
元
年
度
ま
で
に
累

計
１
２
３
４
件
の
物
件
を
取
り
扱
い
、
こ

の
う
ち
５
５
８
件
で
契
約
が
成
立
し
た
。

　

年
度
ご
と
に
見
る
と
、
平
成
28
年
の
ス

タ
ー
ト
時
は
取
り
扱
い
件
数
が
４
６
７
件

だ
っ
た
が
、
令
和
元
年
度
に
は
65
％
増
の

７
７
１
件
に
達
し
た
。
成
約
件
数
も
28
年

度
は
75
件
だ
っ
た
が
、

29
年
度
に
は
１
４
４
件

に
上
り
、
30
年
度
と
令

和
元
年
度
は
１
０
０
件

台
後
半
で
推
移
し
て
い

る
。
近
年
の
ア
ク
セ
ス

数
は
、
道
外
が
道
内
を

上
回
っ
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。

　

情
報
掲
載
は
無
料
だ

が
、
原
則
と
し
て
登
録

時
に
所
有
者
や
管
理
者

に
よ
る
現
地
確
認
と
不

動
産
業
者
の
仲
介
が
必

要
。
申
請
時
に
仲
介
を

依
頼
で
き
る
宅
建
事
業

者
の
有
無
を
確
認
し

て
、
い
な
い
場
合
に
は

当
該
地
域
の
会
員
企
業

に
仲
介
を
呼
び
か
け
る
。
物
件
の
状
態
や

立
地
に
よ
っ
て
は
仲
介
業
者
が
見
付
か
ら

な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
空
き
家
が
所
在

す
る
市
町
村
の
職
員
に
現
地
確
認
を
依
頼

し
て
情
報
を
登
録
し
て
い
る
。
登
録
の
条

件
は
①
良
好
な
管
理
状
態
②
登
記
済
み
③

固
定
資
産
税
の
滞
納
が
無
い
─
な
ど
だ
。

　

サ
イ
ト
の
管
理
運
営
は
、
北
海
道
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
（
札
幌
）
が
担
う
。
同

協
会
は
、
道
や
札
幌
市
な
ど
の
市
町
村
と

空
き
家
の
流
通
促
進
に
関
す
る
連
携
協
定

を
締
結
し
、
市
町
村
が
主
催
す
る
空
き
家

対
策
イ
ベ
ン
ト
に
相
談
員
を
派
遣
す
る
取

組
も
進
め
て
い
る
。
協
会
独
自
の
取
組
と

し
て
月
に
1
回
、
札
幌
市
な
ど
で
不
動
産

無
料
相
談
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
6
〜

7
年
前
か
ら
空
き
家
に
関
す
る
相
談
が
増

加
し
て
い
る
。
全
体
の
3
割
が
空
き
家
の

処
分
や
相
続
に
対
す
る
内
容
で
、
地
方
に

残
し
た
実
家
の
処
分
に
悩
む
人
も
多
い
。

　

民
間
の
不
動
産
サ
イ
ト
は
、
事
業
者
が

現
地
を
精
査
し
て
、
市
場
価
値
を
判
断
す

る
。
近
隣
の
商
業
・
医
療
施
設
や
交
通
機

関
の
情
報
も
必
須
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
「
北

海
道
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
は
「
利
用
料

や
広
告
料
な
ど
の
収
入
が
あ
る
民
間
の
不

動
産
サ
イ
ト
と
違
い
、
検
索
機
能
や
情
報

の
見
劣
り
が
す
る
と
の
指
摘
が
あ
る
の
は

事
実
だ
が
、
不
動
産
業
者
が
取
り
扱
わ
な

い
よ
う
な
難
し
い
空
き
家
物
件
に
光
を
当

て
、
活
用
策
を
見
出
す
と
い
う
機
能
を
重

視
し
て
い
る
。
民
間
の
不
動
産
サ
イ
ト
と

は
違
う
公
共
性
を
持
っ
た
サ
イ
ト
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
す
る
。

　

道
建
設
部
建
築
指
導
課
も
「
閲
覧
数
や

取
り
扱
い
件
数
を
見
て
も
『
北
海
道
空
き

家
情
報
バ
ン
ク
』
は
、
一
定
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
物
件
情
報
の
充
実
や
画
像

の
工
夫
、
空
き
家
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
募

集
、
民
間
サ
イ
ト
と
の
リ
ン
ク
、
不
動
産

や
宅
建
業
者
が
い
な
い
市
町
村
へ
の
支
援

な
ど
、
き
め
細
か
い
取
組
に
よ
り
サ
イ
ト

の
充
実
を
図
り
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

登
録
数
で
群
抜
く
岩
見
沢
市

　
「
北
海
道
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
に
は

4
月
9
日
現
在
、
５
２
４
件
の
空
き
家
や

空
き
地
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
に

見
る
と
空
知
管
内
が
１
５
２
件
と
最
も
多

く
、
十
勝
管
内
の
１
１
１
件
が
続
く
。
市

町
村
別
で
は
岩
見
沢
市
が
92
件
と
突
出
し

て
い
る
。
同
市
は
平
成
27
年
に
独
自
に
空

き
家
バ
ン
ク
を
開
設
。
運
営
を
北
海
道
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
空
知
支
部
と
岩
見
沢

地
方
宅
建
協
会
の
会
員
企
業
で
構
成
す
る

「
こ
さ
さ
ー
る
＠
空
店
舗
」
に
委
託
し
て

い
る
。
不
動
産
の
プ
ロ
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
す
る
こ
と
で
、
機
動
的
な
空
き
家
情

北海道空き家情報バンクのアクセス数の推移

表　�北海道空き家情報バンクの物件取り扱い状況

年度
延取扱物件数 新規取扱物件数 契約成立物件数 取下等物件数

売買 賃貸 合計 売買 賃貸 合計 売買 賃貸 合計 売買 賃貸 合計
H 28 432  35 467 432 35 467  64 11  75 16 2 18
H 29 529  90 619 177 68 245 114 30 144 16 2 18
H 30 574 122 696 175 64 239 117 58 175 28 5 33
R1 649 122 771 220 63 283 117 47 164 26 4 30

※土地と建物の合計
※�表の見方＝延取扱物件数から契約成立物件数と取下等物件数を引き、次年度の新規取扱物件数を加える
と、次年度の延取扱物件数となる
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二
つ
の
空
き
家
バ
ン
ク
ブ
ー
ム

　

戦
後
の
第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
生
ま

れ
た
「
団
塊
の
世
代
」
が
60
歳
の
定
年
を

迎
え
た
平
成
19
年
前
後
か
ら
、
人
口
減
に

悩
む
地
方
自
治
体
が
、
都
市
住
民
の
取
り

込
み
を
目
指
し
、
移
住
・
定
住
施
策
の
推

進
に
乗
り
出
し
た
。
出
身
地
に
帰
る
Ｕ

タ
ー
ン
、
現
在
の
居
住
地
近
く
に
移
り
住

む
Ｊ
タ
ー
ン
、
こ
れ
ま
で
関
係
が
無
か
っ

た
地
方
に
移
住
す
る
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
「
移

住
ブ
ー
ム
」
が
発
生
し
た
。
そ
の
功
罪
は

さ
て
お
き
、
増
加
を
続
け
る
空
き
家
を
移

住
者
の
受
け
皿
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
も

活
発
化
。
空
き
家
を
利
用
し
て
移
住
体
験

を
行
う
「
お
試
し
暮
ら
し
住
宅
」
を
整
備

し
た
り
、
独
自
に
空
き
家
情
報
を
紹
介
す

る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
や
「
空
き
家
情
報

サ
イ
ト
」
を
開
設
し
た
り
す
る
市
町
村
が

全
国
的
に
相
次
い
だ
時
期
で
も
あ
る
。

　

一
般
的
な
空
き
家
バ
ン
ク
は
、
空
き
家

や
空
き
地
の
売
却
や
賃
貸
を
希
望
し
て
い

る
所
有
者
と
利
用
希
望
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
目
的
で
開
設
し
て
い
る
。
市
町
村
な

ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
所
在
地

や
外
観
、
間
取
り
、
築
年
数
、
面
積
、
補

修
の
可
否
な
ど
の
情
報
を
公
開
。
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
売

却
後
の
解
体
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
費
用
を
補

助
す
る
制
度
を
設
け
た
市
町
村
も
あ
る
。

ウ
ェ
ブ
上
で
の
発
信
と
と
も
に
、
資
金
的

な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
空
き
家
の

解
消
と
発
生
の
抑
制
を
実
現
す
る
ツ
ー
ル

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
市

町
村
は
、
売
買
や
賃
貸
に
は
直
接
関
与
し

て
お
ら
ず
、
仲
介
手
数
料
な
ど
も
発
生
し

な
い
。
売
買
な
ど
の
契
約
時
に
は
、
不
動

産
業
者
や
業
界
団
体
な
ど
が
仲
介
業
務
を

行
う
が
、
売
却
時
に
仲
介
手
数
料
が
生
じ

る
以
外
、
特
別
な
費
用
は
生
じ
な
い
ケ
ー

ス
が
大
半
だ
。
市
町
村
が
運
営
す
る
公
的

サ
イ
ト
に
対
す
る
信
頼
感
や
安
心
感
を
武

器
と
し
て
、
移
住
・
定
住
の
促
進
や
空
き

家
対
策
に
活
用
す
る
市
町
村
が
多
い
。

休
眠
状
態
の
サ
イ
ト
も
増
加

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
使
い
勝
手
や
情
報
の

質
は
千
差
万
別
だ
。
市
町
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
膨
大
な
情
報
に
埋

も
れ
、
た
ど
り
着
く
こ
と
が
容
易
で
は
な

い
サ
イ
ト
も
少
な
く
な
い
。
公
開
か
ら
長

期
に
わ
た
り
、
休
眠
状
態
に
あ
る
サ
イ
ト

も
少
な
く
な
い
。
移
住
・
定
住
ブ
ー
ム
が

盛
り
上
が
っ
た
平
成
10
年
代
の
末
、
空
き

家
バ
ン
ク
開
設
に
関
わ
っ
た
あ
る
町
の
職

員
は
「
住
民
か
ら
の
情
報
提
供
も
サ
イ
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

や
が
て
移
住
政
策
に
対
す
る
熱
も
冷
め
、

誰
も
気
付
か
な
い
う
ち
に
消
滅
す
る
よ
う

な
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
嘆
く
。

　

こ
の
町
で
は
、
企
画
部
門
と
建
設
や
水

道
部
門
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
か
ず
「
空

き
家
の
情
報
を
集
め
、
登
録
に
つ
な
げ
る

こ
と
自
体
が
難
し
か
っ
た
。
空
き
家
バ
ン

ク
を
開
設
す
る
市
町
村
が
増
え
る
な
か
で

理
事
者
サ
イ
ド
や
議
会
に
も
『
乗
り
遅
れ

る
な
』
と
の
風
潮
が
あ
っ
た
」
と
語
る
。

こ
う
し
た
“
先
発
組
”
に
よ
る
失
敗
の

ケ
ー
ス
は
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
市
町
村
の
情

報
発
信
に
対
す
る
意
識
や
レ
ベ
ル
の
差
が

目
に
見
え
る
形
と
な
っ
て
現
れ
た
と
い
う

の
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
こ
の
町
で
は
、
空
き
家
の
処
分

に
困
っ
た
所
有
者
が
、
町
に
土
地
と
建
物

の
寄
付
を
申
し
出
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て

い
る
。
町
は
建
物
を
解
体
し
た
更
地
の
状

態
に
限
り
、
寄
付
を
受
け
付
け
、
小
公
園

と
し
て
活
用
し
た
り
、
町
有
地
と
し
て
売

却
し
た
り
す
る
取
組
も
進
め
て
い
る
が
、

状
況
は
芳
し
く
な
い
。
虫
食
い
状
態
で
空

き
地
が
増
え
続
け
て
い
る
市
街
地
が
問
題

の
深
刻
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
移
住
・
定
住
施
策
を
進
め
る
上
で
、
住
ま
い
の
確
保
は
最
重
要
課
題
の
一
つ
だ
。
空
き
家
の
売
却
や
賃
貸
に
関
す
る

情
報
を
共
有
し
、
所
有
者
と
利
用
希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
運
営
す
る
市
町
村
も
多
い

が
、
利
用
状
況
の
低
迷
に
悩
む
市
町
村
も
少
な
く
な
い
。
広
域
的
な
空
き
家
情
報
を
集
約
し
た
国
や
道
が
運
営
す
る
サ

イ
ト
も
登
場
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
の
在
り
方
は
多
極
化
や
集
約
化
が
進
ん
で
い
る
。

わ
が
町
の「
空
き
家
バン
ク
」は
大
丈
夫
？

公
的
サ
イ
ト
の
信
頼
に
応
え
る
情
報
発
信
を

空
き
家
バ
ン
ク
戦
国
時
代

現
場
か
ら
の
報
告 

●❷
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泉
町
は
本
年
度
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

に
協
力
し
た
地
域
の
区
長
や
町
内
会
長
に

交
付
金
を
支
給
す
る
事
業
を
始
め
た
。
町

外
か
ら
の
移
住
・
定
住
を
進
め
る
た
め
、

紹
介
可
能
な
空
き
家
物
件
の
情
報
を
増
や

す
の
が
狙
い
。
物
件
所
有
者
に
区
長
ら
が

自
ら
連
絡
を
取
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。
1
件
に
つ

き
2
万
円
を
支
給
す
る
。
本
年
度
は
20
件

分
、
40
万
円
を
予
算
化
し
た
。
町
は
「
地

域
の
こ
と
を
よ
く
知
る
区
長
や
町
内
会
長

だ
か
ら
こ
そ
、
所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
る

空
き
家
も
あ
る
は
ず
。
定
住
者
が
増
え
る

こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

区
長
会
な
ど
で
周
知
と
協
力
を
呼
び
掛
け

て
い
き
た
い
」（
商
工
観
光
課
）
と
話
し

て
い
る
。

「
ゼ
ロ
円
物
件
」に
熱
視
線

　

不
動
産
市
場
で
は
取
引
が
困
難
な
空
き

家
物
件
の
活
用
に
向
け
て
、
民
間
サ
イ
ド

で
新
た
な
動
き
も
出
て
き
た
。「
0ゼロ
円
都

市
開
発
合
同
会
社
」（
旭
川
市
）
は
、
物

件
の
無
償
譲
渡
を
希
望
す
る
所
有
者
と
引

き
受
け
を
希
望
す
る
個
人
や
事
業
者
の
橋

渡
し
を
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
サ
イ
ト

「
み
ん
な
の
0ゼロ
円
物
件
」
を
運
営
し
て
い
る
。

　

サ
イ
ト
で
は
、
戸
建
て
住
宅
の
ほ
か
、

店
舗
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
、
別
荘
な
ど
も

取
り
扱
っ
て
い
る
。
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
希

望
は
引
き
を
切
ら
ず
、
市
町
村
の
人
口
規

模
に
関
係
無
く
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
、

空
き
地
に
関
す
る
情
報
が
集
ま
る
。
未
登

記
や
境
界
未
確
定
の
物
件
、
相
続
登
記
が

済
ん
で
い
な
い
物
件
も
少
な
く
な
い
。
全

国
各
地
か
ら
物
件
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
累

計
登
録
件
数
は
１
７
０
戸
を
超
え
る
。
こ

れ
ま
で
に
8
割
以
上
で
取
引
が
成
立
し
た
。

　

新
た
に
サ
イ
ト
に
情
報
を
掲
載
し
た
物

件
に
は
1
件
に
つ
き
平
均
30
〜
40
件
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
と
い
う
。
同
社
は
双
方

の
希
望
や
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
物
件
の

無
償
譲
渡
に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め

る
。
専
門
家
の
紹
介
や
相
続
・
登
記
手
続

き
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
う
が
、
合
意

成
立
後
の
手
続
き
や
当
事
者
間
の
交
渉
に

は
関
与
せ
ず
、
譲
渡
完
了
後
に
元
の
所
有

者
か
ら
成
功
報
酬
を
得
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
。

　

中
村
領
代
表
は
「
購
入
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
が
あ
る
の
は
、
工
務
店
や
不
動
産

業
者
、
個
人
の
不
動
産
投
資
家
も
多
く
、

移
住
や
起
業
を
希
望
す
る
人
か
ら
の
コ
ン

タ
ク
ト
も
あ
り
ま
す
。
開
始
直
後
か
ら
想

定
を
超
え
る
反
響
に
驚
い
て
い
ま
す
」
と

話
す
。
父
を
亡
く
し
、
店
舗
兼
住
宅
を
相

続
し
た
際
、
建
物
を
解
体
し
、
土
地
を
売

却
で
き
た
場
合
で
も
、
売
却
収
入
か
ら
解

体
費
、
不
要
品
の
廃
棄
費
用
を
差
し
引
く

と
３
０
０
万
円
近
い
赤
字
に
な
る
と
い
う

見
積
も
り
に
愕
然
と
し
た
と
い
う
。
偶
然

に
も
独
立
開
業
を
希
望
す
る
人
と
巡
り
合

い
、
土
地
と
建
物
の
無
償
譲
渡
に
成
功
し

た
体
験
が
事
業
の
出
発
点
と
い
う
。

　

以
前
は
、
道
内
で
移
住
・
定
住
希
望
者

の
相
談
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
中

村
代
表
は
「
最
初
か
ら
『
こ
の
市
町
村
に

移
住
し
た
い
』
と
い
う
確
か
な
意
思
を

持
っ
て
い
る
移
住
希
望
者
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。
雪
が
少
な
く
て
、
寒
さ
も
そ
れ

な
り
。
そ
れ
で
い
て
北
海
道
ら
し
さ
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
…
と
い
う
漠
然
と

し
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
な
が
ら
、
自
分
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
住
ま
い
を
探

し
て
い
る
人
が
大
半
で
す
」
と
振
り
返
る
。

　

こ
う
し
た
体
験
か
ら
同
社
の
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
イ
ト
は
、
エ
リ
ア
や
市
町
村
で
は
な

く
「
海
が
近
い
」「
丘
の
上
に
あ
る
」「
駅

が
近
い
」
な
ど
、
立
地
や
特
色
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
物
件
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

中
村
代
表
は
「
単
独
の
市
町
村
ご
と
に
情

報
を
発
信
し
て
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
仕

組
み
で
は
、
膨
大
な
情
報
の
中
に
埋
も
れ

て
し
ま
い
、
相
手
に
必
要
な
情
報
が
届
い

て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
語
る
。

　

同
社
は
今
年
3
月
、
比
布
町
と
「
空
き

家
等
の
流
通
及
び
利
活
用
促
進
に
関
す
る

連
携
協
定
」
を
締
結
。
町
内
に
あ
る
１
６

０
戸
の
空
き
家
や
空
き
家
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
物
件
の
流
通
促
進
、
不
動
産
会
社

で
取
り
扱
い
が
困
難
な
物
件
の
流
動
化
を

通
じ
て
、
空
き
家
対
策
や
移
住
・
定
住
施

策
の
推
進
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
の
連
携
を
進
め
る
方
針
と
い
う
。

注目を集めている無償譲渡物件マッチング支援サイト
「みんなの0円物件」

無償譲渡による空き家物件の流通
促進に期待を寄せる中村代表
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報
の
収
集
と
発
信
を
図
っ
て
い
る
。「
こ

さ
さ
ー
る
＠
空
店
舗
」
が
集
め
た
空
き
家

の
情
報
は
「
北
海
道
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」　

に
も
登
録
。
複
数
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し

て
、
効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

　

市
企
画
室
は
「
平
成
25
年
か
ら
中
心
市

街
地
の
空
き
店
舗
、
空
き
家
、
空
き
地
の

解
消
を
図
る
た
め
、
無
料
相
談
窓
口
を
開

設
す
る
な
ど
、
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
る
。
固
定
資
産
税
の

納
付
書
を
発
送
す
る
際
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
同
封
す
る
な
ど
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
活

用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
」
と
話
す
。

　

次
に
登
録
件
数
が
多
い
の
が
49
件
の
池

田
町
だ
。
平
成
28
年
か
ら
、
町
が
独
自
に

開
設
し
た
「
池
田
町
住
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
も
、
空
き
家
情
報
の
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
中
古
住
宅
の
取
得
や
リ

フ
ォ
ー
ム
、
老
朽
化
が
進
む
住
宅
や
店
舗

の
解
体
、
空
き
家
に
残
る
家
財
道
具
の
処

分
を
行
う
住
民
を
対
象
に
奨
励
金
を
交
付

す
る
な
ど
、
移
住
・
定
住
施
策
や
空
き
家

対
策
を
強
化
し
て
い
る
。
町
民
課
は
「
サ

イ
ト
開
設
の
当
初
か
ら
、
町
内
の
不
動
産

業
者
や
建
設
業
者
が
、
積
極
的
に
所
有
者

に
登
録
を
働
き
掛
け
て
い
る
。
町
の
補
助

制
度
は
、
町
内
業
者
を
利
用
す
る
こ
と
を

要
件
と
し
て
い
る
た
め
、
事
業
者
も
積
極

的
に
動
い
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク
も
登
場

　

国
土
交
通
省
も
平
成
30
年
に
「
全
国
版

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」
の
公
開
を
開

始
し
た
。
公
募
に
よ
り
選
定
し
た
、
住

宅
・
不
動
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
運
営
す

る
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
（
東
京
）
と
、
大
手
不

動
産
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
（
同
）
2
社
に
運
営
を
委
託
。
令
和
2

年
10
月
末
ま
で
に
全
国
７
７
５
自
治
体
が

参
加
し
、
約
1
万
1
千
件
の
空
き
家
や
空

き
地
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。
自
治
体

ご
と
に
設
置
し
て
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の

情
報
の
標
準
化
を
図
り
な
が
ら
、
空
き
家

な
ど
の
情
報
を
集
約
し
、
全
国
ど
こ
か
ら

で
も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
・
検
索
す
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
の
流
通

促
進
を
図
る
狙
い
が
あ
る
と
い
う
。

　

道
内
で
は
今
年
4
月
現
在
、
両
社
が
そ

れ
ぞ
れ
運
営
し
て
い
る
サ
イ
ト
に
合
計
92

市
町
村
、
延
べ
４
３
０
件
の
物
件
情
報
を

掲
載
し
て
い
る
。
既
存
の
空
き
家
バ
ン
ク

の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
は
、
自
治
体
職
員
に

よ
る
空
き
家
情
報
の
登
録
や
更
新
な
ど
の

作
業
が
重
荷
と
な
っ
て
お
り
、
自
治
体
サ

イ
ド
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
両
社
と

も
有
償
の
代
行
入
力
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
31
年
1
月
に
は
自

治
体
に
よ
る
公
共
施
設
の
集
約
や
再
編
を

支
援
す
る
た
め
、
小
中
高
校
な
ど
の
廃
校

や
職
員
住
宅
、
公
有
地
な
ど
、
遊
休
状
態

に
あ
る
公
的
不
動
産
（
Ｐ
Ｒ
Ｅ
）
に
関
す

る
情
報
を
両
社
の
サ
イ
ト
で
検
索
す
る
こ

と
が
で
き
る
機
能
も
追
加
し
た
。
令
和
2

年
12
月
現
在
、
全
国
88
自
治
体
が
５
５
０

件
の
物
件
情
報
を
登
録
し
て
い
る
。

　

室
蘭
市
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
「
全
国

版
」
に
も
、
市
内
の
空
き
家
情
報
を
登
録

し
て
い
る
。
平
成
26
年
〜
令
和
元
年
度
ま

で
、
市
が
運
営
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
成

約
件
数
は
26
件
だ
っ
た
が
、
令
和
2
年
度

は
、
単
年
度
で
15
件
に
増
加
し
た
。
市
都

市
政
策
推
進
課
は
「
全
国
版
に
登
録
し
た

こ
と
で
、
道
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増

加
し
た
」
と
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。

独
自
の
バ
ン
ク
に
活
路
を

　

空
き
家
情
報
の
集
約
が
進
む
一
方
、
独

自
サ
イ
ト
の
運
営
を
続
け
る
市
町
村
も
少

な
く
な
い
。
上
富
良
野
町
は
「
道
の
サ
イ

ト
に
空
き
家
情
報
の
掲
載
を
希
望
す
る
所

有
者
が
い
な
か
っ
た
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
情
報
に
道
外
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
あ
る
」（
企
画
商
工
観
光
課
）
と
い

う
。
興
部
町
は
「
地
元
の
人
に
購
入
や
賃

貸
を
検
討
し
て
欲
し
い
と
い
う
所
有
者
の

意
向
が
強
く
、
町
独
自
に
発
信
を
続
け
る

必
要
が
あ
る
」（
企
画
財
政
課
）
と
す
る
。

　

美
唄
市
は
、
令
和
元
年
度
に
「
び
ば
い

空
き
家
バ
ン
ク
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
サ

イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
と
物
件
情
報
の
構
成
を

一
新
し
た
。
掲
載
情
報
は
市
移
住
・
定
住

推
進
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
宅
建
業
者

が
集
約
し
て
い
る
。
市
企
画
財
政
課
は
「
最

近
は
掲
載
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
市

の
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
登
録
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。
中
古
住
宅
を
購
入
し
て
道
内

外
で
移
住
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
地
方

の
優
良
な
物
件
を
探
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
を

充
実
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。
地
域
の

ニ
ー
ズ
や
実
情
に
即
し
た
手
段
の
選
択
と

継
続
的
な
情
報
発
信
は
欠
か
せ
な
い
。

　

兵
庫
県
北
部
の
日
本
海
に
面
す
る
新
温

平成 30 年に公開が始まった全国版空き家・空き地
バンク（運営・株式会社LIFULL）
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全
国
各
地
の
権
利
者
を
追
跡

　

長
年
に
わ
た
り
放
置
状
態
に
あ
る
空
き

家
の
所
有
者
を
割
り
出
す
作
業
に
は
、
多

く
の
時
間
と
労
力
を
要
す
る
。
空
知
管
内

を
見
舞
っ
た
昨
冬
の
豪
雪
で
、
積
雪
が
１

５
０
㌢
を
超
え
た
美
唄
市
で
は
、
建
物
の

倒
壊
事
案
が
12
件
発
生
し
た
。
こ
の
う
ち

5
件
で
所
有
者
の
特
定
が
難
航
し
て
い
る

と
い
う
。
室
蘭
市
は
「
特
定
空
家
等
」
の

適
正
な
管
理
や
解
体
を
促
す
文
書
を
送
付

し
て
も
、
全
く
反
応
が
無
い
所
有
者
に
対

し
て
は
、
居
住
地
が
道
外
で
あ
っ
て
も
担

当
職
員
が
直
接
訪
問
し
、
説
得
す
る
こ
と

も
あ
る
。
元
の
所
有
者
が
死
亡
し
、
相
続

登
記
が
さ
れ
な
い
ま
ま
、
子
か
ら
孫
、
さ

ら
に
そ
の
配
偶
者
な
ど
、
順
位
が
低
い
多

数
の
法
定
相
続
人
に
相
続
の
権
利
が
拡
散

し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。「
所
有
者
に
一

度
も
会
っ
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
兄
弟
の

孫
に
ま
で
相
続
権
が
移
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
」（
菅
原
主
査
）。
一
度
は
相
続

放
棄
の
手
続
き
を
完
了
し
て
も
、
次
の
順

位
の
相
続
人
が
死
亡
し
て
い
る
な
ど
の
事

情
が
あ
れ
ば
、
巡
り
め
ぐ
っ
て
相
続
権
が

再
び
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

空
き
家
の
適
正
管
理
や
解
体
と
い
っ
た

対
応
も
所
有
者
の
懐
事
情
に
左
右
さ
れ

る
。
室
蘭
市
政
策
推
進
課
の
伊
藤
広
大
技

師
は
「
空
き
家
法
が
施
行
さ
れ
、
法
を
根

拠
に
し
て
、
権
利
者
の
特
定
調
査
は
進
め

や
す
く
な
り
ま
し
た
が
、
財
産
調
査
権
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
権
利
者
に
対

応
を
求
め
て
も
『
お
金
が
な
い
』
と
言
わ

れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
以
上
は
確
か
め
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
思
案
顔
で
語
る
。

難
航
す
る
除
却
費
用
の
回
収

　

室
蘭
市
は
空
き
家
法
施
行
後
、
所
有
者

に
代
わ
り
、
強
制
的
に
空
き
家
を
解
体
す

る
行
政
代
執
行
と
、
所
有
者
不
存
在
の
物

件
を
解
体
す
る
略
式
代
執
行
の
両
方
を
実

施
し
て
き
た
。
平
成
28
年
10
月
末
に
終
了

し
た
行
政
代
執
行
は
、
道
内
市
町
村
で
初

め
て
の
取
組
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。
対

象
は
市
内
の
知
利
別
1
丁
目
に
あ
っ
た
木

造
平
屋
の
空
き
家
だ
っ
た
。
昭
和
35
年
の

建
築
で
、
急
傾
斜
地
に
あ
り
、
敷
地
南
側

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
が
平
成
28
年
4
月

20
日
に
崩
落
し
、
敷
地
下
の
民
家
を
直
撃

し
て
一
部
を
破
壊
し
た
。
こ
の
ま
ま
放
置

す
る
と
擁
壁
上
部
の
法
面
ま
で
崩
れ
、
建

物
ご
と
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。

　

市
は
平
成
28
年
4
月
25
日
、
こ
の
建
物

を
「
特
定
空
家
等
」
と
判
定
。
26
日
に
は

所
有
者
に
対
し
て
、
擁
壁
の
撤
去
と
法
面

の
安
定
化
、
建
物
の
除
却
を
助
言
・
指
導

し
た
が
、
経
済
的
な
理
由
で
自
己
対
応
が

困
難
だ
っ
た
。
市
は
行
政
代
執
行
に
向
け

て
、
他
市
町
村
に
よ
る
手
続
き
事
例
を
参

考
に
▽
所
有
者
の
経
済
状
態
の
把
握
や
支

払
い
協
議
▽
対
策
工
法
の
検
討
▽
概
算
工

事
費
の
算
出
▽
市
議
会
へ
の
説
明
▽
予
算

措
置
─
な
ど
を
進
め
、
8
月
3
日
に
代
執

行
に
着
手
し
た
。
空
き
家
の
除
却
と
と
も

に
、
壊
れ
た
擁
壁
の
撤
去
や
補
強
土
擁
壁

の
設
置
、
法
面
の
養
生
に
要
し
た
費
用
は

約
８
４
０
万
円
に
上
っ
た
。
行
政
代
執
行

で
発
生
し
た
費
用
は
、
自
己
破
産
し
て

も
、
免
責
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
公
債
権

と
な
る
た
め
、
こ
の
物
件
の
所
有
者
は
分

割
で
支
払
い
を
続
け
て
い
る
。

回
収
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
も

　

室
蘭
市
は
令
和
元
年
度
、
中
央
町
2
丁

目
の
空
き
ビ
ル
を
略
式
代
執
行
に
よ
り
解

体
・
撤
去
し
た
。
平
成
30
年
9
月
6
日
の

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
、
市
内
で
は
観

測
史
上
最
大
の
震
度
5
弱
を
観
測
。
揺
れ

の
影
響
で
ビ
ル
外
壁
の
一
部
が
市
道
に
落

下
し
た
。
だ
が
、
所
有
企
業
は
、
既
に
法

人
と
し
て
の
実
態
が
無
く
、
事
実
上
廃
業

の
状
態
に
あ
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
命

じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　

建
物
は
鉄
骨
造
4
階
建
て
。
延
べ
床
面

積
１
５
３
１
平
方
㍍
。
内
部
も
荒
廃
が
進

ん
で
お
り
、
内
装
材
の
落
下
や
鋼
材
に
吹

き
付
け
ら
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん
だ
耐

火
被
覆
材
が
剥
が
れ
落
ち
て
い
た
。
建
物

全
体
の
老
朽
化
も
進
み
、
構
造
体
の
耐
久

度
が
低
下
し
て
お
り
、
地
震
な
ど
の
災
害

で
大
規
模
な
損
傷
や
ア
ス
ベ
ス
ト
の
拡
散

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　

市
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
施
工
業

室蘭市幕西町の傾斜地に建つ空き家

特集 空き家対策─人口減少時代の負動産問題
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２
４
４
８
戸
の
空
き
家
を
確
認

　

明
治
時
代
か
ら
鉄
鋼
や
石
油
精
製
な
ど

の
重
工
業
で
栄
え
た
室
蘭
市
─
。
戦
後
の

経
済
成
長
と
と
も
に
人
口
は
昭
和
42
〜
45

年
に
18
万
人
を
超
え
た
。
だ
が
、
産
業
の

衰
退
や
近
隣
市
町
へ
の
人
口
流
出
が
続

き
、
今
年
3
月
末
の
人
口
は
8
万
７
６
２

人
に
減
少
し
、
市
街
地
で
は
古
び
た
空
き

家
も
目
立
つ
。
市
の
発
展
を
支
え
た
室
蘭

港
の
湾
岸
沿
い
に
あ
る
平
地
は
、
古
く
か

ら
工
業
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
住
宅
地

は
、
港
を
見
下
ろ
す
測
量
山
や
室
蘭
・
登

別
の
両
市
に
ま
た
が
る
鷲
別
岳
（
室
蘭

岳
）
の
山
麓
や
谷
沿
い
に
形
成
さ
れ
た
。

「
山
坂
が
多
い
地
域
に
住
宅
が
建
つ
室
蘭

特
有
の
地
理
条
件
も
あ
り
、
建
物
の
状
態

が
良
く
て
も
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
該

当
す
る
な
ど
、
通
常
の
不
動
産
流
通
に
は

乗
り
に
く
い
物
件
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
」。
室
蘭
市
都
市
建
設
部
都
市
政
策
推

進
課
の
菅
原
満
美
子
主
査
が
解
説
す
る
。

　

市
は
令
和
2
年
度
、
水
道
を
閉
栓
し
て

い
る
住
宅
を
対
象
に
空
き
家
実
態
調
査
を

実
施
。
市
内
の
空
き
家
数
は
２
４
４
８
戸

に
上
っ
た
。
今
年
3
月
末
現
在
、
市
が
空

き
家
法
に
基
づ
き
「
特
定
空
家
等
」
に
認

定
し
た
の
は
１
５
７
戸
に
達
し
、
全
て
の

所
有
者
に
対
し
て
指
導
文
書
を
送
付
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
2
件
は
、
行
政
代
執
行

の
一
歩
手
前
に
当
た
る
解
体
・
除
却
の

「
命
令
」
を
発
出
し
た
。
所
有
者
に
対
し

て
猶
予
期
間
を
設
け
て
、
苦
労
を
重
ね
な

が
ら
、
根
気
よ
く
手
続
き
を
進
め
て
い
る

が
、
途
中
で
所
有
者
が
変
更
さ
れ
る
と
、

最
初
の
「
指
導
」
の
段
階
か
ら
や
り
直
し

に
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
る
。室蘭市空き家マップの前に立つ菅原主査（左）と伊藤技師（右）

室蘭市の「特定空家等」の対応フロー

　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
空
き
家
法
）
の
施
行
後
、
全
国
で
行
政
代
執
行
や
略
式
代
執
行
に
よ

る
空
き
家
の
除
却
が
進
ん
で
い
る
。
近
隣
住
民
の
生
命
や
財
産
を
脅
か
し
て
い
る
危
険
な
空
き
家
を
取
り
除
く
道
が
開
か

れ
る
一
方
、
私
有
財
産
を
除
却
す
る
た
め
の
手
続
き
に
多
額
の
公
費
と
市
町
村
職
員
の
労
力
を
費
や
す
こ
と
に
対
し
て
賛

否
両
論
が
渦
巻
い
て
い
る
。
道
内
で
初
め
て
行
政
代
執
行
を
実
施
し
た
室
蘭
市
を
中
心
と
す
る
対
策
の
現
場
を
取
材
し
た
。

空
き
家
の
行
政
代
執
行
を
め
ぐ
る
課
題

粘
り
強
い
交
渉
と
職
員
の
努
力
が
実
を
結
ぶ

空
き
家
対
策
を
阻
む
壁

現
場
か
ら
の
報
告 

●❸
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24PRACTICE   2021  Spring



関
す
る
支
援
制
度
を
設
け
て
い
る
。
紋
別

市
は
、
廃
屋
・
空
き
家
の
除
却
補
助
制
度

を
平
成
26
年
度
に
創
設
。
毎
年
10
件
程
度

の
応
募
が
あ
り
、
令
和
2
年
度
は
13
件
、

補
助
額
は
約
2
千
万
円
に
上
っ
た
。
道
南

の
あ
る
町
は
、
平
成
30
年
度
に
解
体
費
用

の
一
部
補
助
を
始
め
、
令
和
元
年
ま
で
の

2
年
間
で
18
件
の
利
用
が
あ
っ
た
が
、
2

年
度
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
地
域
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
住
宅
に
限
定

し
た
結
果
、
利
用
は
2
件
に
止
ま
っ
た
。

　

室
蘭
市
は
「
特
定
空
家
等
」
の
除
却
は

所
有
者
の
責
任
で
実
施
す
る
こ
と
を
大
原

則
と
し
、
解
体
費
な
ど
の
助
成
は
行
っ
て

い
な
い
。
一
方
で
近
隣
住
民
が
土
地
・
建

物
の
両
方
を
譲
り
受
け
る
な
ど
し
て
空
き

家
を
解
体
す
る
と
、
解
体
費
の
9
割
以

内
、
１
５
０
万
円
を
上
限
に
市
が
補
助
す

る
仕
組
み
を
平
成
29
年
度
に
設
け
た
。
無

償
で
土
地
を
手
放
す
よ
う
所
有
者
を
説
得

す
る
役
割
も
市
が
担
う
。
新
た
な
所
有
者

に
は
解
体
後
10
年
間
は
売
却
し
な
い
ル
ー

ル
を
設
け
て
い
る
。
令
和
2
年
度
ま
で
の

4
年
間
で
10
件
の
利
用
が
あ
り
、
跡
地
の

多
く
は
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

除
却
と
活
用
の
バ
ラ
ン
ス

　
「
近
所
の
空
き
家
問
題
に
長
年
悩
ま
さ

れ
て
い
る
人
も
多
く
、
解
体
費
を
負
担
し

て
、
固
定
資
産
税
を
支
払
っ
て
で
も
解
体

し
た
い
と
い
う
住
民
か
ら
の
申
し
込
み
も

あ
り
ま
す
。
中
に
は
自
分
が
新
築
す
る
家

の
隣
に
ボ
ロ
ボ
ロ
の
空
き
家
が
あ
る
の
は

嫌
だ
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
」（
菅
原
主

査
）。
室
蘭
市
で
は
平
成
24
年
以
降
、
近

隣
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
空
き
家
に
関
す

る
通
報
や
相
談
が
９
７
１
件
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
３
７
５
件
は
、
解
体
な
ど
で
解
決

に
至
っ
た
。
所
有
者
が
「
対
応
予
定
」
と

回
答
し
た
２
８
８
件
を
含
め
る
と
、
半
数

以
上
で
問
題
の
解
決
に
向
け
た
何
ら
か
の

動
き
が
あ
っ
た
。「
行
政
が
行
動
を
起
こ

せ
ば
、
所
有
者
も
反
応
し
、
成
果
が
上
が

る
」
と
菅
原
主
査
は
力
を
込
め
る
。
そ
の

上
で
「
行
政
が
『
壊
せ
、
壊
せ
』
と
、
空

き
家
対
策
を
促
す
一
方
で
『
空
き
家
を
使

い
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
活
用
策
も
同
時
に

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
語
る
。

　

今
年
3
月
に
改
定
し
た
「
室
蘭
市
空
家

等
対
策
計
画
」
は
、
空
き
家
の
活
用
を
さ

ら
に
促
進
す
る
方
針
を
掲
げ
、
年
度
内
に

比
較
的
良
好
な
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
向
を
把
握
し
、
次

の
住
人
に
つ
な
ぐ
た
め
の
支
援
策
を
具
体

化
す
る
方
針
だ
。
一
方
、
豊
浦
町
で
は
、

平
成
27
年
の
実
態
調
査
で
１
７
５
戸
あ
っ

た
空
き
家
の
う
ち
、
行
政
代
執
行
の
1
件

を
含
む
26
戸
が
解
体
さ
れ
て
更
地
に
な

り
、
47
戸
に
は
新
た
な
住
民
が
入
居
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
令
和
2
年
度
の
調
査

で
確
認
し
た
空
き
家
は
１
８
９
戸
。
前
回

の
調
査
よ
り
8
％
増
え
、
対
策
が
必
要
な

「
特
定
空
家
等
」
も
8
戸
増
の
24
戸
と

な
っ
た
。
町
は
本
年
度
、
建
設
課
に
空
き

家
対
策
を
担
当
す
る
「
住
宅
ま
ち
づ
く
り

係
」
を
新
設
し
た
。「
解
体
の
大
半
は
、

街
路
整
備
に
伴
う
移
転
補
償
に
よ
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
。
空
き
家
が
増
加
し
続
け
て

い
る
要
因
を
調
べ
、
町
の
空
き
家
対
策
を

一
か
ら
組
み
立
て
直
さ
な
け
れ
ば
」
と
、

担
当
の
松
岡
拓
主
任
が
決
意
を
込
め
る
。

室蘭市による道内初の空き家法に基づく行政代執行
（平成 28 年）

解体される前の空き家（上）と、駐車場として活
用されている跡地（下）＝いずれも室蘭市

街路事業で沿道の空き家が除却された豊浦町の本
町通り

特集 空き家対策─人口減少時代の負動産問題
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者
を
選
定
し
、
令
和
元
年
8
月
か
ら
7
カ

月
か
け
て
解
体
を
進
め
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト

の
処
理
費
が
か
さ
み
、
除
却
費
用
は
約
1

億
3
千
万
円
に
膨
れ
上
が
っ
た
が
、
回
収

の
見
込
み
は
立
っ
て
い
な
い
。
市
内
に
は
、　

こ
う
し
た
所
有
者
不
明
の
空
き
ビ
ル
が
複

数
あ
り
、
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
豊
浦
町
は
平
成
29
年
、
通
学
路

に
面
し
た
半
倒
壊
状
態
の
木
造
住
宅
を
解

体
し
た
。
隣
家
か
ら
の
苦
情
を
受
け
て
27

年
に
対
応
を
開
始
し
た
が
、
建
物
の
所
有

者
が
経
済
的
に
困
窮
し
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
た
め
、
除
却
費
用
の
捻
出
は
困

難
だ
っ
た
。
家
族
も
経
済
的
理
由
で
費
用

負
担
は
困
難
と
回
答
。
28
年
10
月
に
所
有

者
が
死
亡
し
た
こ
と
を
契
機
に
行
政
代
執

行
に
踏
み
切
っ
た
。
建
物
内
に
は
家
具
や

家
電
製
品
な
ど
の
家
財
道
具
が
残
さ
れ
て

お
り
、
床
下
か
ら
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
の
産
業

廃
棄
物
も
発
見
さ
れ
た
。
廃
棄
物
処
理
費

を
含
め
た
除
却
費
用
は
１
７
０
万
円
に
上

る
が
、
回
収
は
困
難
と
み
ら
れ
て
い
る
。

放
置
で
も
訴
訟
リ
ス
ク
を
負
う

　
道
内
で
も
室
蘭
市
や
旭
川
市
、
豊
浦
町

な
ど
で
、
代
執
行
に
よ
る
空
き
家
の
除
却

事
例
が
増
え
て
い
る
。
本
来
は
所
有
者
の

責
任
に
お
い
て
費
用
を
負
担
し
、
危
険
な

空
き
家
を
解
体
・
撤
去
す
る
こ
と
が
大
原

則
で
あ
り
、
代
執
行
は
費
用
を
回
収
で
き

な
い
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
「
多
額
の
税

金
を
か
け
て
行
政
が
や
る
べ
き
仕
事
な
の

か
と
い
う
指
摘
は
あ
っ
た
」（
室
蘭
市
）

と
い
う
。
空
き
家
の
対
応
に
苦
慮
す
る
小

樽
市
建
築
指
導
課
の
木
村
清
仁
主
幹
も

「
代
執
行
の
費
用
を
全
額
回
収
で
き
な
け

れ
ば
公
金
で
の
支
出
に
な
る
こ
と
が
大
き

な
課
題
」
と
語
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

伴
う
代
執
行
は
“
で
き
れ
ば
や
り
た
く
な

い
”
と
い
う
の
が
行
政
側
の
本
音
だ
。

　
一
方
、
旭
川
市
は
「
特
定
空
家
等
」
の

う
ち
、
近
隣
住
民
や
通
行
人
に
危
害
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
危
険
性
の
排

除
を
目
的
と
し
て
行
政
代
執
行
や
緊
急
安

全
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。
市
は
平
成
29

年
12
月
、
老
朽
化
が
進
み
、
倒
壊
寸
前
の

状
態
だ
っ
た
木
造
ア
パ
ー
ト
を
行
政
代
執

行
で
撤
去
し
た
。
令
和
元
年
に
は
緊
急
安

全
措
置
と
し
て
木
造
住
宅
を
解
体
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
費
用
は
市
が
負
担
し
た

が
、
所
有
者
か
ら
回
収
で
き
な
い
恐
れ
も

あ
っ
た
。
市
は
「
危
険
な
建
物
を
放
置
し

た
結
果
、
第
三
者
に
被
害
が
発
生
し
た
場

合
、
行
政
の
不
作
為
と
し
て
市
の
責
任
が

問
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
」
と
い
う
有
識

者
の
助
言
が
あ
り
、
危
険
性
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
行
政
代
執
行
も
や
む

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

強
制
措
置
に
よ
る
抑
止
効
果

　
旭
川
市
に
よ
る
平
成
29
年
の
代
執
行

は
、
約
４
１
０
万
円
を
要
し
た
が
、
所
有

者
が
保
有
す
る
他
の
不
動
産
を
公
売
で
処

分
し
て
２
６
２
万
円
を
回
収
。
残
金
も
別

の
宅
地
の
公
売
に
よ
り
全
額
回
収
済
み
。

市
は
今
年
3
月
に
も
、
永
山
地
区
に
あ
る

「
特
定
空
家
等
」
の
所
有
者
に
撤
去
を
命

令
。
朽
ち
果
て
た
木
造
家
屋
は
今
に
も
崩

れ
落
ち
そ
う
な
様
子
で
、
屋
根
の
右
半
分

は
す
で
に
無
い
。
交
通
量
の
多
い
道
路
に

面
し
、
危
険
を
知
ら
せ
る
黄
色
い
テ
ー
プ

で
囲
ま
れ
て
い
た
。

　
個
人
の
財
産
に
強
制
措
置
を
講
じ
る
行

政
代
執
行
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
機
会
が
多
い
。
危
険
な
空
き
家
に
対

す
る
住
民
の
意
識
は
変
化
す
る
の
か
─
。

　
滋
賀
県
野や

洲す

市
は
、
令
和
2
年
1
月
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
空
き
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
行
政
代
執
行
に
着
手
。
7
カ
月
を
か

け
て
解
体
と
撤
去
を
終
え
た
。
こ
の
建
物

は
、
昭
和
47
年
建
築
の
鉄
骨
造
3
階
建

て
。
9
室
か
ら
な
る
空
き
マ
ン
シ
ョ
ン

で
、
所
有
者
9
者
に
約
1
億
8
千
万
円
の

費
用
を
請
求
し
た
こ
と
で
全
国
の
市
町
村

か
ら
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
市
内
の
空

き
家
事
情
に
変
化
は
あ
っ
た
の
か
。
市
住

宅
課
の
担
当
者
は
「
代
執
行
後
に
『
特
定

空
家
等
』
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
空
き
家
の
解

体
に
関
す
る
相
談
や
問
い
合
わ
せ
が
増
え

た
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

　
室
蘭
市
の
菅
原
主
査
も
「
代
執
行
後
に

空
き
家
の
自
主
的
な
解
体
が
増
え
た
か
ど

う
か
は
デ
ー
タ
が
無
い
の
で
は
っ
き
り
と

は
分
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
空
き
家
は
着

実
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
平

成
27
年
度
の
実
態
調
査
で
は
、
空
き
家
な

ど
の
総
数
は
２
５
７
８
戸
だ
っ
た
が
、
令

和
2
年
度
に
は
２
４
４
８
戸
に
減
少
し
て

い
る
。
27
年
度
に
は
４
３
１
戸
あ
っ
た

「
危
険
」
と
判
定
し
た
空
き
家
も
、
令
和

2
年
度
に
は
３
７
４
戸
に
減
っ
て
い
る
。

解
体
費
補
助
も
試
行
錯
誤

　
道
建
設
部
建
築
指
導
課
に
よ
る
と
、
道

内
で
は
66
市
町
村
が
、
空
き
家
の
解
体
に

建物除去の改善命令が出ている旭川市
永山の空き家
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方
を
取
る
べ
き
」
と
訴
え
た
。
ま
た
、
空

き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
「
空
き
家
の

多
く
は
（
昭
和
56
年
以
前
の
）
旧
耐
震
基

準
で
建
て
ら
れ
、
老
朽
化
し
た
戸
建
て
住

宅
。
除
却
以
外
の
方
法
で
利
活
用
す
る
こ

と
は
現
実
味
が
な
い
」
と
も
指
摘
し
た
。

不
動
産
業
者
不
在
の
地
域
で

　

空
き
家
売
買
の
担
い
手
と
想
定
さ
れ
る

不
動
産
業
者
の
実
態
は
ど
う
か
。
公
益
財

団
法
人
不
動
産
流
通
推
進
セ
ン
タ
ー
（
東

京
）
に
よ
る
「
不
動
産
業
統
計
集
」
を
見

る
と
、
直
近
の
デ
ー
タ
で
は
、
不
動
産
業

の
法
人
数
は
全
国
で
約
33
万
社
あ
り
、
全

産
業
の
1
割
以
上
を
占
め
る
。
事
業
所
数

は
約
36
万
カ
所
。
全
国
を
く
ま
な
く
展
開

す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
6
倍
以

上
に
達
す
る
。
し
か
し
、
不
動
産
の
売
買

は
「
人
」
と
「
物
」
が
集
中
す
る
都
市
部

で
活
発
に
行
わ
れ
る
。
道
内
の
不
動
産
業

者
数
は
4
月
現
在
、
北
海
道
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
（
札
幌
）
の
会
員
デ
ー
タ
を
見

て
も
、
全
会
員
３
２
５
４
社
の
う
ち
、
札

幌
を
含
む
石
狩
圏
に
約
55
％
が
集
中
。
旭

川
市
や
函
館
市
な
ど
人
口
10
万
人
以
上
の

都
市
を
含
め
た
シ
ェ
ア
は
84
％
に
達
す

る
。
ま
た
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
で
人
口

が
3
千
人
未
満
だ
っ
た
86
市
町
村
の
う

ち
、
72
市
町
村
に
は
同
協
会
の
会
員
が
所

在
し
て
い
な
い
。
急
激
な
過
疎
・
高
齢
化

の
加
速
に
伴
い
、
空
き
家
と
空
き
地
が
増

え
続
け
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
不
動

産
業
者
の
不
在
は
、
対
策
を
進
め
る
上
で

大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

空
き
家
で
は
儲
か
ら
な
い
！

　

不
動
産
業
者
と
住
宅
事
業
者
の
双
方
と

も
に
、
空
き
家
問
題
に
取
り
組
む
動
機
付

け
や
意
欲
は
強
い
と
は
言
え
な
い
。
事
業

者
か
ら
見
た
空
き
家
は
、
需
給
の
状
況
と

「
商
売
」
と
し
て
の
実
感
が
一
致
せ
ず
、

利
活
用
に
つ
い
て
も
、
市
町
村
が
「
空
家

等
対
策
計
画
」
で
示
し
た
方
策
は
「
お
よ

そ
現
実
味
が
な
い
」
と
映
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
不
動
産
業
者
に
と
っ
て
、
空
き
家
の

売
買
は
「
流
通
」
の
一
コ
マ
で
し
か
な
い
。

　

仲
介
手
数
料
の
上
限
は
、
宅
地
建
物
取

引
業
法
に
よ
り
、
売
買
金
額
に
応
じ
て

3
〜
5
％
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
30
年
の
国
土
交
通
省
告
示
の
改
正
に

よ
り
、
取
引
価
格
が
４
０
０
万
円
以
下
の

不
動
産
は
、
特
例
と
し
て
「
低
廉
な
空
き

家
等
」
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
空
き
家
流

通
の
促
進
と
低
額
取
引
の
成
約
報
酬
の
低

収
益
性
を
改
善
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。
売

主
か
ら
調
査
費
な
ど
を
含
め
、
最
大
18
万

円
（
税
別
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
た
。
１
０
０
万
円
の
不
動
産
を
売
買

し
た
場
合
、
売
主
か
ら
18
万
円
、
買
い
主

か
ら
は
5
万
円
（
売
買
金
額
の
5
％
）
の

計
23
万
円
（
税
別
）
が
得
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
少
人
数
で
経
営
す
る
地
場
の
小

規
模
不
動
産
業
者
に
と
っ
て
、
築
年
数
が

古
く
、
取
引
価
格
の
低
い
「
低
廉
な
空
き

家
等
」
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
解
体
な
ど
の

フ
ォ
ロ
ー
を
担
う
こ
と
も
。
売
主
と
買
主

の
調
整
や
交
渉
に
も
時
間
を
要
し
、
手
間

暇
が
掛
か
る
割
に
は
、
儲
け
に
は
つ
な
が

ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
不
動
産
業

者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
制
度
と

は
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
で
売
り
控
え
も

　

全
道
の
不
動
産
の
売
買
を
手
が
け
る
札

幌
市
内
の
あ
る
不
動
産
業
者
は
「
札
幌
や

江
別
な
ど
の
札
幌
近
郊
都
市
、
地
方
で
も

そ
れ
な
り
に
活
気
が
あ
る
市
街
地
の
不
動

産
は
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
ら
ず
売
買

が
成
立
す
る
が
、
地
方
の
一
軒
家
は
『
売

り
た
い
』
と
い
う
話
が
来
て
も
、
ほ
と
ん

ど
引
き
合
い
が
な
い
。
住
宅
ロ
ー
ン
を
完

済
し
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
な
い
売
り
手

も
『
い
つ
か
売
れ
れ
ば
』
と
い
う
雰
囲

気
」
と
、
地
方
の
不
動
産
の
実
態
を
指
摘

す
る
。
売
れ
ず
に
放
置
し
、
空
き
家
法
で

定
め
る
「
特
定
空
家
等
」
に
指
定
さ
れ
る

と
、
市
町
村
が
行
政
代
執
行
な
ど
の
強
制

措
置
を
講
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
高
額
の

費
用
を
請
求
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
も

伝
え
て
い
る
が
「
大
半
の
所
有
者
は
危
機

感
が
乏
し
い
。
そ
う
な
っ
た
ら
困
る
ね
と

い
う
程
度
の
反
応
」
と
打
ち
明
け
る
。

　

高
齢
者
が
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
住
宅
な
ど
に
住
み
替
え
る
た
め
、
住
ま

い
を
売
却
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ
の
不

動
産
業
者
は
「
昨
年
は
売
り
物
件
が
激
減

し
た
。
需
要
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、
入
所
制
限
を
設
け
た
り
、
新
規
受

け
入
れ
を
休
止
し
た
り
し
た
施
設
が
多

い
。
当
面
は
行
き
先
の
目
途
が
立
た
ず
売

却
を
控
え
る
動
き
も
あ
る
」
と
話
す
。

　

こ
の
業
者
が
手
掛
け
る
物
件
は
、
住
宅

の
解
体
後
、
更
地
に
し
て
売
買
す
る
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
本
年
4
月
に
施
行

さ
れ
た
、
改
正
大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
る

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の
飛
散
防
止
対
策

空き家の除却は費用負担が課題に（函館市）
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相
談
相
手
は
行
政
が
1
位

　

全
国
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
連
合
会

（
東
京
）
が
平
成
28
年
3
月
、
全
国
の
空

き
家
所
有
者
１
６
４
６
人
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
空
き
家
相
談

会
が
開
か
れ
た
場
合
、
相
談
し
た
い
相
手

は
行
政
機
関
が
48
・
2
％
で
1
位
、
2
位

の
不
動
産
会
社
の
38
・
7
％
だ
っ
た
。
相

談
が
可
能
な
不
動
産
会
社
の
有
無
を
見
る

と
、
所
有
し
て
い
る
空
き
家
が
、
居
住
地

と
異
な
る
都
道
府
県
に
あ
る
場
合
は
「
無

い
」
と
の
回
答
が
約
6
割
を
占
め
た
。

　

一
方
、
国
土
交
通
省
の
社
会
資
本
整
備

審
議
会
産
業
分
科
会
不
動
産
部
会
が
ま
と

め
た
「
不
動
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
〜

令
和
時
代
の
『
不
動
産
最
適
活
用
』
に
向

け
て
〜
」
で
は
、
急
増
す
る
空
き
家
や
空

き
地
な
ど
、
遊
休
状
態
に
あ
る
不
動
産
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
適
切
な
管
理
が
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
将
来
に
わ
た
っ
て
有
効
な

活
用
策
も
見
込
め
な
い
場
合
に
は
、
思
い

切
っ
て
“
た
た
む
”
こ
と
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
適
切
な
“
た
た
み
方
”
や
具
体

的
な
利
活
用
の
方
策
を
探
る
必
要
が
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
不
動
産
業

界
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
は
、
都

市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
や
住
み
替
え
、
二

地
域
居
住
・
就
労
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
暮
ら
し

方
を
提
案
す
る
た
め
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
の

有
効
活
用
策
や
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い

不
動
産
を
処
分
し
、
新
た
な
活
用
方
策
を

提
案
す
る
な
ど
、
不
動
産
の
活
用
に
関
す

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
強
化
が
求

め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

老
朽
住
宅
は
除
却
が
現
実
的

　

全
国
で
深
刻
化
す
る
空
き
家
問
題
に
つ

い
て
、
不
動
産
業
に
対
す
る
期
待
は
大
き

い
が
、
業
界
サ
イ
ド
は
「
空
き
家
」
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
。
令
和
元
年
に
群
馬
県

前
橋
市
で
「
こ
れ
か
ら
の
空
き
家
に
求
め

ら
れ
る
『
こ
と
』『
も
の
』」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
市
は
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
空

き
家
法
）
が
施
行
さ
れ
た
平
成
27
年
、
建

築
住
宅
課
に
「
空
家
利
活
用
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
積
極
的

な
空
き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
し
た
、
賃
貸
住

宅
建
設
大
手
・
大
東
建
託
（
東
京
）
の
宗

健
・
賃
貸
未
来
研
究
所
長
は
「
メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
『
ゴ
ミ

屋
敷
』
は
、
必
ず
し
も
空
き
家
で
は
な

く
、
建
物
の
管
理
状
況
と
居
住
の
有
無
は

完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
空
き
家
は
近
隣

に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
原
因
で
は
な
く
結
果
だ
」

と
指
摘
。
空
き
家
問
題
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
を
対
症
療
法
で
は
な
く
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
、
都
市
が
無
秩
序
に
拡
大
す

る
ス
プ
ロ
ー
ル
化
へ
の
対
策
な
ど
、
政
策

課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
「
結
果
的

に
空
き
家
が
減
少
し
て
い
く
と
い
う
考
え

空き家問題を相談したい相手は（全国宅地建物取引業協会連合会）

　
道
内
で
増
え
続
け
る
空
き
家
の
流
通
促
進
や
利
活
用
な
ど
の
対
策
を
進
め
る
上
で
、
地
域
の
事
情
や
さ
ま
ざ
ま
な
法

律
や
制
度
に
詳
し
い
不
動
産
事
業
者
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
不
動
産
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
対
す
る
住
民
や
行

政
サ
イ
ド
の
期
待
も
大
き
い
。
し
か
し
、
事
業
者
の
立
場
で
行
政
に
よ
る
空
き
家
対
策
の
動
向
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い

る
の
か
。
行
政
と
民
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
が
交
錯
す
る
現
場
を
訪
ね
た
。

民
間
サ
イ
ド
か
ら
見
た
空
き
家
問
題

不
動
産
事
業
者
が
語
る
行
政
の
理
想
と
現
実

空
き
家
対
策
の
経
済
学

現
場
か
ら
の
報
告 

●❹
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る
が
、
寄
付
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
公
共

施
設
と
し
て
活
用
で
き
る
場
合
な
ど
を
除

き
、
基
本
的
に
受
け
付
け
て
い
な
い
。
維

持
管
理
費
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
『
特
定

空
家
等
』
に
な
っ
た
ら
困
る
と
い
う
所
有

者
の
思
い
は
分
か
る
が
、
現
状
で
対
応
す

る
こ
と
は
難
し
い
」
と
打
ち
明
け
る
。

　

同
調
査
で
は
、
空
き
家
や
空
き
地
の
利

用
動
向
に
つ
い
て
「
寄
付
・
贈
与
」
と
答

え
た
人
の
う
ち
「
費
用
が
掛
か
る
な
ら
寄

付
・
贈
与
し
な
い
」
と
答
え
た
人
が
42
％

に
上
っ
た
。
一
方
で
負
担
す
る
こ
と
が
で

き
る
費
用
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
固
定
資

産
税
相
当
額
と
管
理
費
用
の
1
年
分
と
答

え
た
人
が
22
％
、
10
年
分
と
答
え
た
人
が

12
％
で
、
何
ら
か
の
費
用
負
担
を
し
て
で

も
寄
付
・
贈
与
を
希
望
す
る
と
い
う
人
が

44
％
に
上
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

土
地
集
約
の
受
け
皿
が
必
要

　

空
き
家
の
賃
貸
や
売
買
な
ど
が
活
性
化

し
な
い
要
因
の
一
つ
に
、
地
域
に
お
け
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
不
備
が
あ
る
。
冒

頭
に
紹
介
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
大
東
建

託
の
宗
所
長
は
「
細
分
化
さ
れ
た
土
地
を

ど
の
よ
う
に
社
会
に
戻
し
て
い
く
か
を
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
人
口

と
世
帯
が
増
え
続
け
、
平
均
寿
命
も
延
び

た
高
度
経
済
成
長
の
時
代
、
消
費
者
は

「
夢
の
持
ち
家
」
を
目
指
し
、
細
か
く
区

画
割
り
さ
れ
た
郊
外
の
分
譲
地
を
競
っ
て

買
い
求
め
た
。
し
か
し
、
本
格
的
な
人
口

減
少
時
代
に
直
面
す
る
現
在
、
細
分
化
さ

れ
て
所
有
さ
れ
た
土
地
を
地
域
社
会
に
戻

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
空
き
家
問
題
の
根

本
的
解
決
は
難
し
い
と
い
う
。
宗
所
長
が

提
起
す
る
の
は
、
中
世
か
ら
農
村
地
域
に

あ
っ
た
、
農
地
や
森
林
な
ど
を
地
域
の
共

有
財
産
と
位
置
付
け
、
共
同
管
理
す
る

「
惣そ

う

有ゆ
う

」
と
い
う
考
え
方
だ
。
宗
所
長
は

こ
の
仕
組
み
を
現
代
社
会
に
合
わ
せ
た
形

で
再
構
築
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
市
町
村
長
を
代
表
と
す

る
「
土
地
活
用
機
構
」
の
よ
う
な
一
般
社

団
法
人
を
組
織
し
、
20
年
分
の
固
定
資
産

税
と
所
有
権
移
転
費
用
を
寄
付
す
る
こ
と

を
条
件
に
空
き
家
と
な
っ
た
土
地
や
建
物

の
所
有
権
を
集
約
す
る
受
け
皿
と
す
る
─

と
い
う
提
案
だ
。
所
有
権
が
分
散
し
た
状

況
で
は
困
難
な
利
害
調
整
も
、
集
約
化
を

進
め
る
こ
と
で
効
率
化
で
き
る
。
市
街
地

の
空
き
家
で
あ
れ
ば
、
建
物
を
撤
去
し
た

後
の
空
き
地
を
使
っ
て
緑
地
を
設
け
る
こ

と
も
可
能
と
な
る
。
実
現
に
は
法
改
正
を

伴
う
大
掛
か
り
な
改
革
が
必
要
だ
が
、
空

き
家
・
空
き
地
の
所
有
者
の
誰
も
が
利
用

で
き
る
所
有
権
放
棄
や
利
害
調
整
の
受
け

皿
が
あ
れ
ば
、
空
き
家
問
題
を
地
域
で
考

え
、
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
体
制
の
核
に
な
る
だ
ろ
う
。

最
大
の
課
題
は「
位
牌
」？

　
「
特
定
空
家
等
」
を
行
政
代
執
行
や
略

式
代
執
行
で
除
却
す
る
際
、
市
町
村
が
取

扱
い
に
困
る
の
が
屋
内
の
残
置
物
だ
。
市

町
村
の
条
例
な
ど
は
、
不
要
物
と
し
て
取

り
扱
い
、
除
却
費
用
と
合
わ
せ
て
処
理
費

用
請
求
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
が
、
位
牌

な
ど
、
社
会
通
念
上
は
不
要
物
と
み
な
す

こ
と
が
難
し
い
残
置
物
も
あ
る
。
こ
の
場

合
、
市
町
村
が
保
管
し
て
所
有
者
に
引
き

取
り
を
求
め
た
り
、
遺
失
物
と
し
て
警
察

に
届
け
出
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
場
面
で
近
年
活
躍
し
て
い
る

の
が
「
遺
品
整
理
業
者
」
だ
。
生
前
に
身

の
回
り
の
物
を
処
分
す
る
「
終
活
」
と
と

も
に
、
空
き
家
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
遺
品
整
理
の
一
般

的
な
作
業
は
①
遺
品
な
ど
の
廃
棄
物
を
種

類
別
に
分
別
②
形
見
と
な
る
遺
品
を
遺
族

に
返
却
③
仏
壇
な
ど
の
供
養
と
処
分
④
室

内
清
掃
⑤
有
価
性
の
あ
る
物
品
の
売
却
や

委
託
販
売
⑥
廃
棄
物
の
運
搬
と
処
分
─
な

ど
、
通
常
の
清
掃
や
廃
棄
物
運
搬
業
務
と

は
異
な
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
般
的
に
遺
品
は
家
庭
系
一
般
廃
棄
物

に
分
類
さ
れ
、
そ
の
処
理
責
任
は
市
町
村

に
あ
る
。
産
業
廃
棄
物
の
許
可
で
は
収
集

運
搬
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
遺
品
整
理
契

約
は
民
法
、
収
集
運
搬
は
廃
棄
物
処
理

法
、
有
価
物
の
処
分
は
古
物
営
業
法
の
規

制
を
受
け
る
が
、
全
国
的
な
基
準
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
指
針
）
は
整
備
さ
れ
て
い
な

い
。
環
境
省
は
事
業
者
向
け
に
「
引
越
時

に
発
生
す
る
廃
棄
物
の
取
扱
い
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
て
い
る
が
、
遺
品
の
取
扱

い
に
関
す
る
記
載
は
無
い
。
一
般
社
団
法

人
廃
棄
物
資
源
循
環
学
会
（
東
京
）
が

「
家
庭
の
遺
品
整
理
、
残
置
物
等
の
適
正

処
理
を
確
保
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
て
い
る
だ
け
で
、
市
町
村

の
現
場
で
活
用
で
き
る
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
類
は
無
い
。
こ
の
た
め
、
遺
品
な
ど
の

不
適
正
な
処
理
を
行
う
業
者
も
後
を
絶
た

ず
、
市
町
村
に
は
適
正
業
者
と
の
連
携
・

協
働
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
廃
棄
物
政
策

の
一
環
と
し
て
、
具
体
的
な
対
応
や
基
準

の
明
確
化
が
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

空き家の撤去では仏壇や位牌
の整理が課題に（小樽市）
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の
強
化
に
よ
る
影
響
を
懸
念
す
る
。
従
来

か
ら
対
象
だ
っ
た
大
規
模
な
建
物
の
解
体

や
改
修
工
事
に
加
え
て
、
一
般
住
宅
も
原

則
、
石
綿
の
有
無
を
事
前
に
現
地
調
査
を

行
い
、
結
果
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
た
。「
札
幌
な
ど
都
市
部
で
は
売

買
価
格
が
1
千
万
円
を
超
え
る
案
件
も
あ

る
が
、
地
方
で
は
高
く
て
も
数
百
万
円
止

ま
り
。
ロ
ー
ン
の
残
債
が
あ
る
と
、
手
元

に
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
。
札
幌
市
内
の
家

の
解
体
費
は
40
坪
程
度
の
住
宅
で
１
０
０

万
円
台
が
相
場
だ
。
古
い
住
宅
、
特
に
煙

突
が
あ
る
一
戸
建
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対

応
で
解
体
費
用
が
増
え
る
。
不
動
産
を

売
っ
て
も
赤
字
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
。
地
方
で
は
こ
う
し
た

ケ
ー
ス
が
増
え
、
解
体
が
進
ま
な
い
空
き

家
が
増
え
る
の
で
は
」
と
懸
念
す
る
。

Ｂ
Ｐ
効
果
に
湧
く
不
動
産
業
界

　

巨
大
な
ク
レ
ー
ン
が
林
立
し
、
工
事
車

両
が
慌
た
だ
し
く
行
き
交
う
─
。
北
広
島

市
内
で
は
、
プ
ロ
野
球
・
北
海
道
日
本
ハ

ム
の
「
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ

ジ
（
Ｂ
Ｐ
）」
の
建
設
が
、
令
和
5
年
の

開
業
を
目
指
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
。
北

広
島
市
共
栄
町
の
東
部
エ
リ
ア
で
は
「
最

近
は
不
動
産
の
購
入
希
望
者
が
多
い
と
聞

き
ま
す
。
や
は
り
、
Ｂ
Ｐ
の
影
響
が
大
き

い
で
し
ょ
う
」（
市
関
係
者
）。
国
土
交
通

省
が
今
年
3
月
23
日
に
公
表
し
た
地
価
公

示
に
よ
る
と
、
道
内
の
住
宅
地
は
平
均

1
・
5
％
の
上
昇
率
と
な
っ
た
が
、
北
広

島
市
共
栄
町
の
調
査
地
点
は
17
・
7
％

と
、
全
国
2
位
の
上
昇
率
を
記
録
し
た
。

上
昇
率
の
全
国
3
位
、
4
位
、
6
位
も
北

広
島
市
の
調
査
地
点
だ
っ
た
。
Ｂ
Ｐ
の
整

備
に
伴
う
人
口
増
加
に
対
す
る
期
待
か

ら
、
地
価
を
一
気
に
押
し
上
げ
た
と
不
動

産
関
係
者
は
み
て
い
る
。

　

市
内
の
不
動
産
業
者
に
聞
く
と
「
市
内

の
中
古
住
宅
、
特
に
東
部
や
北
広
島
団
地

地
区
で
は
、
Ｂ
Ｐ
の
誘
致
決
定
後
か
ら
、

不
動
産
取
引
が
活
発
化
し
て
い
る
。
区
画

面
積
の
大
き
さ
、
札
幌
市
内
に
比
べ
て
価

格
が
安
い
こ
と
が
理
由
で
、
空
き
家
に
つ

い
て
も
不
動
産
業
者
側
で
所
有
者
を
探
し

出
し
、
売
却
を
促
す
動
き
が
見
ら
れ
る
。

団
地
地
区
は
Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅
周
辺
と
比
べ

て
商
業
・
医
療
施
設
ま
で
距
離
が
あ
る
た

め
、
車
を
持
つ
夫
婦
共
働
き
世
帯
の
購
入

希
望
が
多
い
。
令
和
5
年
予
定
の
Ｂ
Ｐ
開

業
に
向
け
て
こ
の
動
き
は
当
面
続
く
と
考

え
て
い
る
」
と
話
す
。

　

一
方
、
別
の
業
者
は
「
市
が
容
積
率

（
敷
地
面
積
に
対
す
る
建
物
延
べ
床
面
積

の
割
合
）
の
緩
和
を
検
討
し
て
い
る
が

『
広
く
静
か
な
生
活
空
間
』
が
売
り
の
北

広
島
市
内
で
は
、
区
画
割
り
は
な
じ
ま
な

い
と
思
う
。
除
却
費
補
助
の
上
限
額
を
緩

和
す
る
な
ど
、
空
き
家
所
有
者
に
対
す
る

処
分
の
後
押
し
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

語
る
。
ま
た
、
市
内
の
高
台
町
に
住
む
70

代
の
独
居
高
齢
者
は
「
最
近
は
地
価
が
値

上
が
り
し
た
せ
い
か
、
不
動
産
の
チ
ラ
シ

が
増
え
た
。
売
却
だ
け
で
な
く
、
賃
貸
に

出
さ
な
い
か
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
近
所

で
も
空
き
家
が
増
え
て
い
る
。
隣
も
5
年

ほ
ど
前
に
空
き
家
に
な
っ
た
が
、
草
も
ぼ

う
ぼ
う
で
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
。
売

れ
て
い
る
家
も
あ
る
が
、
空
き
家
は
そ
れ

以
上
に
増
え
て
い
る
。
空
き
家
が
増
え
る

と
寂
し
い
し
不
安
だ
」
と
話
す
。

負
担
し
て
で
も
寄
付
し
た
い

　

国
土
交
通
省
住
宅
局
が
令
和
2
年
12
月

に
ま
と
め
た
「
空
き
家
所
有
者
実
態
調

査
」
に
よ
る
と
、
空
き
家
の
処
分
方
法
と

し
て
「
寄
付
」
を
希
望
す
る
所
有
者
は
全

体
で
1
・
3
％
と
少
数
派
だ
が
、
地
方
に

限
る
と
3
・
3
％
に
上
昇
す
る
。
使
い
道

も
、
引
き
取
り
手
も
無
い
地
方
の
空
き
家

は
「
特
定
空
家
等
」
に
な
り
、
市
町
村
の

勧
告
や
命
令
に
従
い
、
個
人
の
費
用
で
建

物
を
除
却
し
、
跡
地
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
土

地
を
売
却
し
な
い
限
り
、
固
定
資
産
税
の

徴
収
は
続
く
。
相
続
人
や
親
族
は
、
何
と

か
し
て
土
地
を
始
末
し
た
い
と
考
え
る
だ

ろ
う
。
道
北
の
あ
る
町
の
担
当
者
は
「
空

き
家
の
相
談
を
受
け
た
と
き
に
『
無
料
で

も
良
い
か
ら
町
に
寄
付
し
た
い
』
と
い
う

声
が
複
数
寄
せ
ら
れ
た
。
空
き
家
バ
ン
ク

に
無
料
物
件
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
は
あ

空き家を寄付・贈与する際に負担できる費用は
（国土交通省住宅局）
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し
、
移
住
希
望
者
や
観
光
客
と
地
域
住
民

と
の
接
点
と
な
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
異
業

種
交
流
や
情
報
発
信
拠
点
の
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
（
共
用
オ
フ
ィ
ス
）
な
ど
を

整
備
。
町
外
か
ら
の
移
住
者
が
、
空
き
家

を
改
装
し
た
カ
フ
ェ
の
開
業
に
向
け
た
建

物
の
改
修
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
パ
ン
店

の
構
想
も
持
ち
上
が
り
、
物
件
の
検
討
が

進
む
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
前
進
を
続

け
て
い
る
。
町
も
中
古
住
宅
購
入
奨
励
金

（
上
限
30
万
円
）
や
空
き
家
活
用
補
助
金

（
同
50
万
円
）
な
ど
の
支
援
制
度
を
設

け
、
移
住
者
に
よ
る
空
き
家
な
ど
の
取
得

や
利
活
用
を
後
押
し
す
る
。

　

津
別
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
は
今
年
4
月

現
在
、
74
件
の
空
き
家
・
空
き
地
を
登
録

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
46
件
が
成
約
済
み

だ
。
町
は
バ
ン
ク
の
運
営
を
、
平
成
31
年

に
設
立
さ
れ
た
「
北
海
道
つ
べ
つ
ま
ち
づ

く
り
株
式
会
社
」
に
委
託
し
て
い
る
。
同

社
は
地
域
の
特
産
品
や
観
光
資
源
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
や
起
業
家
支
援
な
ど
の
事
業

を
担
っ
て
い
る
ほ
か
、
移
住
・
定
住
サ

ポ
ー
ト
デ
ス
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

町
住
民
企
画
課
の
髙
橋
洋
行
・
企
画
係

長
は
「
中
心
部
で
は
5
月
に
町
役
場
の
新

庁
舎
が
供
用
開
始
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

周
辺
で
古
く
か
ら
の
町
並
み
を
生
か
す
空

き
家
再
生
の
取
組
が
進
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
機
運
が

盛
り
上
が
る
の
で
は
」
と
期
待
す
る
。
一

連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
空
き
家

の
利
活
用
に
対
す
る
地
域
住
民
の
意
識
も

変
わ
り
始
め
て
い
る
。「
こ
れ
ま
で
空
き

家
と
い
う
と
、
景
観
を
損
ね
た
り
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
印
象
が
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が

撤
去
と
い
う
選
択
肢
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
町
内
で
空
き
家
を
使
っ
た

新
た
な
取
組
が
始
ま
る
と
、
そ
こ
に
人
が

集
ま
っ
て
、
空
き
家
に
興
味
を
示
す
人
が

新
た
に
現
れ
る
と
い
う
良
い
流
れ
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
」（
髙
橋
係
長
）
と
い
う
。

大
学
生
と
協
働
─
沼
田
町

　

沼
田
町
は
平
成
29
年
度
か
ら
、
北
海
学

園
大
学
工
学
部
建
築
学
科
の
岡
本
浩
一
教

授
（
都
市
・
住
環
境
計
画
学
）
の
研
究
室

と
連
携
し
て
、
大
学
生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
協
働
）
に
よ
る
空
き
家
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
学

生
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
テ
ー
マ
や
改
修

内
容
の
提
案
を
受
け
、
地
元
工
務
店
な
ど

の
協
力
を
得
て
工
事
に
取
り
掛
か
る
。
こ

れ
ま
で
に
短
期
移
住
者
用
に
提
供
す
る
空

き
家
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ほ
か
、
令
和

２
年
度
は
、
町
立
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
転
換
し

た
旧
沼
田
厚
生
病
院
の
旧
院
長
住
宅
を
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
改
修
し
た
。

　

町
産
業
創
造
課
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
り
、
首
都
圏
な

ど
で
予
定
し
て
い
た
Ｐ
Ｒ
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
東
京
に
拠
点
を
置
く
4
社
が

テ
レ
ワ
ー
ク
や
営
業
の
拠
点
と
し
て
活
用

し
て
い
る
。
作
業
に
携
わ
る
大
学
生
が
沼

田
町
に
親
し
み
を
感
じ
、
交
流
を
深
め
る

効
果
も
大
き
い
」
と
話
し
て
い
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て
注
目

　

全
国
的
な
流
行
が
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
通
せ
な
い

中
、
在
宅
勤
務
を
中
心
と
す
る
テ
レ
ワ
ー

ク
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
政
府
は
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
や
、
人
口
減

少
時
代
に
お
け
る
労
働
力
人
口
の
確
保
、

過
疎
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
徳
島
県
神
山
町
で
は
平
成
22

年
度
か
ら
、
特
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
を
中
心
に
、
空
き
家
と
な
っ
た
古

民
家
を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
改
修

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
な
ど
の
誘
致
を
進

め
「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
聖
地
」
と
も
呼
ば
れ

る
。
道
内
で
も
北
見
市
な
ど
で
空
き
店
舗

や
遊
休
公
共
施
設
な
ど
を
改
修
し
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
提
供
す
る
取
組

が
早
く
か
ら
進
ん
で
き
た
。
通
常
の
職
場

と
異
な
る
観
光
地
や
リ
ゾ
ー
ト
地
で
働
き

な
が
ら
休
暇
を
取
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
新
た
な
働
き
方
の
実
現
に
向
け
た
取

組
も
加
速
し
て
お
り
、
受
け
皿
と
し
て
空

き
家
の
利
活
用
を
検
討
す
る
市
町
村
も
少

な
く
な
い
中
、
空
き
家
な
ど
を
活
用
し
た

「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
定
額
制
）

サ
ー
ビ
ス
」
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

株
式
会
社
ア
ド
レ
ス
（
東
京
）
が
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
月
額
4
万
円
の
定
額

で
全
国
１
４
０
カ
所
の
登
録
施
設
が
住
み

放
題
と
な
る
。
全
国
各
地
の
空
き
家
や
空

き
別
荘
な
ど
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
改

修
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
受
け
入
れ
拠

点
と
し
て
い
る
ほ
か
、
神
奈
川
県
小
田
原

市
や
佐
賀
県
武
雄
市
な
ど
の
市
町
村
と
も

連
携
し
て
、
移
住
体
験
の
受
け
入
れ
施
設

と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
と
い
う
。

テレワークの聖地と呼ばれる徳島県神山町の
テレワークオフィス
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移
住
体
験
住
宅
に
─
斜
里
町

　

空
き
家
を
移
住
・
定
住
の
受
け
皿
と
し

て
活
用
す
る
取
組
は
、
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
む
数
多
く
の
市
町
村
が
模
索
を
続

け
て
い
る
。
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
（
空
き
家
法
）
の
施
行

後
、
取
得
費
や
改
修
費
に
対
す
る
補
助
制

度
を
設
け
、
空
き
家
の
流
動
化
を
後
押
し

す
る
市
町
村
も
増
え
て
お
り
、
移
住
体
験

の
受
け
皿
と
し
て
空
き
家
を
改
修
す
る
個

人
や
事
業
者
を
対
象
に
補
助
制
度
を
設
け

る
市
町
村
も
あ
る
。

　

斜
里
町
は
令
和
2
年
度
に
「
移
住
体
験

住
宅
整
備
促
進
事
業
」
を
実
施
し
た
。
1

年
以
上
に
わ
た
り
、
居
住
ま
た
は
使
用
し

て
い
な
い
戸
建
て
や
共
同
住
宅
が
対
象

で
、
移
住
体
験
住
宅
な
ど
と
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合
、
所
有
者
を
対
象
に

５
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
金
を
交
付
し

た
。
世
界
自
然
遺
産
・
知
床
の
西
側
に
位

置
す
る
同
町
で
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け

て
、
移
住
体
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が

集
中
す
る
が
、
町
が
保
有
し
て
い
る
体
験

住
宅
は
1
戸
の
み
。
こ
れ
ま
で
の
受
け
入

れ
態
勢
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
単
年
度
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。

　

移
住
体
験
住
宅
と
し
て
家
具
や
家
電
を

備
え
て
お
り
、
民
泊
や
長
期
滞
在
用
の
賃

貸
住
宅
と
し
て
提
供
す
る
と
と
も
に
、
移

住
体
験
希
望
者
に
は
優
先
的
に
部
屋
を
提

供
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。
3
件
の
応

募
が
あ
り
、
2
件
は
賃
貸
住
宅
、
1
件
は

民
泊
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
町
政
策
課
は
「
事
業
は
単
年
度
で
終

え
た
が
、
本
年
度
は
事
業
の
効
果
を
検
討

し
な
が
ら
、
継
続
の
可
否
を
見
極
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

住
宅
診
断
で
信
頼
感
─
伊
賀
市

　

三
重
県
北
西
部
に
位
置
す
る
伊
賀
市

は
、
空
き
家
の
利
活
用
と
移
住
・
定
住
施

策
を
両
輪
と
し
て
、
人
口
減
少
対
策
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
平
成
28
年
度
に

専
任
の
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
し

て
、
移
住
希
望
者
の
相
談
に
き
め
細
か
く

対
応
す
る
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
独

自
の
空
き
家
バ
ン
ク
も
開
設
し
た
。
28
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
4
年
間
で
、

市
外
か
ら
の
移
住
者
数
は
２
３
３
人
に
達

し
た
。
市
は
空
き
家
バ
ン
ク
開
設
時
か

ら
、
空
き
家
の
管
理
状
態
や
適
正
な
資
産

評
価
額
を
査
定
す
る
た
め
、
登
録
物
件
を

対
象
に
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
（
住
宅
診

断
）
と
住
宅
性
能
評
価
検
査
を
実
施
し
て

い
る
。
住
宅
診
断
で
住
宅
の
価
値
や
状
態

を
客
観
的
に
評
価
し
、
建
物
の
状
態
に
応

じ
た
適
正
な
価
格
で
取
引
を
行
う
こ
と

で
、
買
い
手
や
借
り
手
の
不
安
感
を
解
消

す
る
と
と
も
に
、
引
き
渡
し
後
の
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
も
あ
る
。

　

一
方
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
は
「
住
宅

の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

（
品
確
法
）」
に
基
づ
き
、
住
宅
の
構
造
耐

力
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
、
遮
音
性
な
ど

を
共
通
ル
ー
ル
で
評
価
す
る
。
耐
震
性
能

の
評
価
に
基
づ
き
、
地
震
保
険
の
割
引
が

適
用
さ
れ
る
ほ
か
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に

は
紛
争
処
理
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
に
対
す
る
信
頼
感

を
高
め
る
取
組
に
よ
り
、
開
設
当
初
の
平

成
28
年
度
に
は
46
戸
だ
っ
た
延
べ
登
録
件

数
は
、
令
和
元
年
度
に
は
２
５
４
戸
に
増

加
す
る
な
ど
、
空
き
家
の
流
通
促
進
に
も

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

住
民
の
交
流
拠
点
に
─
津
別
町

　

津
別
町
は
平
成
29
年
度
か
ら
、
町
内
外

の
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
空
き
家
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
取
組
は
「
道
東
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
i  n
津
別
」
と
命

名
。
手
作
業
を
中
心
に
空
き
家
を
改
修

　
地
域
の
負
動
産
＝
負
の
遺
産
と
し
て
問
題
視
さ
れ
る
空
き
家
や
空
き
店
舗
を
利
活
用
す
る
た
め
の
取
組
が
各
地
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
長
期
化
し
、
新
た
な
生
活
様
式
や
多
様
な
働
き
方
が
求
め
ら

れ
る
中
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
移
住
・
定
住
の
受
け
皿
に
な
る
と
の
期
待
も
高
ま
る
一
方
、
老
朽
化
し
た
空
き
家
の
再
生
や

流
通
な
ど
を
担
う
多
様
な
担
い
手
の
確
保
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

壊
さ
ず
使
う
空
き
家
対
策
を
考
え
よ
う
！

連
携
と
協
働
に
よ
る
担
い
手
確
保
が
不
可
欠

空
き
家
の
活
用
術
を
探
る

現
場
か
ら
の
報
告 

●❺
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情
報
だ
け
で
は
な
く
、
空
き
家
が
欲
し
い

人
、
使
い
た
い
人
の
デ
ー
タ
も
登
録
で
き

れ
ば
、
効
果
的
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
町
内
で

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
空
き
家
の

維
持
管
理
を
組
織
的
に
対
応
し
て
く
れ
る

な
ど
、
空
き
家
問
題
に
対
す
る
意
識
が
少

し
ず
つ
変
わ
り
始
め
た
」
と
話
す
。

　

2
年
間
の
取
組
を
経
て
、
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
町
内
の
金
融
機
関
な
ど
企
業

や
団
体
の
参
画
に
よ
り
、
空
き
家
対
策
に

関
す
る
一
元
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「
む
か
わ
町
空
き
家
活
用
協
議
会
（
仮

称
）」
の
組
織
化
や
将
来
的
に
空
き
家
対

策
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
展
開
す
る
ま
ち
づ

く
り
会
社
の
設
立
を
提
言
し
て
い
る
。
服

部
代
表
は
「
空
き
家
の
改
修
を
地
場
の
工

務
店
や
設
備
会
社
が
引
き
受
け
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
空
き
家
対
策
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な

る
。
む
か
わ
町
の
取
組
は
全
道
各
地
で
応

用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　

胆
振
東
部
地
震
か
ら
2
年
半
が
経
過
し

た
本
年
度
、
町
は
空
き
家
対
策
の
担
当
を

被
災
家
屋
の
解
体
撤
去
な
ど
を
担
当
し
て

き
た
総
務
企
画
課
危
機
対
策
グ
ル
ー
プ
か

ら
、
移
住
・
定
住
施
策
を
担
当
す
る
産
業

振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
に
移
し
、
空

き
家
の
利
活
用
に
軸
足
を
移
し
な
が
ら
対

策
に
取
り
組
む
考
え
を
示
し
て
い
る
。

空
き
家
は
マ
チ
の
彩
り
─

札
幌
市
立
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
准
教
授

金
子
　
晋
也
さ
ん

　
空
き
家
や
古
民
家
再
生
の
手
法
を
研
究

す
る
金
子
准
教
授
は
、
空
き
家
対
策
を
進

め
る
上
で
歴
史
と
街
並
み
を
意
識
し
た
利

活
用
や
大
学
と
の
協
働
を
呼
び
掛
け
る
。

─
空
き
家
問
題
の
現
状
は

　

空
き
家
問
題
の
解
決
は
、
所
有
者
の
責

務
で
あ
り
、
行
政
が
立
ち
入
る
に
は
、
空

き
家
法
が
あ
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
デ
リ

ケ
ー
ト
な
部
分
が
多
い
問
題
で
す
。
一
方

で
、
経
年
劣
化
が
進
み
、
倒
壊
寸
前
の
空

き
家
が
増
え
、
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
市
町
村
だ
け
で
は

対
応
が
難
し
く
、
大
学
な
ど
の
研
究
機
関

や
不
動
産
業
界
と
の
連
携
が
必
要
で
す
。

た
だ
、
多
く
の
地
域
で
空
き
家
問
題
が
深

刻
化
す
る
中
、
全
て
の
問
題
に
対
し
て
大

学
な
ど
が
効
果
的
な
助
言
を
行
う
と
い
う

の
も
難
し
い
の
が
現
実
だ
と
思
い
ま
す
。

─
市
町
村
は
ど
う
対
応
す
べ
き
で
す
か

　

住
宅
が
建
つ
土
地
の
歴
史
が
加
味
さ
れ

た
の
が
「
街
並
み
」
で
す
。
函
館
市
の
西

部
・
東
部
地
区
で
は
、
幅
が
狭
い
路
地
沿

い
に
多
く
の
家
屋
が
密
集
し
、
道
路
に
接

し
て
い
な
い
住
宅
も
多
い
。
こ
の
光
景
を

雑
多
と
感
じ
る
人
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
建
物
が
持
つ
歴
史
が
ま
ち
の
「
色
」

で
あ
り
、
古
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
一

掃
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
マ
チ
の
色
が
失

わ
れ
ま
す
。
ト
ポ
フ
ィ
リ
ア
と
い
う
概
念

が
あ
り
ま
す
。「
人
と
場
所
（
ト
ポ
ス
）

ま
た
は
環
境
と
の
間
の
情
緒
的
な
結
び
付

き
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
雄
大
な
自
然

と
と
も
に
、
北
海
道
に
多
様
な
姿
で
存
在

す
る
街
並
み
が
色
を
失
え
ば
、
多
く
の
地

域
が
さ
ら
に
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。

─
市
町
村
の
空
き
家
対
策
は
急
務
で
す

　

市
町
村
に
よ
る
取
組
は
、
除
却
や
利
活

用
が
中
心
に
な
り
ま
す
が
、
マ
チ
の
歴
史

と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
建
物
が

建
て
ら
れ
、
街
並
み
が
形
成
さ
れ
た
の
か

を
検
証
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
街
並

み
に
愛
着
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
回
り
道
の
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
地
域
を
知
る
た
め
の
資
源

と
し
て
、
空
き
家
を
活
用
す
る
発
想
が

あ
っ
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
大
学
や
学
生
に
で
き
る
こ
と
と
は

　

神
戸
芸
術
工
科
大
学
に
在
籍
中
の
平
成

23
年
、
神
戸
市
の
禅
昌
寺
地
区
で
、
空
き

家
に
な
っ
た
民
家
を
再
生
し
て
、
地
域
を

活
性
化
さ
せ
る
「
禅
昌
寺
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
携
わ
り
ま
し
た
。
木
造
賃
貸
住
宅

の
1
階
に
あ
る
3
つ
の
部
屋
が
空
室
に

な
っ
た
た
め
、
物
件
を
所
有
し
て
い
る
不

動
産
会
社
と
大
学
が
連
携
し
て
、
地
域
お

こ
し
を
仕
掛
け
ま
し
た
。
3
室
の
壁
を
取

り
払
い
、
当
時
は
数
少
な
か
っ
た
学
生
用

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
改
造
し
ま
し
た
。
現
在

も
神
戸
芸
工
大
と
地
元
企
業
と
の
連
携
は

続
き
、
長
屋
を
個
室
と
共
用
ス
ペ
ー
ス
か

ら
な
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
改
修
し
、
地
域

に
開
か
れ
た
休
憩
ス
ペ
ー
ス
も
併
設
し
た

「
禅
昌
寺
キ
オ
ス
ク
」
が
完
成
す
る
な

ど
、
取
組
は
少
し
ず
つ
進
化
し
な
が
ら
広

が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
学
生
は
地
域
課
題
の
解
決
に
強

い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
が
街

並
み
の
歴
史
を
認
識
し
な
が
ら
、
大
学
や

学
生
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
若
者
特
有
の

「
色
」
を
活
か
し
た
空
き
家
の
活
用
策
が

生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

街並みが色を失えば、地域がさらに衰退す
る─と語る金子准教授
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道
内
で
も
札
幌
、
小
樽
、
富
良
野
の
3

市
に
拠
点
を
設
け
て
い
る
。
同
社
は
「
北

海
道
は
全
国
的
に
み
て
も
移
住
希
望
が
多

い
地
域
。
3
市
と
も
登
録
施
設
の
平
均
稼

働
率
は
高
く
推
移
し
て
い
る
」
と
話
す
。

対
策
の
担
い
手
を
─
む
か
わ
町

　

平
成
30
年
9
月
6
日
に
発
生
し
た
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
で
、
む
か
わ
町
は
最
大

震
度
6
強
の
激
し
い
揺
れ
を
観
測
。
町
役

場
な
ど
が
あ
る
鵡
川
地
区
や
山
間
部
の
穂

別
地
区
で
は
、
住
宅
や
店
舗
な
ど
の
建
物

に
大
き
な
被
害
を
生
じ
た
。
半
壊
以
上
の

被
害
を
受
け
た
建
物
は
、
所
有
者
の
同
意

を
得
て
、
解
体
・
撤
去
が
進
め
ら
れ
た

が
、
地
域
に
残
さ
れ
た
空
き
地
の
利
活
用

や
地
震
後
に
加
速
し
た
人
口
流
出
に
伴
う

空
き
家
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
は
令
和
元
年
度
、
札
幌
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
・
シ
ー
・
ア
イ
・
エ
ス
計
画

研
究
所
の
協
力
を
得
て
、
町
外
の
宅
建
業

者
や
司
法
書
士
、
税
理
士
な
ど
の
不
動
産

に
関
係
す
る
専
門
家
で
構
成
す
る
「
む
か

わ
町
空
き
家
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立

ち
上
げ
た
。
町
内
に
お
け
る
空
き
家
の
除

却
や
利
活
用
、
適
正
な
管
理
の
促
進
な

ど
、
多
様
な
相
談
対
応
や
支
援
に
関
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
試
験
的
に
提

供
し
、
空
き
家
対
策
を
担
う
民
間
組
織
の

設
立
に
向
け
、
体
制
整
備
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
を
進
め
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　

令
和
元
年
度
は
、
民
間
組
織
の
体
制
整

備
を
念
頭
に
置
い
た
勉
強
会
を
開
催
。
町

内
の
事
業
者
を
対
象
と
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
空
き
家
診
断
な
ど

を
通
じ
て
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
集
め
た
ほ

か
、
空
き
家
所
有
者
を
対
象
と
す
る
相
談

会
も
町
内
と
札
幌
、
東
京
の
3
カ
所
で
開

い
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
を
務
め
る
同

研
究
所
の
服
部
倫
史
社
長
は
「
町
内
に
は

専
業
の
不
動
産
業
者
が
い
な
い
た
め
、
土

地
や
建
物
の
売
買
や
賃
貸
の
取
り
扱
い
を

頼
め
る
相
手
が
い
な
い
。
町
内
の
中
古
住

宅
に
関
す
る
情
報
発
信
は
ク
チ
コ
ミ
が
基

本
で
、
登
記
事
務
は
町
内
た
だ
一
人
の
司

法
書
士
が
担
っ
て
い
た
が
、
高
齢
の
た
め

空
き
家
相
談
な
ど
の
仕
事
を
増
や
す
こ
と

が
難
し
い
。
こ
の
た
め
、
町
外
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
一
元
的
に
空
き
家
対
策
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
民
間
組
織
の
立
ち
上
げ
に

向
け
て
活
動
を
始
め
た
」
と
語
る
。

空
き
家
相
談
員
を
育
て
る

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
空
き
家
物
件
と
現
在
の
居
住

地
が
離
れ
て
お
り
「
管
理
が
難
し
い
」
と

い
う
回
答
が
5
割
を
超
え
た
。
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
4
割
が
売
却
、
2
割
強
は

解
体
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
空
き
家
対
策
を
め
ぐ
り
、
町
に
期
待

す
る
取
組
と
し
て
は
、
3
割
強
が
「
解

体
・
撤
去
費
用
の
補
助
」
と
回
答
。
空
き

家
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備
を
求
め
る

声
も
3
割
近
く
に
上
っ
た
。
特
に
札
幌
や

東
京
の
相
談
会
に
参
加
し
た
空
き
家
所
有

者
か
ら
は
「
空
き
家
の
管
理
が
行
き
届
か

ず
、
地
域
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
な
い
か
」

と
い
う
相
談
も
相
次
い
だ
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
専
門
家
の
助
言
を
受
け
な
が

ら
、
所
有
者
の
意
向
や
課
題
の
整
理
を
進

め
、
空
き
家
問
題
の
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
「
空
き
家
相
談
員
」
の
確
保
が
必
要

と
し
て
、
令
和
2
年
度
は
研
修
会
な
ど
を

通
じ
た
育
成
支
援
を
進
め
た
。
ま
た
、
空

き
家
の
購
入
や
賃
貸
を
希
望
す
る
人
を
対

象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
空
き
家

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」
を
開
催
し
た
。
空
き

家
の
現
状
と
と
も
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
後
の

建
物
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
Ｃ
Ｇ

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ク
ス
）
画

像
を
掲
載
し
て
、
具
体
的
な
活
用
方
法
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
取
組
だ
。

　

空
き
家
所
有
者
を
対
象
と
す
る
相
談
会

も
前
年
度
と
同
じ
3
カ
所
で
開
催
。
町
に

よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
駆
使
し
た
Ｐ
Ｒ
も
功

を
奏
し
、
予
定
の
相
談
枠
が
ほ
ぼ
埋
ま
る

盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。
町
は
平
成
29
年
度
に

空
き
家
バ
ン
ク
を
開
設
し
た
が
、
登
録
件

数
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
相
談
会
を
通
じ

て
登
録
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
で
件
数
の
増

加
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
服
部
代

表
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
に
は
、
空
き
家
の

胆振東部地震で、むかわ町中心部
では多数の住宅が全半壊した

むかわ町での取組は全道各地で応
用できる─と語る服部代表

34PRACTICE   2021  Spring



（
47
・
9
万
人
）
は
13
年
前
の
平
成
19
年

と
比
べ
て
約
2
割
も
減
少
し
て
い
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
学
校
数
も
約
2
割
減
少
し
た

（
グ
ラ
フ
2
）。
な
お
、
学
校
の
減
少
数
と

廃
校
発
生
数
は
、
算
出
条
件
が
異
な
る
た

め
同
一
で
は
な
い
が
、
概
ね
近
似
す
る

デ
ー
タ
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
間
の
年
度
ご
と
の
学
校
減
少
数
は
、　

小
学
校
の
動
き
に
ほ
ぼ
リ
ン
ク
し
て
お
り
、　

平
成
23
年
度
に
最
多
（
58
校
減
）
を
記
録

し
て
以
降
、
減
少
テ
ン
ポ
が
鈍
化
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
直
近
で
は
小

学
校
の
減
少
数
が
再
び
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
、
今
後
も
続
く
少
子
化
傾
向
な
ど
を

加
味
す
る
と
、
学
校
減
少
数
は
当
面
、
年

間
20
〜
30
校
程
度
の
水
準
を
維
持
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
活
用
の
道
を

探
る
必
要
が
あ
る
廃
校
の
数
は
、
さ
ら
に

積
み
あ
が
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

メ
リ
ッ
ト
多
い
企
業
に
よ
る
廃
校
活
用

　

全
国
に
お
け
る
廃
校
の
活
用
用
途
は
、

社
会
体
育
や
社
会
教
育
、
文
化
、
福
祉
、

医
療
、
住
民
交
流
の
充
実
・
促
進
な
ど
公

共
的
役
割
を
担
う
施
設
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
最
近
で
は
、
地
方
創
生
や

地
域
経
済
の
活
性
化
、
産
業
振
興
な
ど
の

観
点
か
ら
、
企
業
が
関
与
す
る
活
用
事
例

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
廃
校
を
活
用
す
る
主

な
メ
リ
ッ
ト
は
、
表
2
の
通
り
だ
が
、
特

に
企
業
が
活
用
す
る
場
合
に
は
、
設
備
投

資
額
の
低
減
効
果
や
話
題
性
な
ど
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
効
果
、
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
寄
与

な
ど
が
期
待
で
き
、
企
業
・
地
域
の
双
方

に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
え
る
。

本
道
で
は
、
過
疎
化
の
進
行
に
伴
い
、
廃

校
の
周
辺
で
は
、
顕
著
な
人
口
の
流
出
が

み
ら
れ
る
地
域
が
多
く
、
一
定
の
人
口
を

維
持
す
る
上
で
、
企
業
に
よ
る
活
用
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

道
内
に
お
け
る
廃
校
の
活
用
用
途
は
、

全
国
と
同
様
に
公
共
的
役
割
を
担
う
施
設

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
民
間
企
業
の

関
与
に
よ
る
廃
校
の
有
効
活
用
事
例
も
増

え
つ
つ
あ
る
。
い
く
つ
か
の
事
例
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
＝
表
3
。
こ
う
し
た
事
例

か
ら
は
、
用
途
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
担
う
仲

介
役
の
存
在
、
地
域
経
済
活
性
化
な
ど
、

事
後
の
効
果
に
関
す
る
特
徴
や
共
通
点
が

指
摘
で
き
る
。

　

道
内
で
は
今
後
、
少
子
化
傾
向
の
持
続

と
と
も
に
、
特
に
地
方
で
は
、
過
疎
化
の

テ
ン
ポ
が
速
ま
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、

廃
校
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
。
市
町
村

に
と
っ
て
、
地
方
創
生
や
交
流
人
口
の
増

加
な
ど
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
地
域
課
題
の
克
服
に

向
け
、
廃
校
の
活
用
も
有
効
な
選
択
肢
で

あ
り
、
民
間
企
業
の
活
力
を
い
か
に
引
き

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
カ
ギ
と
な

る
だ
ろ
う
。

　

廃
校
の
活
用
用
途
に
は
、
産
業
構
造
や

環
境
、
課
題
、
ニ
ー
ズ
、
施
設
の
状
態
な

ど
、
地
域
ご
と
の
状
況
に
よ
っ
て
多
く
の

選
択
肢
が
あ
る
。
学
校
施
設
を
保
有
す
る

市
町
村
は
、
統
廃
合
や
廃
校
が
不
可
避
と

な
っ
た
段
階
か
ら
、
そ
の
後
の
活
用
策
に

つ
い
て
、
地
域
内
で
十
分
な
議
論
を
行
い
、　

早
期
に
取
組
を
始
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
地
元
金
融
機
関
な
ど
、
多
様

な
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
活
用
や
、
多
様
な
用
途

を
想
定
し
た
国
の
補
助
制
度
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
、
マ
ッ
チ
ン

グ
を
進
め
る
上
で
有
効
な
手
段
と
な
る
。

　

道
内
の
廃
校
施
設
が
よ
り
多
く
活
用
さ

れ
、
地
域
経
済
活
性
化
の
追
い
風
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

■�表2　廃校活用によるメリット・効果

1 既存物件を利用できるため、初期投資コスト
の低減や、事業への早期着手が可能。

2 「廃校活用」という話題性・メディアからの注目などにより、高い宣伝効果が期待できる。

3 地域住民に愛着のある施設であり、地域密着
や地域貢献に対する姿勢への理解が進む。

4
教室毎に間仕切られており使い勝手がよい。
また、体育館やグラウンドなど広い空間は生
産設備等の設置にも適する。

5
事業所移転や工場施設などに活用する場合、
産業振興・雇用創出・税収増といった地域経
済活性化への寄与が期待できる。

6 多様な活用用途（転用施設種類）向けに、国
の補助制度（20 数事業）が用意されている。

（出所）�文部科学省資料をもとに道銀地域総合研究
所作成

■�表3　企業の関与による廃校活用事例（道内）
活用企業

（本社所在地） 廃校名 閉校年
（3月末）

活用の概要
開始年 形態 用途 備考（きっかけ、効果等）

㈱北の住まい設計社
（東川町）

東川町立東川
第五小学校 1983 年 1985 年 取得 家具工房、ショールーム、

生活雑貨販売店舗、カフェ
◦カフェはグルメスポットとして人気。町外からの利用者も多
く交流人口増加に寄与　◦道産原材料調達（木材）

NPO法人雨煙別学校
（栗山町）

栗山町立
雨煙別小学校 1998 年 2010 年

4月 無償借り受け 宿泊型体験学習施設 ◦（公財）コカ・コーラ教育・環境財団、栗山町、地元ＮＰＯ
法人が連携して運営　◦2019 年度宿泊利用者数：約4千人

㈱山口油屋福太郎
（福岡県福岡市）

小清水町立
北陽小学校 2012 年 2013 年

7月 取得 菓子製造工場、直売店舗
（揚げせんべい）

◦町のニーズ（企業誘致）と事業者のニーズ（道産原料の安定確
保）がマッチング　◦地場産業活性化（農業、製造業）、雇用創出

日生バイオ㈱（恵庭市） 南幌町立
夕張太小学校 2012 年 2016 年

春 取得 農産品加工場（道産大麦若
葉から青汁粉末を製造）

◦地場金融機関（地銀）の関与　◦企業立地奨励金等の活用
◦地場産業活性化（農業の6次産業化、製造業）、雇用創出

合同会社ＯＭＥＧＡ
ファーマーズ（士別市）

士別市立
武徳小学校 2013 年 2020 年

3月
無償借り受け（2020
年以降無償譲受）

農産品加工場（亜麻仁油・
えごま油・菜種油の搾油）

◦士別市と地場金融機関（北海道銀行）の連携
◦地場産業活性化（農業の6次産業化・ブランド化）

㈱北海道パレットリサイ
クルシステム（深川市）

深川市立
多度志中学校 2014 年 2020 年

夏
無償借り受け
（当初5年間）

植物工場
（リーフレタス等の栽培）

◦物件ニーズに対し地元信金が情報提供　◦苫小牧市から本社
機能を移転　◦地場産業活性化（農業等）、雇用創出

そうべつアグリフーズ㈱
（壮瞥町）

壮瞥町立
久保内中学校 2017 年 未定 取得 農産品の貯蔵・加工場

（たまねぎ）
◦カゴメ㈱と地元農業生産法人の共同出資会社（2020 年2月設
立）が活用　◦国の補助金活用　◦地場産業活性化（農業）

（出所）北海道教育委員会および企業のWebサイト、自治体へのヒアリング、各種報道資料等を基に道銀地域総合研究所作成（2020.11.24 現在）
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地域経済活性化に向けた廃校の有効活用
　学校は、教育施設であると同時に地域にとってのシンボル的存在である。少子化に伴う
児童生徒の減少による学校の統廃合が進み、全国的に廃校数が増加する中、廃校施設の
有効活用は、行政財産として廃校を保有する市町村の共通課題となっている。本稿では、
廃校発生の現状を踏まえながら、有効活用による地域活性化について考えてみる。
� （北海道銀行・道銀地域総合研究所）

毎
年
全
国
で
４
０
０
〜
５
０
０
校
が
廃

校
に
。累
計
数
で
は
北
海
道
が
断
ト
ツ

　

少
子
化
に
よ
る
就
学
人
口
の
減
少
や
過

疎
化
の
進
行
に
伴
う
公
立
学
校
の
統
廃
合

な
ど
を
背
景
と
し
て
毎
年
、
全
国
的
に
廃

校
が
高
い
水
準
で
発
生
し
続
け
て
い
る
。

文
部
科
学
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
廃
校

発
生
数
（
公
立
学
校
・
平
成
14
〜
29
年
度
）

は
、
い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
に
伴

い
、
16
年
度
に
急
増
し
、
そ
の
後
も
毎
年

４
０
０
〜
５
０
０
校
の
ペ
ー
ス
で
増
加
を

続
け
て
い
る
。
学
校
種
類
別
で
み
る
と
、

小
学
校
が
全
体
の
約
7
割
を
占
め
て
い
る
。

　

平
成
14
〜
29
年
度
に
発
生
し
た
廃
校
は

累
計
７
５
８
３
校
に
上
る
。
都
道
府
県
別

に
み
る
と
、
北
海
道
が
全
国
の
1
割
を
占

め
、
断
ト
ツ
に
多
い
（
グ
ラ
フ
1
）。
本

道
の
市
町
村
は
面
積
が
広
く
、
分
散
し
た

複
数
の
校
区
に
学
校
を
配
置
す
る
必
要
が

あ
り
、
も
と
も
と
学
校
数
が
多
い
こ
と
に

加
え
、
地
方
で
は
過
疎
化
の
ス
ピ
ー
ド
が

よ
り
速
い
と
い
っ
た
こ
と
が
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。

廃
校
活
用
率
75
％
、民
間
活
用
少
な
い

　

廃
校
の
活
用
状
況
を
み
る
と
、
現
存
し

て
い
る
６
５
８
０
校
の
う
ち
75
％
が
活
用

さ
れ
、
20
％
が
用
途
未
確
定
の
状
態
に
あ

る
。
具
体
的
な
用
途
は
、
学
校
が
最
も
多

く
、
社
会
体
育
施
設
、
社
会
教
育
・
文
化

施
設
な
ど
が
続
く
（
表
1
）。
公
共
的
役

割
を
担
う
施
設
が
圧
倒
的
に
多
い
半
面
、

民
間
企
業
が
営
利
活
動
な
ど
で
活
用
す
る

割
合
は
意
外
に
小
さ
い
。
こ
れ
は
、
学
校

（
廃
校
）
が
公
共
施
設
の
一
部
（
公
立
学

校
の
場
合
は
市
町
村
の
行
政
財
産
）
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
的
な
利
用
に
資
す
る
こ

と
が
優
先
さ
れ
て
き
た
結
果
と
い
え
る
。

道
内
学
校
数
13
年
間
で
約
2
割
減

　

道
内
に
お
け
る
小
・
中
学
校
お
よ
び
高

等
学
校
の
合
計
在
学
者
数
は
、
少
子
化
の

進
行
を
背
景
に
右
肩
下
が
り
で
減
少
を
続

け
て
い
る
。
直
近
の
令
和
2
年
5
月

（出所）�文部科学省「2018 年度　廃校施設等活用状況実態調査の結果につ
いて」（2018 年5月1日現在、2019.3.15 公表）をもとに道銀地域総
合研究所作成

■�グラフ1　都道府県別の廃校発生数（公立学校）
　　　　　　（2002〜2017 年度累計数、上位 10 県）
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新潟県
青森県
福島県
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（注）　 �義務教育学校、中等教育学校、特別支援学校（およびその専攻科）
は含まれていない。

（出所）�北海道教育委員会「北海道学校一覧（各年5月1日現在）」をもと
に道銀地域総合研究所作成

■�グラフ2　学校数の推移（道内・公立学校＋私立学校）
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■�表1　活用されている廃校における主な活用用途

用途
施設数（件、複数回答）

合計 校舎 屋内運動場
学校（大学を除く）（注） 3,473 1,756 1,717
社会体育施設 1,581 164 1,417
社会教育施設・文化施設 1,194 744 450
福祉施設・医療施設等 705 511 194
企業等の施設・創業支援施設 783 526 257
庁舎等 417 306 111
体験交流施設等 477 302 175
備蓄倉庫 177 113 64
大学 76 41 35
住宅 22 15 7
（注）　 �学校の統廃合に伴い、廃校となった学校を新たな統合校（新校名）

として活用しているケースが多い。
（出所）�文部科学省「2018 年度　廃校施設等活用状況実態調査の結果につ

いて」（2018 年5月1日現在、2019.3.15 公表）をもとに道銀地域総
合研究所作成
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東
人
」
に
対
す
る
「
関
西
人
」
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
よ
う
に
「
北
海
道
人
」
を
用

い
て
、
先
人
の
築
い
た
技
術
と
文
化
を
洗

練
す
る
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

4 

デ
ザ
イ
ン
技
術
を
育
む

　

公
的
機
関
の
建
造
物
の
中
に
は
成
功
と

は
言
い
難
い
デ
ザ
イ
ン
も
見
ら
れ
ま
す
。

他
所
の
成
功
事
例
や
著
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

作
品
で
も
、
そ
の
場
に
相
応
し
く
な
け
れ

ば
不
成
功
で
す
。
企
画
は
良
い
の
に
途
中

か
ら
迷
走
し
た
事
例
も
見
ま
し
た
。

　

か
つ
て
恩
師
の
建
築
家
Ｓ
Ｋ
先
生
（
京

都
生
ま
れ
）
の
事
務
所
で
は
、
一
番
弟
子

の
Ｓ
さ
ん
（
生
粋
の
江
戸
っ
子
）
が
、「
先

生
は
口
で
は
あ
あ
言
っ
て
い
る
が
本
心
は

こ
う
だ
」
と
通
訳
し
て
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え

る
こ
と
で
上
手
く
機
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
自
治
体
の
職
員
に
も
主

旨
、
目
的
、
予
算
な
ど
の
要
求
性
能
を
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
側
と
の
間
で
正
確
に
通
訳
す

る
技
術
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
も
技
術
が
不

足
し
て
は
具
体
化
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
に
建
築
家
、
造
形
作
家
、
ア
イ
デ
ア
作

家
な
ど
、
天
才
が
努
力
す
る
姿
を
見
て
き

た
経
験
値
で
断
じ
れ
ば
、
才
能
は
天
性
で

す
。
し
か
し
、
技
術
は
教
育
で
向
上
し
ま

す
（
感
性
は
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
が
育
み

ま
す
）。
そ
し
て
、
天
才
は
ご
く
一
部
で

あ
り
大
部
分
は
凡
人
で
す
。
夫
々
が
自
分

の
出
来
る
職
責
を
果
た
し
て
支
え
合
う
こ

と
で
現
実
社
会
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

凡
人
か
ら
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
は
出
し
得

な
い
隠
れ
た
能
力
を
発
見
し
て
夫
々
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
れ
ば
地
域
の
躍
動
性

向
上
に
繋
が
り
ま
す
。
先
ず
は
シ
ン
ク
タ

ン
ク
や
代
理
店
を
介
し
て
自
治
体
職
員
が

基
礎
的
手
法
を
学
ぶ
講
座
を
提
唱
し
ま
す
。

5 

認
め
合
っ
て
伸
ば
す
教
育

　

２
０
０
４
年
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
ア
イ

オ
ワ
大
学
で
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
ア
メ
リ

カ
人
学
生
と
、
日
本
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
の
留
学
生
が
混
在
し
、
主
任
教
授
は

韓
国
人
で
し
た
。
課
題
作
の
合
評
会
に
は

夫
々
が
帰
属
す
る
文
化
の
違
い
が
顕
著
に

表
れ
ま
し
た
が
、
互
い
の
「
Ｗ
Ａ
Ｙ 

Ｔ
Ｏ 

Ｇ
Ｏ
（
そ
の
調
子
！
）」
が
好
印
象
で
し

た
。
自
己
の
立
場
だ
け
で
も
の
を
言
う
論

理
で
は
な
く
、
文
化
の
違
い
を
認
め
合
っ

て
伸
ば
す
教
育
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

「
北
海
道
人
」
に
も
多
文
化
を
融
合
し
た

活
力
が
有
効
と
考
え
ま
す
。

6 

公
務
員
が
別
荘
を
持
つ

　

２
０
０
２
年
に
訪
問
し
た
ヘ
ル
シ
ン
キ

芸
術
デ
ザ
イ
ン
大
学
で
は
、
公
務
員
の
多

く
が
別
荘
を
持
っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て

羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。
但
し
、
冬
季
は

人
が
住
め
な
い
地
域
に
建
ち
、
家
屋
は
質

素
で
サ
ウ
ナ
も
簡
素
の
由
。
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
事
例
か
ら
鑑
み
れ
ば
、「
北
海
道
人
」

の
公
務
員
も
休
日
を
大
自
然
の
中
の
別
荘

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
生
活
設
計
が
可
能

で
す
。
そ
し
て
、
自
治
体
間
で
連
携
し
て

空
き
家
対
策
を
兼
ね
れ
ば
一
石
二
鳥
で
す
。

7 

∪
タ
ー
ン
さ
ま
ざ
ま

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
亡
友
Ｍ
さ
ん
の
御
子
息
は
漫
画
家

を
志
し
て
上
京
後
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
自

宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
某
著
名
漫
画
家
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
生
計
を
立
て
捲
土
重
来

を
期
し
て
い
ま
す
。
道
内
に
は
同
業
の
仲

間
も
多
く
レ
ベ
ル
が
高
い
由
。
筆
者
の
現

役
時
代
と
は
隔
世
の
感
で
す
。
次
に
、
理

系
の
職
業
人
が
U
タ
ー
ン
で
き
る
産
業
の

一
案
は
、
機
械
工
学
専
門
の
友
人
Ｈ
Ｙ
さ

ん
も
熱
心
に
説
く
航
空
宇
宙
産
業
で
す
。

ロ
マ
ン
が
あ
り
、
超
高
品
質
な
モ
ノ
つ
く

り
が
産
業
の
裾
野
を
広
げ
、
教
育
現
場
の

質
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
リ
タ
イ
ア
後
に

都
市
部
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
移
住
し
た
元
公

務
員
に
地
元
で
培
っ
た
経
験
値
を
活
か
せ

る
仕
事
の
情
報
を
自
治
体
が
提
供
す
れ
ば

道
内
Ｕ
タ
ー
ン
が
期
待
で
き
ま
す
。

8 

お
わ
り
に

　

移
住
前
か
ら
御
縁
が
あ
り
ま
し
た
。
学

生
時
代
の
作
品
が
北
海
道
大
学
百
年
記
念

館
に
あ
り
＝
図
1
、
研
究
室
時
代
に
夕
張

北
高
卒
の
ピ
ア
ノ
科
学
生
Ｓ
Ｍ
さ
ん
を
モ

デ
ル
に
し
た
「
共
生
」
は
札
幌
市
立
大
学

に
あ
り
ま
す
。
自
然
と
共
生
し
て
他
者
を

思
い
や
る
「
北
海
道
人
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
作
品
で
す
＝
図
２
。

図1　�筆者作品　北海道大学百年記
念館　1977 年制作

図2　�筆者作品「共生」　札幌市立
大学 1995 年制作
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1 

は
じ
め
に
・
縮
減
問
題

　

私
達
を
取
り
巻
く
社
会
が
変
化
を
続
け

て
い
ま
す
。
目
の
前
に
あ
る
見
え
な
い
不

安
を
見
え
る
安
心
に
変
え
る
デ
ザ
イ
ン
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
予
測
デ
ー
タ
か
ら
は
、
こ
の
ま
ま

人
口
減
少
が
続
け
ば
北
海
道
で
は
消
滅
す

る
確
率
が
高
い
自
治
体
が
他
地
方
よ
り
も

多
い
こ
と
が
明
白
で
す
。
以
下
、
前
職
場

の
同
僚
で
「
縮
減
す
る
社
会（
フ
ラ
ン
ツ
・

グ
ザ
フ
ァ
ー
・
カ
ウ
フ
マ
ン
著
）」
を
翻

訳
し
た
人
口
社
会
学
者
Ｈ
Ｔ
先
生
の
助
言

を
得
て
、
体
験
論
的
に
私
見
を
記
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
基
幹
産
業
の
農
業
地
帯
は
好
調

で
す
が
人
手
不
足
と
後
継
者
不
在
が
問
題

で
す
。
縮
減
し
て
も
躍
動
性
を
低
下
さ
せ

な
い
た
め
に
は
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け

で
な
く
、
職
業
人
の
定
住
者
を
増
や
す
産

業
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
で
す
。
次
に
、
消
滅

が
避
け
ら
れ
な
い
自
治
体
は
、
気
持
ち
と

視
点
を
切
り
替
え
て
全
く
新
し
い
場
所
に

庁
舎
を
作
り
、
過
疎
地
と
の
物
流
は
進
化

し
た
ド
ロ
ー
ン
（
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
）
で
担

う
な
ど
Ｉ
Ｔ
後
発
地
の
利
点
を
活
か
し
た

デ
ザ
イ
ン
で
、
効
率
的
に
電
子
化
さ
れ
た

全
く
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
で
す
。

そ
し
て
、
新
し
い
モ
ノ
を
追
う
だ
け
で
は

な
く
、
古
い
モ
ノ
の
中
か
ら
新
し
さ
を
発

見
す
る
技
術
と
文
化
が
重
要
で
す
。

2 

移
住
者
と
の
融
合
と
共
生

　

欧
米
で
は
、
途
上
国
か
ら
の
移
民
の
安

い
労
働
力
で
人
手
不
足
を
補
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
途
上
国
と
の
経
済
格
差
が
小
さ

く
な
る
と
共
に
雇
用
力
が
衰
え
、
治
安
の

悪
化
、
核
心
技
術
の
流
出
な
ど
の
問
題
が

起
き
ま
し
た
。

　

日
本
国
内
で
は
、
農
業
地
帯
は
技
能
実

習
生
の
扱
い
で
す
が
大
都
市
圏
や
大
規
模

工
業
地
帯
で
は
外
国
人
ソ
サ
エ
テ
ィ
が
形

成
さ
れ
て
暗
黙
の
住
み
分
け
が
進
行
中
で

す
。
先
年
、
千
葉
県
在
住
の
恩
師
宅
を
訪

問
し
た
ら
、
窓
を
閉
め
切
り
塀
に
鉄
条
網

を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
外
国
人
窃
盗
団

が
横
行
し
て
何
度
も
被
害
に
あ
っ
た
対
抗

策
の
由
。
傘
寿
過
ぎ
の
御
夫
妻
が
心
配
で

し
た
。
対
し
て
北
海
道
で
は
、
日
本
各
地

か
ら
の
移
住
者
が
融
合
し
て
近
代
化
を
遂

げ
た
歴
史
的
経
緯
か
ら
も
新
規
の
移
住
者

に
寛
容
で
す
。
後
発
地
の
利
点
を
活
か

し
、
先
達
を
真
似
て
学
ん
で
乗
り
越
え

て
、
合
理
的
で
率
直
な
技
術
と
文
化
を
築

き
ま
し
た
（
先
住
民
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
デ

ザ
イ
ン
も
様
々
な
技
術
と
文
化
が
融
合
し

て
い
ま
す
）。
こ
れ
か
ら
は
国
外
か
ら
の

移
住
者
と
も
融
合
し
て
、「
北
海
道
人
」

と
な
っ
て
共
生
す
る
こ
と
で
縮
減
問
題
の

解
決
が
可
能
と
考
え
ま
す
。

3 「
北
海
道
人
」
の
提
唱

　

北
海
道
に
住
む
「
道
民
」
と
、
出
身
者

の
「
ど
さ
ん
こ
」
の
呼
称
は
日
常
的
に
用

い
ま
す
が
「
北
海
道
人
」
は
あ
ま
り
用
い

ま
せ
ん
。「
道
民
」
は
歴
史
的
経
緯
か
ら

本
州
と
同
じ
モ
ノ
と
コ
ト
を
求
め
て
ま
す

が
、
他
地
方
で
は
本
州
と
異
な
る
モ
ノ
と

コ
ト
に
魅
力
を
感
じ
て
求
め
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
が
「
都
道
府
県
魅
力
度
ラ
ン
キ

ン
グ
」
12
年
連
続
ト
ッ
プ
に
表
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
首
都
圏
に
住
む
「
関

Profile

石崎　友紀
（いしざき・ともき）

札幌市立大学名誉教授
道具学会理事 研究委員長

1950 年福島県生まれ。東京芸術大学卒。同大学院修
了。公共建築壁面や航空機、自動車の塗粧などをデザイ
ン。ＮＨＫ教育テレビで造形活動。朝日現代クラフト展
グランプリ受賞。日本テレビ系「世界一受けたい授業」
での講師出演など幅広く活動。

地域社会の再デザイン考 No.4

「
北
海
道
人
」
を

 
デ
ザ
イ
ン
す
る

　
札
幌
市
立
大
学
の
石
崎
友
紀
名
誉
教
授
は
、
長
年
に
亘
る
テ
レ
ビ
番
組
制
作

と
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
か
ら
得
た
経
験
値
で
地
方
自
治
体
の
問
題
点
を
見
つ
け

出
し
、
夫
々
の
実
状
に
沿
っ
て
解
決
へ
と
導
く
方
法
を
提
案
し
ま
す
。

　
最
終
回
は
地
域
の
未
来
を
担
う
「
北
海
道
人
」
育
成
の
提
唱
で
す
。
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イ
ル
ス
は
ヒ
ト
の
細
胞
に
取
り
付
き
、
侵

入
し
た
細
胞
の
中
で
増
え
る
た
め
、
細
胞

の
中
ま
で
抗
体
が
届
か
ず
、
無
効
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
度
は
、
ウ

イ
ル
ス
に
か
か
っ
た
細
胞
自
体
を
、
免
疫

シ
ス
テ
ム
を
担
っ
て
い
る
細
胞
に
よ
っ
て

破
壊
す
る
方
法
が
と
ら
れ
ま
す
。
こ
ち
ら

を
「
細
胞
性
免
疫
」
と
い
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
対
す
る
免
疫

は
、
抗
体
に
よ
る
液
性
免
疫
だ
け
で
は
不

十
分
な
の
で
、
細
胞
性
免
疫
も
活
躍
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
が
体
の
中

に
侵
入
す
る
こ
と
自
体
を
、
確
実
に
防
ぐ

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
ま
れ
に
、
感
染

し
て
発
病
す
る
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

細
胞
性
免
疫
の
お
か
げ
で
、
体
の
中
で
ウ

イ
ル
ス
が
増
え
る
こ
と
を
防
げ
る
の
で
、

重
症
化
す
る
危
険
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
す
。
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
と
し
て
も
、
人
に
う
つ
す
危
険
性
は
ゼ

ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
し
ば

ら
く
は
マ
ス
ク
や
手
洗
い
な
ど
の
感
染
対

策
は
必
要
な
の
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
と
き
、
発
熱
や

じ
ん
ま
し
ん
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
が
体
に
作
用
し

て
起
こ
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク

チ
ン
は
、
体
に
存
在
し
て
い
る
だ
け
な
の

で
す
が
、
体
の
方
が
反
応
を
引
き
起
こ
し

て
起
こ
る
症
状
な
の
で
「
副
反
応
」
と
呼

ば
れ
、
薬
で
起
こ
る
「
副
作
用
」
と
は
区

別
さ
れ
て
い
ま
す
。
副
反
応
の
ほ
と
ん
ど

は
、
弱
毒
化
し
た
病
原
体
や
病
原
体
の
一

部
に
対
し
て
反
応
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
反
応

す
る
な
ら
、
す
で
に
病
原
体
を
経
験
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

3

　
副
反
応
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ワ
ク
チ
ン
を

作
る
際
に
必
要
と
な
る
、
病
原
体
以
外
の

材
料
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
な
の
で

す
。
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
人
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
控
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
作
る
際
に
卵
を
使
う

か
ら
な
の
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
っ
て

も
、
発
熱
、
発
赤
、
腫
れ
─
程
度
の
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
、
数
日
以
内
に
収
ま
り
ま

す
が
、
ま
れ
に
急
性
の
全
身
性
の
血
圧
低

下
、
つ
ま
り
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
」
と
呼
び
ま
す
。
で
も
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
は
早
期
に
治
療
す
れ
ば
、
確
実

に
治
る
の
で
、
過
度
に
心
配
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
ほ
と
ん

ど
は
、
病
原
体
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な

く
、
ワ
ク
チ
ン
を
作
る
際
に
使
わ
れ
る
油

の
成
分
の
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
へ
の
対
応

は
、
接
種
す
る
際
に
は
厳
重
に
と
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
ん
な
に
心
配
す
る
必
要

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
多
く
の
人
が

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
抑
え
込
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

P r o f i l e
北海道大学医学部卒業（医師免許
取得）
北海道大学大学院医学研究科修了
（医学博士取得）
北海道大学医学部助手、札幌医科
大学医学部助教授を経て現在は同
教授。専門分野は循環生理学と循
環薬理学。主な著書は「Clinical
生体機能学─生理学から症状がわ
かる─」（南山堂）、「いちばんやさ
しい生理学の本─生きるしくみ」
（秀和システム）。

當瀬　規嗣
（とうせ・のりつぐ）

まとめ

  １    �ワクチンは免疫システムに、�
病原体をあらかじめ教えるもの

2 �ワクチンは感染の確率はかなり低下できる
が、完全ではないので感染対策も必要

3 �ワクチンの副反応は、�
対策が取られているので、危険性は低い

●�図　ワクチンの種類

◦弱毒化ワクチン
◦不活化ワクチン
◦�ベクターワクチン�
（RNAワクチンなど）
◦�トキソイド�
（毒素を無毒化したもの）
◦�異種ワクチン�
（別な動物の病原体を利用）
◦その他
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病
気
に
か
か
っ
た
ふ
り
を

し
て
免
疫
を
働
か
せ
る

　
昔
か
ら
、
伝
染
病
に
か
か
る
と
、
そ
の

病
気
に
は
再
び
か
か
る
こ
と
が
な
い
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
一
度

は
し
か
に
か
か
る
と
、
周
り
に
は
し
か
に

か
か
っ
た
人
が
い
て
も
、
も
う
う
つ
る
こ

と
は
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
「
流は

行や

り

病
（
疫
病
）
か
ら
免
れ
る
」
と
し
て
「
免

疫
」
と
呼
び
ま
す
。
免
疫
を
得
る
た
め
に

は
、
一
度
病
気
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す

が
、
そ
の
た
め
に
命
の
危
機
に
瀕
し
た

り
、
最
悪
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
し
て
は
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
病
気
に
か

か
ら
ず
に
免
疫
を
得
る
た
め
の
方
法
が
考

え
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
ワ
ク
チ
ン

（
予
防
接
種
）
の
考
え
方
で
す
。

　
病
気
に
か
か
ら
ず
に
免
疫
を
つ
け
る
方

法
の
一
つ
は
、
病
原
体
を
加
工
し
て
、
感

染
し
て
も
病
気
を
引
き
起
こ
さ
な
い
状
態

に
し
て
、
人
の
体
に
接
種
す
る
と
い
う
方

法
で
す
。
こ
う
し
た
人
工
的
に
病
気
を
起

こ
さ
な
い
状
態
に
し
た
も
の
を
「
弱
毒
化

ワ
ク
チ
ン
」
と
い
い
ま
す
＝
図
。
イ
ン
フ

1

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に

し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
病
原
体
の
一
部

を
取
り
出
し
、
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
接
種
す

る
方
法
で
す
。
こ
れ
だ
と
、
病
気
に
な
る

恐
れ
は
全
く
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

「
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
接
種
が
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
ウ
イ
ル
ス

の
一
部
を
作
る
遺
伝
子
を
接
種
す
る
こ
と

で
、
そ
の
遺
伝
子
に
よ
り
、
人
の
細
胞
に

ウ
イ
ル
ス
の
一
部
分
を
作
ら
せ
る
こ
と
で

免
疫
を
つ
け
る
と
い
う
最
新
の
方
法
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
ベ
ク
タ
ー

ワ
ク
チ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
R
N
A
を
遺
伝
子
に
使
う
の
で

R
N
A
ワ
ク
チ
ン
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
病
原
体
を
弱
毒
化
す
る
方
法
で
も
、
一

部
分
を
入
れ
る
方
法
で
も
、
体
の
中
の
免

疫
シ
ス
テ
ム
が
反
応
し
て
、
そ
の
病
原
体

に
対
す
る
防
御
シ
ス
テ
ム
を
確
立
で
き
る

の
で
、
次
の
機
会
に
本
物
の
病
原
体
が

入
っ
て
き
て
も
即
座
に
反
応
し
て
、
病
原

体
を
抑
え
込
み
、
体
か
ら
排
除
し
て
、
病

気
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
病
気
に
な
っ
た

ふ
り
を
し
て
、
免
疫
を
働
か
せ
て
体
を
守

り
ま
す
。
言
い
方
は
悪
い
で
す
が
、
免
疫

シ
ス
テ
ム
を
だ
ま
す
よ
う
な
こ
と
を
し

て
、
頑
張
ら
せ
て
い
る
訳
な
の
で
す
。

　�

ワ
ク
チ
ン
の
効
果

　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ

は
、
病
原
体
に
直
接
取
り
付
い
て
活
動
を

抑
え
込
み
、
最
終
的
に
は
破
壊
し
て
し
ま

う
「
抗
体
」
を
使
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

抗
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
原
体
に
専
用
の

抗
体
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方

法
を
「
液
性
免
疫
」
と
い
い
ま
す
。
病
気

に
か
か
り
、
病
原
体
が
体
に
入
る
と
、
必

ず
抗
体
が
で
き
、
病
原
体
を
排
除
し
よ
う

と
し
ま
す
が
、
病
原
体
が
強
力
で
、
体
の

中
で
あ
っ
と
い
う
間
に
増
え
て
し
ま
う
よ

う
な
も
の
で
は
、
抗
体
が
間
に
合
わ
ず
に

重
症
化
し
、
最
悪
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
で
先
に

免
疫
を
つ
け
て
、
あ
ら
か
じ
め
抗
体
を
準

備
し
て
お
け
ば
、
病
気
を
防
げ
ま
す
。

　
し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
、
ご
く

小
さ
い
病
原
体
だ
と
、
抗
体
が
的
確
に
ウ

イ
ル
ス
に
出
会
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ウ

2

ワ
ク
チ
ン
を
知
る

［
健
康
コ
ラ
ム
］
札
幌
医
科
大
学
教
授
　
當
瀬
　
規
嗣

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
世
界
的
に
接
種
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ワ
ク
チ

ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
振
り
返
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
注
意
点
な

ど
を
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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植
物
園
の
よ
う
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

　
片
桐
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
他
に
も
あ

り
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、
道
内

で
は
見
た
こ
と
が
な
い
1
0
0
種
類
に
上

る
多
肉
植
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
サ

ボ
テ
ン
少
年
」
だ
っ
た
片
桐
さ
ん
が
愛
し

続
け
る
サ
ボ
テ
ン
の
仲
間
で
す
。
そ
の
魅

力
を
「
ブ
サ
イ
ク
な
と
こ
ろ
」
と
話
す
片

桐
さ
ん
。「
見
た
目
が
悪
く
て
も
、
無
愛

想
で
も
、
勝
手
気
ま
ま
で
も
、
魅
か
れ
る

の
は
人
と
同
じ
」
と
哲
学
者
の
よ
う
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
一
緒
に
お
世
話
を

し
て
い
る
娘
の
渡
辺
志
織
さ
ん
も
「
ペ
ッ

ト
の
犬
に
例
え
る
と
ブ
ル
ド
ッ
グ
や
パ
グ

み
た
い
な
『
ブ
サ
カ
ワ
』
な
と
こ
ろ
が
愛

お
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
変
わ
っ
た
名
前
の
多
肉

植
物
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
石
の
よ

う
に
固
か
っ
た
り
、
表
面
が
ブ
ヨ
ブ
ヨ

だ
っ
た
り
。
不
思
議
な
フ
ォ
ル
ム
は
ア
ー

ト
の
よ
う
で
す
。
龍
の
髭ひ

げ

と
呼
ば
れ
る

「
十
二
の
巻
」
は
、
爬
虫
類
の
よ
う
な
模

様
が
入
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
な
る
と
恐

竜
の
し
っ
ぽ
が
並
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

人
気
品
種
「
ハ
ウ
ル
チ
ア
」
に
は
、
太
陽

に
か
ざ
す
と
、
ヒ
ス
イ
の
よ
う
に
透
き

通
っ
て
見
え
る
も
の
が
あ
り
、
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
き
ま
す
。
ヒ
ス
イ
の
人
気
が
高
い
中

国
で
は
高
値
で
取
引
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

私
が
魅
か
れ
た
の
は
「
ニ
ジ
ノ
タ
マ
」
と

い
う
朱
赤
の
花
が
咲
く
品
種
で
す
。
小
さ

な
提
灯
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
よ
う
な

ア
ジ
ア
っ
ぽ
さ
も
感
じ
ま
す
。
初
め
て
知

る
多
肉
植
物
の
世
界
の
面
白
さ
に
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。

　
最
近
は
多
肉
植
物
ブ
ー
ム
が
続
い
て
い

ま
す
。
愛
好
家
の
年
齢
も
幅
広
く
、
片
桐

農
園
を
訪
れ
る
人
も
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
庭
仕
事
が
難
し
く
な
っ
た
り
、
花
の

手
入
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
た
お
年

寄
り
が
、
寄
せ
植
え
を
室
内
に
置
き
「
小

さ
な
庭
を
持
て
る
」
と
喜
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。
多
肉
植
物
が
在
宅
生
活
の
潤
い
に

な
り
、
新
し
い
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る

と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
た
な
ま
ち
の
魅
力
に
！

　
片
桐
農
園
で
育
っ
た
多
肉
植
物
の
寄
せ

植
え
は
、
砂
川
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
寄
せ
植
え
の

花
器
は
、
赤
平
市
で
木
材
製
品
を
扱
う
空

知
単
板
工
業
の
作
品
で
、
近
隣
市
町
と
の

コ
ラ
ボ
商
品
に
な
り
ま
し
た
。
砂
川
市
は

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
オ
ア
シ
ス
　

リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

近
隣
の
市
や
町
と
も
連
携
し
て
、
商
品
開

発
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
心

と
癒
し
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
有
志

が
集
ま
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
企
業
と
人
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
片
桐
農
園
と
ほ
ん
だ
菓
子
司

の
連
携
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
多
肉
植
物
も

ま
た
、
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ

で
新
た
な
作
品
に
な
っ
た
り
、
カ
フ
ェ
や

雑
貨
店
の
窓
辺
に
飾
ら
れ
た
り
と
、
ま
ち

の
魅
力
を
高
め
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
。
ヒ
ス
イ
の
よ
う
な
パ
ワ
ー
で
み
ん
な

を
明
る
く
照
ら
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

萬谷　利久子 
（ばんや・りくこ）

P r o f i l e

・�野菜ソムリエ上級Ｐｒｏ
・�北海道6次産業化プランナー
・�中小機構北海道本部 農商工
連携アドバイザー

・�北海道大学大学院観光学院 
ＤＭＯ履修生

農×食×観光を主な活動の
フィールドとしている。

縞模様の植物　
十二の巻（ジュウニノマキ）

砂川市のふるさと納
税返礼品　多肉植物

の寄せ植え

赤い植物　ニジノタマ
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道
産
レ
モ
ン
が
砂
川
の
お
菓
子
に

　
砂
川
市
で
「
片
桐
農
園
」
を
営
む
片
桐

さ
ん
は
、
中
学
生
の
頃
は
「
サ
ボ
テ
ン
少

年
」
と
周
囲
か
ら
呼
ば
れ
、
た
く
さ
ん
の

サ
ボ
テ
ン
を
集
め
、
育
て
て
い
た
そ
う
で

す
。
大
学
で
の
研
究
も
含
め
る
と
、
60
年

以
上
に
わ
た
り
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
に
植
物
を

探
求
し
続
け
て
い
る
生
産
者
で
す
。
北
海

道
で
は
越
冬
が
難
し
い
植
物
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
の
が
好
き
で
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

や
カ
キ
、
キ
ン
カ
ン
の
栽
培
に
成
功
し
ま

し
た
。
そ
し
て
平
成
30
年
に
は
レ
モ
ン
の

販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
レ
モ
ン
栽
培
は
、
温
度
管
理
と
日
射
量

が
肝
心
で
す
。
気
温
が
18
度
以
下
に
な
る

と
成
長
が
止
ま
る
の
で
、
花
の
苗
と
一
緒

に
温
度
が
高
い
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
育

て
、
日
差
し
を
た
っ
ぷ
り
当
て
て
あ
げ
ま

す
。
一
般
的
に
本
州
の
レ
モ
ン
は
、
酸
味

を
強
く
残
す
た
め
、
実
が
ま
だ
青
い
う
ち

に
収
穫
し
て
流
通
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
片

桐
さ
ん
の
レ
モ
ン
は
、
樹
の
上
で
黄
色
く

な
る
ま
で
完
熟
さ
せ
て
か
ら
収
穫
す
る
の

で
、
酸
味
が
抑
え
ら
れ
て
甘
く
感
じ
ま
す
。

　
今
年
収
穫
し
た
1
3
0
個
の
う
ち
、
ほ

と
ん
ど
の
レ
モ
ン
は
、
地
元
の
「
ほ
ん
だ

菓
子
司
」
に
出
荷
し
ま
し
た
。
3
日
間
か

け
て
煮
詰
め
た
レ
モ
ン
を
レ
モ
ン
ピ
ー
ル

に
加
工
し
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
「
レ
モ

ン
ガ
ナ
ッ
シ
ュ
」
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ッ

キ
ー
の
生
地
と
レ
モ
ン
ピ
ー
ル
を
活
か
し

た
新
し
い
お
菓
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ほ
ん
だ
菓
子
司
を
営
む
本
田
啓
輔
さ
ん

は
、
樺
戸
山
地
の
ピ
ン
ネ
シ
リ
を
見
上
げ

て
育
つ
農
作
物
を
お
菓
子
に
使
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
用
に
作
っ
た
レ
モ
ン
の
チ
ョ
コ
菓
子

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を

迎
え
た
マ
チ
の
人
た
ち
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
冬
の
砂
川
は
雪
が
多
く
、
除
雪
作

業
も
た
い
へ
ん
で
し
た
。
毎
日
欠
か
せ
な

い
重
労
働
の
合
間
に
は
、
疲
労
回
復
を
助

け
る
ク
エ
ン
酸
が
豊
富
な
「
ホ
ッ
ト
レ
モ

ネ
ー
ド
」
で
ひ
と
息
つ
く
の
が
片
桐
さ
ん

の
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。「
道
産
レ
モ
ン

が
欲
し
い
」
と
い
う
声
に
応
え
る
た
め
、

今
春
は
新
し
い
木
を
3
本
購
入
し
て
、
収

穫
量
を
増
や
す
予
定
と
か
。
3
月
半
ば
に

は
、
レ
モ
ン
の
樹
は
、
フ
リ
ー
ジ
ア
の
よ

う
な
可
憐
な
つ
ぼ
み
を
つ
け
て
い
ま
し

た
。
雪
が
す
っ
か
り
消
え
る
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
の
頃
に
は
真
っ
白
な
花
が
咲
く

そ
う
で
す
。

野 菜 ソ ム リ エ の

ベ ジ フ ル ラ ン ド

北 海 道 ！ ！

「砂川市 片桐農園」編
野菜ソムリエ上級 Pro・北海道6次産業化プランナー　

萬谷　利久子

　
北
海
道
で
レ
モ
ン
が
実
る
の
を
ご
存
知

で
し
た
か
？
　
砂
川
市
に
あ
る
片
桐
農
園

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、
晩
秋
に
収
穫

さ
れ
ま
す
。
レ
モ
ン
の
栽
培
を
雪
深
い
北

国
で
成
功
さ
せ
た
の
は
、
か
つ
て
は
「
サ

ボ
テ
ン
少
年
」
と
呼
ば
れ
、
今
年
で
77
歳

に
な
る
農
業
者
の
片
桐
光
一
さ
ん
で
す
。

片桐農園のレモ
ンの樹

片桐農園の片桐光一さんと渡辺志織さん

サボテン少年のチャレンジ！
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一
般
人
に
与
え
る
効
果
、
影
響
等
の
個
別

具
体
的
な
事
情
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
確
認
し
た
い
の
で
す
が
、

C
神
社
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
町
指
定
の

文
化
財
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

B
さ
ん
　
当
町
に
入
植
し
た
開
拓
移
民
が

地
元
の
藩
主
を
祭
神
と
し
て
造
営
し
た
神

社
で
、
１
０
０
年
近
く
経
っ
て
も
創
建
時

か
ら
変
わ
り
な
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
当
町
の
開
拓
の
記
念
的
建
造
物
と
し

て
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

弁
護
士
　
現
在
の
神
社
と
住
民
の
関
わ
り

合
い
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

B
さ
ん
　
年
に
一
度
例
大
祭
が
あ
り
、
神

輿
を
担
い
で
地
区
内
を
歩
き
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
に
主
だ
っ
た
行
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
民
が
日
常
的
に
参
拝
し
た
り
、
儀

式
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
実
態
は
あ
り
ま

せ
ん
。

弁
護
士
　
修
繕
箇
所
や
補
助
金
の
費
用
の

額
や
割
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

B
さ
ん
　
神
殿
の
屋
根
や
扉
の
老
朽
箇
所

を
修
繕
す
る
も
の
で
す
。
最
大
で
修
繕
費

用
の
2
分
の
1
を
補
助
金
と
し
て
支
出

し
、
そ
の
額
は
多
く
て
30
万
円
程
度
で
す
。

弁
護
士
　
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
文
化
財

の
指
定
経
緯
も
宗
教
的
な
面
で
は
な
く
歴

史
的
な
面
に
着
目
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で

す
ね
。
今
回
の
修
繕
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
そ
の
支
出
自
体
に
宗
教
的
目
的
は
な

い
と
い
え
そ
う
で
す
。

B
さ
ん
　
で
も
、
今
回
の
補
助
金
は
、
先

ほ
ど
仰
っ
て
い
た
「
援
助
」
に
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士
　
C
神
社
は
住
民
か
ら
特
別
に
厚

い
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
日
本
の
多
く
の
神
社
と
同
様
、
産

土
神
社
に
位
置
づ
け
ら
れ
そ
う
で
す
ね
。

あ
く
ま
で
住
民
も
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
参
拝
し
た
り
、
例
大
祭
に
参
加
し
た
り

す
る
も
の
で
、
例
大
祭
に
参
加
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
C
神
社
の
祭
神
を
厚
く
信
仰

し
て
い
る
と
は
み
な
さ
れ
な
い
の
が
普
通

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
注
3
）。

B
さ
ん
　
私
も
例
大
祭
で
神
輿
を
担
い
だ

こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
お
正
月
に
は
毎
年

C
神
社
に
お
参
り
に
行
き
ま
す
が
、
お
盆

に
は
墓
参
り
に
行
き
ま
す
し
、
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
も
し
ま
す
ね
。
そ
れ
が
お

か
し
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

弁
護
士
　
修
繕
箇
所
に
関
し
て
い
え
ば
、

老
朽
化
し
た
屋
根
や
扉
で
あ
っ
て
、
壊
れ

た
部
分
を
直
す
に
止
ま
り
ま
す
。
新
た
に

建
物
を
建
て
る
こ
と
と
比
べ
て
も
そ
の
影

響
は
小
さ
い
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
御
神

体
に
直
接
関
わ
る
よ
う
な
宗
教
的
な
意
味

合
い
が
強
い
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
加

え
て
、
補
助
金
の
額
と
し
て
も
決
し
て
高

額
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
補
助
金
を
交
付
し

た
と
し
て
、
A
町
が
C
神
社
に
特
権
を
与

え
た
と
住
民
が
感
じ
る
こ
と
は
お
よ
そ
考

え
に
く
い
で
し
ょ
う
。

B
さ
ん
　
そ
う
す
る
と
、
C
神
社
へ
の
援

助
に
も
当
た
ら
な
い
の
で
す
ね
。

弁
護
士
　
は
い
。
も
ち
ろ
ん
C
神
社
に
便

益
が
生
じ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん

が
、
お
伺
い
し
た
事
情
か
ら
す
る
と
、
政

教
分
離
に
違
反
す
る
よ
う
な
援
助
行
為
と

は
言
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
政
教
分
離
違
反
の
原
則
に
は
違

反
せ
ず
、
本
件
で
の
補
助
金
の
交
付
は
適

法
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
（
注
4
）。

B
さ
ん
　
安
心
し
ま
し
た
。
改
め
て
C
神

社
所
有
者
と
補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
解
　
説

注
1
　
最
高
裁
昭
和
52
年
7
月
13
日
判
決
民
集
31
巻

4
号
５
３
３
頁
（
津
地
鎮
祭
事
件
）
他

注
2
　
こ
の
判
断
基
準
は
目
的
効
果
基
準
と
呼
ば

れ
、
政
教
分
離
に
違
反
す
る
か
の
判
断
に
お
い
て
は

長
ら
く
目
的
効
果
基
準
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
最

高
裁
平
成
22
年
1
月
22
日
判
決
民
集
64
巻
1
号
1
頁

（
空
知
太
神
社
訴
訟
）
で
は
、
こ
の
基
準
を
用
い
ず

に
判
断
す
る
手
法
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
判
断
手

法
に
つ
い
て
の
解
釈
論
が
確
立
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
が
、
目
的
効
果
基
準
が
完
全
に
放
棄
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
宗
教
と
の
関
わ
り
が
相
当
と
さ
れ
る

限
度
を
超
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
事
案

に
応
じ
て
判
断
基
準
を
使
い
分
け
る
と
い
う
の
が
最

高
裁
の
姿
勢
と
考
え
ら
れ
る
（
令
和
3
年
2
月
24
日

に
出
さ
れ
た
最
高
裁
大
法
廷
孔
子
廟
違
憲
判
決
も
同

様
で
あ
る
）。
本
件
の
よ
う
な
宗
教
に
対
す
る
支
援

の
禁
止
が
問
題
と
な
る
事
案
で
は
、
目
的
効
果
基
準

が
な
じ
む
と
考
え
ら
れ
る
。

注
3
　
前
掲
津
地
鎮
祭
事
件
に
お
い
て
も
、
我
が
国

に
お
け
る
神
道
へ
の
宗
教
意
識
に
つ
い
て
「
元
来
、

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
多
く
の
国
民
は
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
は
神
道
を
、
個
人
と
し
て
は
仏
教
を

信
仰
す
る
な
ど
し
、
冠
婚
葬
祭
に
際
し
て
も
異
な
る

宗
教
を
使
い
わ
け
て
さ
し
た
る
矛
盾
を
感
ず
る
こ
と

が
な
い
と
い
う
よ
う
な
宗
教
意
識
の
雑
居
性
が
認
め

ら
れ
、
国
民
一
般
の
宗
教
的
関
心
度
は
必
ず
し
も
高

い
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
他
方
、
神
社
神
道
自
体

に
つ
い
て
は
、
祭
祀
儀
礼
に
専
念
し
、
他
の
宗
教
に

み
ら
れ
る
積
極
的
な
布
教
・
伝
道
の
よ
う
な
対
外
活

動
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
特
色

が
み
ら
れ
る
。」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。

注
4
　
政
教
分
離
違
反
で
あ
る
か
は
、
個
別
具
体
的

な
判
断
を
要
し
、
神
社
修
繕
の
た
め
の
公
金
支
出
は

適
法
で
あ
る
と
一
般
化
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で

あ
る
。
高
知
地
裁
平
成
10
年
7
月
17
日
判
決
で
は
、

神
社
社
殿
の
修
復
に
補
助
金
を
交
付
し
た
と
こ
ろ
、

神
社
の
位
置
づ
け
、
住
民
の
意
識
、
修
復
後
の
用

途
、
交
付
当
時
は
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
な

か
っ
た
こ
と
等
を
考
慮
し
、
政
教
分
離
違
反
と
判
断

さ
れ
て
い
る
。
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Ａ
町
教
育
委
員
会
B
さ
ん
　
当
町
で
は
、

文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
い
て
、
当
町
に

と
っ
て
重
要
な
文
化
財
を
町
指
定
文
化
財

に
認
定
し
、
そ
の
修
繕
費
用
の
一
部
を
当

町
か
ら
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
ま

す
。
当
町
に
あ
る
C
神
社
も
Ａ
町
指
定
文

化
財
に
な
り
ま
す
。
先
日
、
C
神
社
の
所

有
者
か
ら
、
C
神
社
の
神
殿
の
屋
根
や
扉

が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
修
繕
を
検
討
し

て
お
り
、
修
繕
費
用
の
一
部
を
町
の
補
助

金
で
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
の
ご
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
公
金
が
宗
教

的
な
建
物
で
あ
る
神
社
の
修
繕
に
使
わ
れ

る
も
の
で
す
か
ら
、
問
題
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

弁
護
士
　
確
か
に
憲
法
20
条
3
項
で
は
、

宗
教
団
体
に
特
権
を
与
え
る
こ
と
は
禁
じ

ら
れ
て
お
り
、
憲
法
89
条
後
段
で
も
、
宗

教
上
の
組
織
や
団
体
に
公
金
を
支
出
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
公
権
力
が
宗
教
性
を
帯
び
る
こ
と
な
く

中
立
を
保
つ
た
め
、
政
教
分
離
の
原
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
し
て

公
金
を
支
出
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
違
法

な
公
金
の
支
出
と
し
て
、
住
民
監
査
請
求

や
住
民
訴
訟
の
対
象
と
な
り
う
る
と
こ
ろ

で
す
。

B
さ
ん
　
そ
う
す
る
と
、
C
神
社
へ
の
修

繕
の
補
助
金
は
見
送
っ
た
方
が
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

弁
護
士
　
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
政
治
と
宗
教
は
分
離
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
我
が
国
で
は
、
宗
教
が
文

化
や
教
育
そ
の
他
色
々
な
社
会
的
側
面
と

密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
完
全
に
分
離
す

る
こ
と
は
困
難
と
い
え
ま
す
。

B
さ
ん
　
確
か
に
、
普
通
の
私
立
学
校
は

助
成
を
受
け
ら
れ
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
や

仏
教
系
の
私
立
学
校
が
一
切
助
成
を
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
不
都
合
で
す
ね
。

弁
護
士
　
そ
こ
で
判
例
上
も
宗
教
と
の
関

わ
り
が
相
当
と
さ
れ
る
限
度
を
超
え
な
い

限
り
政
教
分
離
の
原
則
に
は
違
反
し
な
い

と
の
解
釈
が
確
立
し
て
い
ま
す
（
注

1
）。
今
回
の
ご
相
談
の
よ
う
な
特
定
の

宗
教
へ
の
支
援
と
な
り
う
る
事
案
で
は
、

当
該
行
為
の
目
的
が
宗
教
的
意
義
を
持

ち
、
そ
の
効
果
が
宗
教
に
対
す
る
援
助
、

助
長
、
促
進
又
は
圧
迫
、
干
渉
等
に
な
る

よ
う
な
行
為
に
あ
た
る
か
ど
う
か
が
、
基

本
的
な
判
断
基
準
に
な
り
ま
す
（
注
2
）。

B
さ
ん
　
今
回
の
C
神
社
へ
の
補
助
金
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
修
繕
箇
所
は
神
社
の

神
殿
そ
の
も
の
で
す
し
、
C
神
社
の
修
繕

費
用
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
、
政
教

分
離
に
違
反
し
な
い
か
不
安
で
す
。

弁
護
士
　
政
教
分
離
違
反
か
ど
う
か
の
判

断
に
あ
た
っ
て
は
、
外
形
的
な
側
面
だ
け

で
な
く
、
一
般
人
の
宗
教
的
評
価
、
意
図

や
目
的
、
宗
教
的
意
識
の
有
無
、
程
度
、

佐々木　泉顕
（ささき・もとあき）

profile
弁護士法人佐々木総合法律事務所
札幌市中央区大通西 １１ 丁目  大通藤井ビル６階
TEL 011-261-8455　FAX 011-261-9188
・北海道町村会顧問
・一般社団法人札幌市医師会顧問
・北海道教育委員会顧問

弁護士 column

宗
教
的
建
造
物
の
修
繕
費
用
の
補
助
と

政
教
分
離
の
原
則
に
つい
て

　
最
高
裁
は
本
年
2
月
、
沖
縄
県
那
覇
市
が
儒
教
の
祖
・
孔
子
を
祭
る
「
孔
子
廟
」
の
敷
地
を
無
償
で
使
用
さ

せ
る
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
と
の
判
断
を
示
し
ま
し
た
。
憲
法
は
国
や
地
方
公
共
団
体
が
宗
教
的
活
動
を
し
た

り
、
宗
教
団
体
に
公
金
や
公
の
財
産
を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
今
回
は
A
町
教
育
委
員
会

の
職
員
と
弁
護
士
の
Q
＆
A
を
通
じ
て
、
文
化
財
保
護
や
祭
礼
に
対
す
る
関
わ
り
な
ど
、
行
政
の
現
場
で
も
慎

重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
政
教
分
離
の
原
則
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

弁
護
士　

佐
々
木
　
泉
顕
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03

04

寿都町

蘭越町

バジル香る焼酎「壽（ことほぎ）」を商品化
新たな特産品として定着を目指す

「らんこし米」のもみ殻を燃料に
農産物の通年栽培に向けて実証実験

　寿都町は、町内で特産化に取り組んでいる「風
のバジル」を活用した「バジル焼酎～壽（ことほ
ぎ）」を開発。2月に町内で販売を始めた。
　町内の湯別地区で昨年5月、バジルの水耕栽培
を開始した。耐寒性が弱いバジルは、九州や沖縄
など、気候が温暖な地域で栽培されている。風力
発電施設から供給される電力とバイオマスボイ
ラーを熱源として活用し、通年栽培を可能にした。　
昨年 10 月にはバジルを使った焼酎の開発をス
タート。醸造は二世古酒造（倶知安町）が担当
し、今年1月に完成した。　焼酎の主原料は道産
米で、仕込み時に「風のバジル」を3％以上用い
る。発酵や蒸留を経て、バジル独特の爽やかな香
りと、すっきりした飲み口を引き出した。銘柄に

　蘭越町はコメの生産で生じる「もみ殻」を燃料
として加工し、冬季も農産物を栽培するビニール
ハウスの暖房に利用する実証事業を進めている。
　町は食味に優れた「らんこし米」を地域ブラン
ドとして育てている。不要物であるもみ殻を活用
することで、冬季の農業収入確保につなげたい考
えだ。平成 31 年冬には、もみ殻燃料を使って暖
めたハウスでトマトの栽培を試行。日照不足など
の影響で収量は目標の1割、60㌔程度にとどまっ
たが、試供品のトマトを提供した飲食店などの品
質に対する評価は高く、地場産野菜の通年供給に
向けた期待も膨らんでいるという。令和2年度は
トマトのほか、リーフレタスやスペアミントを栽
培し、町内や近隣町の飲食店などに出荷した。

は町名の「寿」と、祝い事
や長寿を象徴する「壽」の
意味を込めている。
　720㍉㍑瓶で 1628 円（税込）。町内の商店や道
の駅で販売しているほか、飲食店でも提供してい
る。初回製造分の 500 本は、3月下旬までに 470
本を売り上げた。今後はふるさと納税の返礼品に
も活用するほか、バジルを活用した食品開発も検
討中だ。町産業振興課の河内圭吾主事は「寿都の
特産品として定着させたい。町の海産物ともよく
合うのでぜひ一緒に味わってほしい」と話す。

　今年2月にはハウスや燃料の製造設備を見学す
るモニターツアーを開催。教育旅行の受け入れや
蘭越産の食材を使った調理体験など、体験型観光
の推進に向けた意欲も高まっている。本年度は冬
場に農作物を栽培する農業者の募集や、もみ殻燃
料の一般販売、訪日外国人観光客向けのツアー開
催などの取組を進める方針だ。町総務課の坂口幸
夫主幹は「再生可能エネルギーを活用した農産物
の生産は容易ではありませんが、農業・観光の両
面で大きな可能性を秘めています」と話す。

町が特産化を進める
「風のバジル」

バジル焼酎「壽」は
炭酸水やレモンとも
相性抜群

もみ殻を 10 分の1に
圧縮して燃料棒を製造

モニターツアー
では栽培の現場
も見学した
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市町村の動き

01

02

滝川市

恵庭市

農村環境改善センターをリニューアル
多世代の住民が集う交流拠点に

手のひら認証で図書を貸し出し
市立図書館恵庭分館がカードレス化

　滝川市江部乙地区にある農村環境改善センター
が改修工事を終え、地域住民の新たな交流拠点と
して昨年 12 月にリニューアルオープンした。
　市は昭和 52 年に開館した同センターの在り方
について再検証を進め、平成 30年には地域住民ら
20 人による懇談会を設置。地域の高齢化が進む現
状を踏まえて「世代を超えて、誰でも気軽に集ま
れる場所を設置してほしい」といった意見があっ
たことを反映して、改修の基本計画を策定。令和
2年5月に着工し、10 月末に改修を完了した。
　屋内に新設した「集いの広場」は、自由に利用
できる椅子やテーブルを設置し、住民が読書や打
ち合わせに訪れている。図書コーナー「えべおつ
出会いの森」と江部乙資料コーナー「あーと＆ひ

　恵庭市教委は、市立図書館恵庭分館のリニュー
アルに合わせて、手のひらの静脈を読み取って個
人を認識する図書貸し出しシステムを導入した。
　あらかじめ手のひらの静脈の情報を登録してお
くことで、利用者カードを持っていなくても、2
台の自動貸出機に手のひらをかざすだけで貸出や
予約の手続きができる。4月 12 日現在で 828 人
が登録している。従来どおりカードによる手続き
も行う。市教委は利用者の反応をみて、市立図書
館本館や他の分館での導入も検討する。
　市内の複合施設「えにあす」にある分館は、閲
覧場所が狭く、従来は共有スペースでの閲覧には
貸し出し続きが必要だった。市は分館と共有ス
ペースの仕切りを撤去。施設の入口にゲートを設

すとりーぼっくす」
も併設し、自由に利
用することができる。　
また、江部乙出身の
日本画家・岩橋英遠
を紹介するコーナー
も新たに設けた。
　江部乙地区コミュニティセンターの老朽化に伴
い、児童館などの機能も移転、集約した。毎月1
回、市の保健師らによる高齢者向けの出張相談も
行っている。同センターの岩田肇館長は「地域住
民と連携し、交流を生み出すさまざまな事業の準
備を進めています。多くの江部乙ファンを集める
ような魅力的な活動を目指したい」と話す。

置し、ゲートの内側なら手続きなしで蔵書の持ち
歩きを可能にした。2月1日から1カ月間、同分
館を臨時休館として、全ての蔵書にＩＣタグを埋
め込むなどの準備作業を進めてきた。所蔵検索機
を1台設置し、約 500 件の雑誌や新聞、電子図書
などが閲覧できるタブレット5台も導入した。
　市教委の黒氏優子・読書推進課長は「貸し出し
手続きがとても便利になったと好評です。幅広い
世代の住民が気軽に図書館に立ち寄り、読書を楽
しんでもらうきっかけになれば」と話している。

明るく広々とした
「集いの広場」

日本画家・岩橋英遠のアト
リエを再現したコーナー

自動貸出機で手のひら
認証を行う様子

仕切りをなくし、共有スペース
との行き来も自由に
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旭川市

音威子府村

道内最大級のｅスポーツ拠点に
ローカル５Ｇ活用のＩＣＴパークが開業

ふるさと納税返礼品に「線路の石」を
旧天北線を支えた「石」で宗谷本線を活性化

　旭川市は、最先端のＩＣＴ（情報通信技術）を
体験できる「ＩＣＴパーク」を2月にオープンし
た。コンピューターゲームの腕前を競う「ｅス
ポーツ」の競技大会やプログラミング教室などの
イベントが開催され、市内外の関心を集めている。
　市はＮＴＴ東日本などと連携して、ｅスポーツ
を核とする中心市街地のにぎわいづくりや人材育
成に取り組んでいる。かつて映画館だったビルの
一部をＩＣＴの拠点施設とし整備した。総務省の
実証実験として高速・大容量通信が可能な次世代
通信規格であるローカル５Ｇを活用している。
　ローカル５Ｇを活用したｅスポーツ施設として
は全国初。大型ＬＥＤビジョンと観客席を備えて
おり、遠隔地の選手とオンラインで迫力あるゲー

　「返礼品は線路の石？」。音威子府村は、平成元
年に廃止された旧天北線の路盤に敷かれていたバ
ラスト（砕石）の缶詰を、ふるさと納税の返礼品
に加えた。鉄道ファンらの支援を得て、村内にあ
る無人駅の管理費を捻出しようという試みだ。
　音威子府駅で宗谷本線から分岐した旧天北線の
線路跡地は現在、村有地となっており、バラスト
がそのまま残っている。表面の汚れを洗い落とし
てから、コーティング処理を施し、村の施設で直
径7㌢の缶に詰める。1万円以上の寄付者に返礼
品として贈られ、化粧箱に入れて発送している。
　「線路の石の缶詰」は、新潟県の「えちごトキめ
き鉄道」が商品化しているが、自治体がふるさと
納税の返礼品に採用したのは全国で初めてとい

ム対戦ができ、演劇など双方向イベントの開催も
可能だ。高性能パソコンを備えた「トレーニング
ジム」では、小中学生向けのプログラミング教室
も開催する。ＡＩ（人工知能）などの実用化に向
けた実証実験を行う企業向けスペースもある。
　市経済部の野澤和広経済企画係長は「道北の若
者や子ども、家族連れなどが集まる施設を核に中
心市街地のにぎわいづくりにつなげていきます。
ＩＣＴを活用した企業の効率化や人材育成など多
方面で効果が期待できます」と話している。

う。村の住民グルー
プが同鉄道の許可を
得て、村に提案した。
　これまでに、沖縄
県など全国 35 都道
府県から約 100 件の
寄付の申し込みがあった。寄付金は村内にある3
つの無人駅の維持管理やＪＲ宗谷線の積極的な利
用を呼び掛けるＰＲ費用に充てる。村総務課地域
振興室の横山貴志係長は「かつて鉄路を支えてい
た石をお届けすることで、地方にある鉄路や駅を
『みんなのもの』と捉え、より多くの人たちで支
えていくきっかけにしたい。全国からの支援を一
つの形にしていきたい」と期待を語る。

返礼品となる
「線路の石の缶詰」

村有地の線路跡から石を採取

ｅスポーツ会場は、
縦3㍍・横5㍍の大
型ビジョンと 180 席
の観客席を備える

2月に開催した小学生向けプ
ログラミング教室。コミュニ
ケーションロボットＳｏｔａ
で技術を楽しく学ぶ
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苫小牧市

むかわ町

苫小牧市こども相談センターを開設
市の児童相談部門と道の児童相談所が同居

土砂・汚泥の除去作業を迅速に
災害復旧用特殊機械を五者連携で開発

　苫小牧市こども相談課（旧こども支援課相談
係）と道の室蘭児童相談所（児相）苫小牧分室が
同居する複合施設「苫小牧市こども相談セン
ター」が、1月に業務を開始した。
　道や政令指定都市の札幌市が設置した児相は、
道内9カ所。児童福祉法に基づく一時保護などの
権限や専門的な機能を有する。苫小牧市は、道の
室蘭児相の管轄で、虐待通告件数は、同児相管内
の半数を占めている。しかし、60㌔離れた室蘭児
相による迅速な対応が難しいという課題があった。
　このため、市は室蘭児相苫小牧分室の開設を要
望し、道内で初めて児相と市町村の児童相談部門
が同居する複合施設が実現。児相分室は、苫小牧
市と胆振東部4町、日高管内7町を管轄。児童福

　むかわ町は昨年 11 月、道内企業や研究機関と
の間で「災害復旧用特殊機械の研究開発に関する
五者連携協定」を締結。災害時の土砂や汚泥の除
去を迅速化する特殊機械の開発を支援している。
　平成 30 年の北海道胆振東部地震を経験したむ
かわ町は、北見工大や苫小牧高専と災害復興など
に関する包括連携協定を締結。さらにコンクリー
トポンプに関する特許を持つ株式会社とませい
（苫小牧市）、地域商社エムディノ（むかわ町）を
加えた五者により、新たに連携協定を締結した。
　災害で発生した土砂や汚泥の除去は、人手に頼
るか、数千万円もする自走式の特殊ポンプを使う
必要があり、作業の迅速化や機械化が課題だ。胆
振東部地震など、道内の災害現場で支援を経験し

祉司や児童心理司など専門知識を持つ職員が勤務
している。市こども相談課も専門相談員を配置、
在宅によるケースワークなどを支援する。両組織
が同じ施設内で業務を行うことで、双方の権限や
機能を活かした連携が可能となり、虐待対応の迅
速化や効果的な支援を可能とする体制となった。
　市こども相談課の齋藤健巳課長は「日常から情
報交換を密にできる効率的な体制となり、一緒に
相談に対応することも増えました。虐待の未然防
止や迅速な対応など、子供の安全につながる取組
に一層力を入れていきたい」と話している。

たとませいは、工事現
場で使われる生コンク
リートポンプ車などに
取り付け、土砂などの
撤去に活用できるユ
ニット式特殊機械の開
発に着手。機械の実証実験を重ねている。北見工
大と苫小牧高専は、土砂の搬出方法などの研究を
進めている。
　実用化を実現した段階で町は全国の自治体に対
する周知を、エムディノが販売を担う方針だ。町
情報防災グループの粟田純樹主任は「大きな地震
を経験したむかわ発の産業技術として、全国で自
然災害の復旧に役立ててもらいたい」と語る。

施設内にある市の相
談室～市、児相それ
ぞれの相談室がある

北見工業大学の「地域と歩
む防災研究センター」によ
る土砂搬出に関する研究

1月に業務を開始した複合施設。
オレンジリボンは児童虐待防止の
シンボル。189 は児童相談所全国
共通の虐待対応ダイヤル

株式会社とませいによる
コンクリートポンプ車を
使用した実証実験
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P o l i s y  I n f o r m a t i o n

11

12

清水町

羅臼町

行政らしくない動画が見どころです
清水町公式「うっちゃんねる」開設

防災バッグを全世帯に配付
避難所の新型コロナ対策にも活用

　清水町は動画投稿サイト・ユーチューブに専用
チャンネル「十勝清水町うっちゃんねる」を開設
した。動画の企画から撮影、編集、公開まで、全
ての作業を町の若手職員や地域おこし協力隊員が
担当し、町の産業や文化、スポーツ、グルメ、絶
景スポットなど、町の魅力を紹介している。
　新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、町内
でもイベントの中止や延期が相次ぎ、町の魅力を
アピールする機会が減るなか、地域情報を発信す
る新たな場として同チャンネルを開設した。
　動画では、町鳥のウグイスを擬人化したキャラ
クター「うっちゃん」が案内役を務める。町が主
催した地元食材を使ったレシピコンテストを紹介
する動画は、ニュース番組をイメージした構成を

　羅臼町は1月、災害時の避難に役立つ防災バッ
グを全 2080 世帯に配付した。マスクや体温計、
消毒用ジェルなど、避難所での新型コロナウイル
スの感染防止対策に役立つグッズも入っている。
　容量 35㍑のバッグは、町のロゴマークを入れ
た特注品。保温用ブランケットやレインコート、
携帯トイレとともに、必要な非常持出品を住民自
身がチェックできるクリアファイルも同梱した。
　町は防災行政無線戸別受信機の全戸配付や、登
録制防災情報メールによる情報提供をはじめ、食
料や生活用品、応急対応資機材などの備蓄品整備
に取り組んでいる。一方で新型コロナウイルス感
染症の全国的な流行が続き、避難所などの感染防
止対策が急務となるなか、マスクなどの感染予防

工夫するなど「良い意味で『行政らしくない雰囲
気』を心掛けている」（町企画課）という。
　最近では、新1万円札の肖像画に採用され、町
の開拓にも尽力した実業家・渋沢栄一との結び付
きや、町内に伝わる渋沢直筆の書を紹介する動画
もアップロードした。町企画課企画統計係の木村
翔主事は「動画を通じて、清水に住む人たちに地
域の魅力を再認識してもらうことができれば。町
外の人にも清水町の歴史や魅力を知ってもらう
きっかけにしていきたい」と話している。

グッズを収めた防災バッ
グの配付を決めた。
　町内では近年、豪雪や
土砂崩れなどで集落が孤
立する災害も相次いでお
り、防災バッグは住民に
好評で、さまざまな非常
持ち出し品をバッグに詰
め込み、災害発生に備える住民も多いという。
　町総務課の黒田一気主事は「防災バッグを使う
機会が無いのがいちばんですが、災害はいつ起き
るか分かりません。今回の配付が防災意識を高め
ることにつながれば。今後も非常用持出品の準備
などの情報の提供を続けていきたい」と話す。

バッグ内のグッ
ズの一部（左）
と防災バッグ

バッグに同梱した防災
クリアファイル

公式チャンネル
開設のお知らせ

ニュース番組をイメー
ジした動画で食の魅力
のアピールも
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市町村の動き

09

10

幌延町

興部町

地場産材の新たな可能性に注目
ミズナラの熟成樽でこだわりのワインを

世界初の実用化に向けて連携協定
メタノールでエネルギーの地産地消を

　幌延町は平成 28 年度から、町内産のミズナラ
材でワイン樽を製作し、熟成したワインや純米酒
の商品化に取り組んでいる。このほど出荷にこぎ
着けた第二弾の赤ワインも好評を集めている。
　ワイン樽の製造に使われるオーク（ナラ）材の
品質は、ワインの風味を大きく左右するといわれ
ている。一方、国内で流通する樽の多くは、海外
産のオーク材が使用されているのが現状だ。
　町は特産品開発の一環として、町内にある北海
道大学天塩研究林と包括連携協定を結び、研究林
に自生しているミズナラを活用したワイン樽の製
作に乗り出した。道内の酒造会社やワイナリーと
も連携して、ワインのほかにも、純米酒や米焼酎
の商品化に取り組んでいる。平成 30 年には第一

　興部町は、バイオガスプラントで生成したメタ
ンガスからメタノールを製造する光化学プラント
の実用化に向けて、大阪大学やエア・ウォーター
北海道、岩田地崎建設と連携協定を締結した。
　町は令和2年度、阪大との共同研究で、バイオ
ガス中のメタンをメタノールに変換することに世
界で初めて成功。メタノールを中心とするエネル
ギーの地産地消に向けた取組を進めている。
　公共施設や水産加工場、電気自動車の充電施設
などに設置した燃料電池にメタノールを供給し、
施設や車両の電源として活用することを目指す。
町の試算によると、公共施設や水産加工施設は全
てのエネルギーを供給できる。また、温室効果ガ
スの削減効果は、二酸化炭素換算で2万6千㌧、

弾となる「ミズナラ樽熟成ワイン 2017」を初め
て出荷した。ワインなどは、町内の酒店で販売し
ているほか、町がふるさと納税の返礼品にも活用
している。
　昨年 10 月に出荷を迎えた「ミズナラ樽　熟成
ワイン 2019」は、浦臼産のブドウを使用した赤
ワインで、600 本の限定醸造。ミズナラ樽による
熟成を経て、独特のコクと酸味を引き出した。町
企画政策課の梶淳・地域振興係長は「今後も地場
産のミズナラ樽を活用した特産品開発を続け、よ
り多くの人に味わってもらいたい」と話している。

経済効果は 35 億円に上るという。
　町は平成 28 年、町内の牧場で発生する家畜ふ
ん尿を活用したバイオガスプラントを建設した。
再生可能エネルギーの固定価格買取制度（ＦＩ
Ｔ）を活用した売電期間終了後も、継続して収益
を確保することが課題になっている。町は令和5
年度までにパイロットプラントを建設、12 年度
以降の実用化を視野に入れる。硲一寿町長は「民
間企業の活力で売電に代わる新たなバイオガス活
用の研究が加速することを期待したい」と語る。

2月9日に行われた連携協定の締結式（左から、硲町
長、石山孝司エア・ウォーター北海道常務、岩田圭剛岩
田地崎建設社長、大久保敬大阪大学教授）

町内産のミズナラ材で製造した樽

ミズナラ樽熟成ワインは、
ふるさと納税の返礼品に
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1 取組に至る背景・目的
　由仁町の農家戸数及び農業就業人口は年々減少を続
け、農業従事者の高齢化が進行するともに、後継者不
足が深刻化しており、産地としての生産基盤が脆弱化
している。このような状況の中、農業・農村を持続的
に維持・発展させていくためには、急速に進展してい
る自動操舵小型無人航空機（ドローン）等の先端技術
を取り入れた営農システムである「スマート農業」を
活用した新たな農業モデルを構築し、省力化や生産性
の向上、高品質の農産物生産を図っていくことが必要
である。

2 調査研究の組織体制
（1）名称：由仁町スマート農業加速化調査研究会
　　（事務局・由仁町産業振興課）
（2）�目的：農業者、農業関係機械等のメーカー、研究

機関、関係団体等が交流・連携し、由仁町の強い
農業づくりの実現に向け、生産性の向上や省力化
等を図ることができるスマート農業普及の機運を
高め、農業者によるＩＣＴ等の先端技術の活用を
加速させる取組の推進を図ることを目的として設
置した。

3 具体的内容と効果
　基幹作物である水稲・小麦栽培農業者におけるス
マート農業の本格的な現場実装に向けた取組を進める
ため、北海道の水田地帯において検証実績の無い、最
新の自動操舵小型無人航空機（ドローン）を使った農
薬散布における使用時の安全性確保並びに省力化の検
討、センシング技術導入による生産性の向上につい
て、調査検証を行い、由仁町に適したスマート農業の
現場実装の推進を図ることを目的として本事業を実施
した。具体的な実施内容は①ドローン導入前と導入後
の農薬散布作業効果の調査と検証②ドローンを活用し
たほ場撮影・画像解析を行うモニタリング、ほ場から
のサンプル取得による収量予測の実施③調査検証結果

を踏まえた次年度以降の課題の把握、調査内容等につ
いて検証した。
　実証事業を通じて、北海道の水田地帯において検証
実績のないドローンを活用した農薬散布における安全
性の確保並びに作業工数の低減、センシング技術導入
によるほ場内の生育の解析など、由仁町に適したス
マート農業の本格的な現場実装に向けた利用の可能性
を検証することができた。また、異なるほ場での特殊
な設定の標準化といった、今後の利活用、普及に向け
ての課題を抽出し、課題解決に向けた検証内容を把握
することができた。

4 今後の展開
　実証事業で抽出した課題を踏まえ、令和3年度も引
き続き、ドローンを使った安全性の確保並びに省力化
の検討、センシング技術導入による生育解析に基づく
生産性の向上・ほ場改善策等について、調査検証を行
い、ドローンの機能を最大限に活用するための「使い
方」や「設定方法」といった「誰でも同レベルの成
果」が得られるよう、オリジナルの標準書やデータ
ベースなどを還元し、町内でのスマート農業の本格的
な現場実装に向け、新たな参加者を加えつつ、継続的
な調査検証を進めていく必要がある。

ドローンによる農薬空中散布の様子

令和2年度　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告

自動操舵小型無人航空機（ドローン）を活用
した農薬散布やセンシング技術の確立を図る

人口：4,919 人（令和3年3月現在）
担当：産業振興課

01 由仁町スマート農業加速化実証事業
由仁町 POINT
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1 事業の目的
　人口減少や少子高齢等の多様な地域課題に対応し
て、道内市町村が実施するソフト事業のうち、高い
先駆性やモデル性を有すると認められる調査研究や
実証プロジェクト等の事業に助成するとともに、そ
の成果を公表し、道内市町村のまちづくりに役立て
てもらうことを目的としています。

2 助成対象
　単独の市町村または複数の市町村が共同で実施す
る広域事業（いずれも札幌市を除く）。

3 助成期間
　原則として継続する2年以内。単年度ごとに事業
内容等を個別に審査し、助成決定を行います。

4 助成額
　上限額 500 万円　下限額 50 万円
　申請件数は1市町村1件（単独事業1件、広域事
業1件）までとします。

5 助成の要件
（1）調査研究会の設置
　行政、住民、大学教授等の学識経験者で構成する
調査研究会を設置すること。

（2）事業の財源等
　国・道等の交付金や補助金の交付を受けていない
市町村の一般単独事業であること。

（3）留意事項
　団体等に補助金等を交付して実施する事業は、本
助成金の対象になりません。
　また、寄付金や地方債を財源に実施する事業は助
成対象になりません。

（4）助成対象外経費
　食糧費、賃金及び職員費、備品購入費、修繕費、
工事請負費

6 助成対象事業
（1）少子・高齢化等対策の推進　　
（2）高度情報化の推進　　（3）地域公共交通の確保
（4）地場産業の振興　　　（5）地域資源の活用　　
（6）広域連携の推進

7 審査の主なポイント
（1）先駆性
　道内他市町村のモデルまたは参考となり得る事業
であること。

（2）発展性
　道内他市町村への波及効果が期待できる事業であ
ること。

（3）的確性
　地域ニーズを踏まえ、的確で着眼点に優れた事業
であること。

（4）実現性
　事業の効果と継続性が見込まれるものであること。

（5）総合評価
　審査ポイントを総合的に勘案し、助成の支援の必
要性及び優先度を採点方式により評価します。
　評価の優れた事業から順に予算の範囲内で採択し
ます。なお、広域事業については優先的に採択する
ものとします。

（6）その他
　当協会が実施する助成事業（いきいきふるさと推
進事業助成金）や研修支援事業（地域づくりセミ
ナー開催支援金、市町村職員まちづくり研修会開催
支援金）との併用や同時申請はできません。

� ※令和3年度（2021 年度）の助成申請は終了しています。

　北海道市町村振興協会は「先駆的調査・実証プロジェクト推進事業助成金」として、市町村
が実施する調査研究や実証プロジェクト等の取組を支援しています。第 35 号と第 36 号では、
令和2年度（2020 年度）に助成金を交付した 11 市町村の事業について、中間報告及び実績報
告の要旨を掲載します。中間報告書及び最終報告書の本編は当協会ホームページ（協会の事業
／助成事業）に掲載しています。

先駆的調査・実証プロジェクト
推進事業助成金の概要
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1 取組に至る背景・目的
　近年、公共交通の利用者は、自家用車の普及や人口
減少などの要因により、減少傾向にある。さらに今
後、団塊世代と言われる 70 歳代の住民を中心に運転
免許証の返納等が進むことで、交通手段を持たない交
通弱者が急増することが想定される。
　このような状況において、地域のニーズに合った交
通サービスを適切に提供し、交通不便地域の解消に取
り組み、町と事業者、住民の協働により、将来にわた
り持続可能な公共交通システムの構築を目的とする調
査実証事業を実施し、中間報告を取りまとめた。

2 調査研究の組織体制
　令和2年6月に「上ノ国町地域公共交通調査研究
会」を設置した。上ノ国町副町長、国土交通相北海道
運輸局及び北海道檜山振興局の職員、町内に路線を有
するバス事業者（函館バス）、町内の運送事業者、連
合町内会長、商工会長、観光協会長、社会福祉協議会
長を構成メンバーとし、各分野から幅広く意見を募る
とともに、調査協力機関として東京大学先端科学技術
研究センターの協力を得て、利用者データ等の詳細な
分析と検証を進めることとした。

3 具体的内容と効果
　交通系ＩＣカードを活用し、住民を対象として、町
内で運行する路線バスの運賃定額化（1乗車当たり定
額 100 円）を図ったほか、町内エリアにおけるフリー
乗降化、町内温泉施設への乗り入れ、商店街エリアの
停留所統合を実施した。路線バス利用者の利便性向上
に伴い、2019 年度と 2020 年度の利用者数を比較した
結果、新型コロナウイルス感染症の流行拡大に伴う緊
急事態宣言が発出された 2020 年4・5月を除いて各
月とも増加した。本事業の実施により、路線バスの利
用者が増加したほか、地域住民の公共交通に対する意
識変化をもたらしたものと考えられる。また、商工会
と連携することにより、ポイント交換・ポイント
チャージ機の設置を実施し、町内でＩＣカード決済が
利用できる4つの事業者が誕生した。地域住民や観光
客等のキャッシュレス決済による利便性の向上を図る
ことで、今後は交流人口の拡大や地域経済への波及効
果も期待される。また、ポイント交換・ポイント
チャージ機の設置による「上ノ国健康ポイント事業」
など、町の各種施策と公共交通の持続に関する取組を
連動させるための環境整備が進んだ。

4 今後の展開
　今後も地域住民の公共交通に対する意識の啓発、Ｉ
Ｃカード決済可能事業者等の増加によるキャッシュレ
ス化の推進を継続していくとともに、令和2年度に実
施した実証実験のデータを活用し、東京大学先端科学
技術研究センターとの連携により、クロスセクター効
果の検証を含めた詳細な分析、検証を行うことによっ
て、将来にわたり持続可能な公共交通体系の構築を図
り、住み慣れた地域で暮らし続けられるまちを目指し
ていく。

令和2年度　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告

路線バスの運賃定額化によりバス利用客の増加
を図る。持続可能な公共交通システムを目指す

人口：4,541 人（令和3年4月現在）
担当：総務課

03 上ノ国町生活交通路線調査実証事業
上ノ国町 POINT

上ノ国町内を運行する路線バス
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1 取組に至る背景・目的
　当別町が進める木質バイオマス活用の一環として、
通常産業廃棄物などで処分する「河川支障木」などの
バイオマス資源を利用した木質燃料（チップ）製造及
び成分分析や燃焼試験など専門的な調査研究を行うこ
とにより、地域内における木質燃料製造など、地域の
資源を活かした新産業の創造や雇用の創出による地域
活性化の動きを拡大するとともに、他自治体などにお
いて本調査研究の成果を活用した取組を波及させるこ
とにより、道内における地域資源の活用に資すること
を目的として調査研究事業を実施した。

2 調査研究の組織体制
　本調査研究の実施に当たっては、当別町のほか、森
林管理署、北海道庁、地域の林業事業体や関係団体の
ほか、道内の研究機関で構成する「当別町木質バイオ
マス地域アライアンス調査研究会」を設置した。発注
前に事業内容に対する意見聴取を行った上で、公募型
プロポーザル方式による発注を行い、審査の結果、選
定された最優秀者と業務委託契約を締結し、実施し
た。また、調査研究会は、委託業務期間中においても
3回開催した。

3 具体的内容と効果
　通常産業廃棄物などで処分する「河川支障木」に着
目し、木質燃料（チップ）への活用を目指し、次の調
査を実施した。
（1）�河川支障木の状態把握調査：河川支障木の伐採現

場の状況や支障木の状態などの調査
（2）�河川支障木の運搬調査：伐採現場〜中間土場、伐

採現場〜需要施設などにおける運搬コストの調査
（3）�河川支障木のチップ化調査：河川支障木のチップ

化の手順やコストの調査
（4）�チップの分析調査：河川支障木由来のチップの成

分分析や燃焼試験の調査
（5）�実機による燃焼試験等：公共施設に導入した木質

チップボイラを使用した燃焼状況の確認及び燃焼
時に発生する焼却灰の有効利用に向けた検討

　これらの調査では、チップの品質を大きく左右する
「含水率」に関する調査や、チップの取引形態に関す
る整理、燃焼灰の有効利用に向けた検討などに取り組
み、その成果を基に、本町における木質バイオマス活
用の取組を推進した。本事業により、河川支障木の木
質燃料への活用及び地域における利用を進める際の課
題やその解決手法の検討を行うことができたことは、
地域における多様な木質バイオマス資源の活用に向
け、大きな効果があった。

4 今後の展開
　調査研究事業の成果を踏まえ、令和2年度に町内の
公共施設で導入した木質チップボイラによる燃焼試験
において、河川支障木由来のチップは問題なく燃焼す
ることができた。本事業による効果もあり、地域内で
の河川支障木等の有効利用について、地元事業者や
国、道などの機関に対し徐々に浸透してきているとこ
ろであり、今後、令和4年度に開校予定の「一体型義
務教育学校」に木質チップボイラを導入するなど、地
域におけるエネルギーの地産地消の取組を推進すると
ともに、近隣自治体に立地する大規模バイオマス発電
所へのチップ販売を拡大するなど、チップ製造事業の
事業化をさらに推し進めることにより、地域活性化に
つなげていきたい。

令和2年度　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告

河川支障木をバイオマス資源として有効活用
することで、新産業の創造や雇用の創出を図る

人口：15,498 人（令和3年4月現在）
担当：経済部エネルギー推進室

02 河川支障木チップ製造調査研究事業
当別町 POINT

河川支障木を原料とするチップの保管
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1 取組に至る背景・目的
　南富良野町は、かなやま湖・空知川の観光資源保全
活動への取組として、かなやま湖では昭和 43 年から
ワカサギ卵の放流事業を実施している。近年はワカサ
ギ釣りが人気を博し、毎冬多くの釣り人が湖を訪れて
いるが、ゴミの不法投棄などの環境問題、テント内で
の一酸化炭素中毒による死亡事故など、さまざまな問
題が表面化している。また、湖・河川で生息している
絶滅危惧種のイトウの保護に向けて、町は平成 21年
度に「南富良野町イトウ保護管理条例」を制定したが、　
釣魚の持ち帰りなど、条例に反した行動も確認されて
おり、保護を強化するための新たな対策が必要となっ
ている。このため町は、イトウやワカサギの持続的な
資源確保や環境保全を可能とするため、調査研究事業
を実施し、その成果について中間報告を取りまとめた。

2 調査研究の組織体制
　町、観光協会、商工会、振興公社、イトウ保護団
体、町内アウトドア等事業者（5社）、釣具メーカー、　
北海道開発局、北海道、北海道立総合研究機構さけま
す・内水面水産試験場の 14 の組織で構成する「かな
やま湖・空知川観光資源持続的保全調査研究会」を設
置し、調査研究事業に取り組んでいる。

3 具体的内容と効果
　令和2年度の調査研究事業で実施したイトウの生息
数調査では、産卵床数が 330 床と回復の兆しが見えた
ものの、かなやま湖では数年前からエサ資源量減少の
影響が疑われることから、今後の状況を注視する必要
がある。
　ワカサギ生息数については氷上ワカサギ釣り客への
釣果調査から1回あたり 100 匹以上を釣り上げている
人が全体の約3割を占めるなど、平成 28 年の豪雨災
害以降、生息数が回復しつつあるものと推測される
が、イトウの生息数調査との関係も注視しつつ、引き
続き資源の確保に向けた取組が必要である。

　地場産ワカサギの活用に向けた資源確保方法の確立
を目指し、かなやま湖のワカサギから卵を採取し、新
たに導入した生態研究用装置で生育を開始することが
できることを実証することができた。令和3年度は網
走湖産、屈斜路湖産のワカサギ卵の活用に加え、かな
やま湖で採卵魚の特別採捕を行い、地場産ワカサギの
自然産卵、採取を試みながら、受精卵発眼までの生育
作業に取り組み、放流、資源確保につなげていく。
　また、事業採算性の確保を前提とした持続可能なス
キームの造成を目標に、新たなルールの導入検討に当
たり実施した、氷上ワカサギ釣り客へのアンケート調
査及び来場車両数調査結果から、釣り人のニーズと釣
り場環境の維持に向けた負担の発生についての理解度
を確認できたことから、令和3年度の調査研究事業に
おいて、新たな制度設計に向けた検討を進めることと
した。

4 今後の展開
　令和3年度も引き続き、かなやま湖や空知川に生息
するイトウやワカサギの生態調査を実施するととも
に、かなやま湖のワカサギ活用に向けた生態研究用装
置（付着沈性卵用孵化装置）を活用し、受精卵発眼ま
での生育作業を実施し、放流事業につなげるととも
に、持続可能な資源確保スキームの確立を目指す。ま
た、イトウやワカサギの持続的な資源確保につなが
る、釣り客等を対象とした新たなルール導入に向け
て、今年度実施した各種調査結果を活用し、研究会に
おいて検討、協議を進めていく。

令和2年度　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告

イトウやワカサギの資源確保と生息環境の保全
を図り、アウトドア観光の活性化につなげる

人口：2,357 人（令和3年3月現在）
担当：企画課商工観光係

05 かなやま湖・空知川観光資源持続的保全調査研究事業
南富良野町 POINT

生態研究用装置でのかなやま湖産ワカサギ卵の生育実証作業
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1 取組に至る背景・目的
　総務省の調査によると、数多くの地方公共団体で行
政評価が導入されているが、小規模団体では4割程度
の導入となっている。また、従来の現金収支にとどま
らない、フルコストの財政状況が把握でき、コスト構
造を比較できる仕組が必要である。
　こうした中、小規模団体における持続可能な行財政
運営の実現に向けて、公会計の活用の促進、公共施設
等の適正管理を推進するために、業務手順やセグメン
ト分析資料の作成、他団体との比較を可能とするため
に今後必要となる視点を検討することを目的に調査研
究事業を実施し、令和2年度の事業成果について、中
間報告を取りまとめた。

2 調査研究の組織体制
　財政のマネジメント機能を強化し、効果的・効率的
な財政運営を可能とするだけでなく、自らの自治体の
財政を的確に分析・診断するノウハウなどについて検
討を行うため、学識経験者、監査法人、住民、鷹栖町
で構成する「鷹栖町行財政改革研究会」を立ち上げ、
課題の整理や、公会計情報の活用方法（セグメント分
析導入までの手順及び手法）を検討した。
　検討の結果、住民満足度のさらなる向上に資する評
価の仕組み作りを実現するための具体的な取組とし
て、公会計情報を活用できている状態を目指している。

3 具体的内容と効果
　研究においては、最初に現状の固定資産台帳更新体
制について検討を行った。本町の固定資産台帳更新に
ついては、これまで
外部委託業者が管
理・更新を行ってい
たものの、今後の行
財政運営のことを考
慮すると、セグメン
ト分析（施設別財務

書類の作成）実施にあたっては、各施設の情報は庁内
で管理することが重要ととらえ、これを内製化するた
めに固定資産台帳更新フロー案の検討及び固定資産台
帳更新に必要な各種の帳票整備を行った。
　次に、公会計情報と公共施設マネジメントの一体的
推進のために、これまで個別に管理されており、連携
がなされていなかった両情報を紐づけるための様式及
び資料を整備した。具体的には、公共施設マネジメン
トで使用する総合管理計画及び個別施設計画に記載さ
れている施設の施設番号と、固定資産台帳に記載され
ている施設の施設番号を一元化し、当該コードにより
両情報を紐づけて管理する「施設マイナンバー」を設
定した。
　最後に、セグメント分析実施のための事前準備のた
め、予算と施設をリンクさせる情報を付加した。当該
情報の付加により、歳入・歳出執行情報、公会計情
報、公共施設マネジメントに関する情報の三者が、結
ばれることとなった。
　これらの取組により、公会計による固定資産台帳更
新及び財務書類作成を自団体で実施するための基盤整
備及び、公会計情報と各種の施設マネジメント情報を
紐づけるための情報連携基盤の整備が主な成果となっ
た。

4 今後の展開
　自治体規模が小さい団体においても限られた職員で
公会計業務を内製化し、職員の人事異動があっても公
会計業務を継続的に実施可能な業務手順を取りまと
め、各団体が自分たちで公会計業務を実施できるよ
う、業務の標準化・マニュアル化を進めたい。
　また、同時並行で、公会計業務情報の活用成果の
公表様式として、少ない労力で、集計・分析可能な
セグメント分析のフォーマットを作成することを考
えている。今後の目標は、当該フォーマットに基づ
いてセグメント分析資料を公表することで、北海道
内の小規模団体間で、各施設に関するコスト情報等
の比較分析が、容易となるようにつなげていきたい。

令和2年度　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告

公会計業務の内製化に向けて─小規模市町村
における持続可能な行財政運営を目指す

人口：6,734 人（令和3年3月現在）
担当：総務企画課

04 小規模団体における財政マネジメント強化体制構築調査研究事業
鷹栖町 POINT

行財政改革研究会の様子
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令和２年度調査研究事業─「地域づくり事例集」を発行しました
　道内外の地域づくりの取組を調査し、本道の市町村において今後の参考となる先
進的事例を紹介する「地域づくり事例集 2020」を発行しました。「住みたい」「住
み続けたい」まちを目指して─を基本コンセプトに①優しく安全な地域づくり②住
みやすさと活力を支える社会基盤③アウトソーシングなどの業務効率化─といった
３つのテーマを設定し、道内外 19 市町村の事例を紹介しています。各市町村の企
画担当課等に冊子を送付しました。また、協会ホームページ（トップページ⇒協会
の事業⇒調査研究事業）にＰＤＦ版を掲載しておりますので、ご活用ください。

編集担当○×余録
▼某社に勤めていたとき…。地方勤務になり「空き家」を斡旋されました。熊も出
る街外れの〝あばら屋〟です。畳はボロボロ。台所には花見で使う堅牢なガスコン
ロ。浴室には五右衛門風呂を思わせるすすけた釜が。社長宣わく「工場から木っ端
とおが屑もらって来れば燃料代はタダだ。風情があっていいぞぉ～」と。夜な夜な
新聞紙を焚き付けに廃材を釜にくべる姿を想像すると力が抜けました。もちろん丁
重にご辞退申し上げましたが。「空き家」と聞くと当時の絶望感がよぎります。
▼新婚当時の借家も年代物で、春には煙突に野鳥の巣が。「うるさい！」と怒れる
妻が攻撃します。動物を虐めてはいけない。さらに隣家で独り住まいのお爺さんが
運動を始めると「突っ込め～！」「○△×をやっつけろ～！」と勇ましい掛け声。
シベリア抑留の経験者とか。数年後に体調を崩し、遠くの施設で亡くなりました。
今では空き家となり傷みが進んでいます。お爺さんの元気な姿が偲ばれます。〈ま〉

新市町村振興宝くじ（ハロウィンジャンボ宝くじ）市町村交付金
　北海道から交付される新市町村振興宝くじ（ハロウィンジャンボ宝くじ）の収益金及び同宝くじの前年度時効金を
合わせて、札幌市を除く全道市町村に交付しています。

・交付基準： 交付額の４割に相当する額を各市町村に均等に配分する均等割と６割に相当する額を各市町村の人口数
に応じて配分する人口割により、それぞれ市町村毎に算定して得た合算額

・交付金額：北海道から交付された全額　・交付時期：２月中旬　・交付期間：平成 13 年度～

市町村振興宝くじ（サマージャンボ宝くじ）市町村交付金【令和２年度創設】
　北海道から交付される市町村振興宝くじ（サマージャンボ宝くじ）の収益金及び同宝くじの前年度時効金並びに貸
付償還元金を積み立てている基金の一部を取り崩し、札幌市を除く全道市町村に交付しています。

・交付基準：新市町村振興宝くじ（ハロウィンジャンボ宝くじ）市町村交付金と同じ
・交付金額：５億円　・交付時期：10 月下旬　・交付期間：令和２～５年度（令和６年度以降は別途検討）

市町村振興宝くじ（サマージャンボ宝くじ）市町村交付金加算額【令和３年度創設】
　市町村振興宝くじ（サマージャンボ宝くじ）の販売促進を図るため、下記の交付基準について、取組実績に応じて
市町村交付金の交付額に一定額を加算します。

１　広報誌等による広報宣伝
　市町村が、全国市町村振興協会が作成するサマージャンボ宝くじの広報素材や広報用フレーズを活用するなどし
て、６月下旬から宝くじ発売最終日までの間、市町村が発行する広報誌等に販売促進に向けた広告を掲載した場合

２　特設売場の設置
　市町村が、全国市町村振興協会が募集するサマージャンボ宝くじの「特設売場」に応募し、特設売場を設置した団
体が、次のいずれの条件も満たす販売実績をあげた場合
　（1）販売実績の消化率（販売実績枚数／申込枚数）が 25％以上であること
　（2）販売枚数が 500 枚以上であること

・交付金額：上記１は１市町村当たり、交付金に 10 万円を加算。上記２は１市町村当たり、交付金に 30 万円を加算
・交付時期：10 月下旬　・交付期間：令和３～５年度（令和６年度以降は別途検討）

市町村交付金事業のご紹介 市 町 村 振 興 協 会 コ ー ナ ー
Information

令和3年のサマー＆ハロウィンジャンボ宝くじ！

市町村振興を目的とした宝くじは
「サマージャンボ宝くじ」と「ハロウィンジャンボ宝くじ」の2種類だけです。
この宝くじの収益金は、都道府県ごとの市町村数、人口、販売額に応じて配分され、
「市町村の明るく住みよいまちづくり」に使われます。

北海道内の宝くじ販売所でお買い求めください。

　サマー
ジャンボ

ハロウィン
ジャンボ　

宝くじ 宝くじ市町村振興宝くじ 新市町村振興宝くじ

発売予定
期間

発売予定
期間7/13●火 9/22●水8/13●金 10/22●金

2021年 北海道市町村長交流セミナー

日時⃝�令和3年8月 26 日（木）　13 時 30 分〜16 時 50 分
会場⃝�ホテルポールスター札幌2階「ポールスターホール」
　　　（札幌市中央区北4条西6丁目）
対象⃝�道内市町村長及び北海道幹部職員等

講演Ⅰ　［13：40〜15：10］
◦講師：養　老　孟　司　氏　解剖学者・東京大学名誉教授
◦演題：「自治体行政に活かす脳科学」

講演Ⅱ　［15：20〜16：50］
◦講師：田　中　義　克　氏
　　　　（地独）北海道立総合研究機構理事長　前トヨタ自動車北海道社長
◦演題：「発展する大地・北海道と未来を拓く道総研」

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、例年実施している「交流の夕
べ」は開催しません。なお、流行状況等により、内容を変更または開催を中止
する場合もあります。

▲令和元年度のセミナーの様子
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市町村職員フォトグラフ
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こ の 大 地 に 生 き て

「さくらの滝」と遡上するサクラマス

「紅葉」（江鳶山スカイラインにて）畑一面に広がるじゃがいもの花

　オホーツク管内の清里町は、知床半島の付け根
に位置する、北海道らしい景色がたくさん詰まっ
た町です。雄大な農村景観をはじめ、世界的にも
珍しいサクラマスの滝越えジャンプが見られる
「さくらの滝」や、神秘的なコバルトブルーに輝く
「神の子池」など、ＳＮＳ映えするスポットが盛り
だくさん！
　また、町が直営で運営している焼酎醸造所で
は、大自然が育んだ良質なジャガイモと澄んだ水
から「じゃがいも焼酎」が造られ、町を代表する
特産品として多くの方に親しまれています。
　カメラ好きにはたまらない、美しい風景に囲ま
れたまち、清里町へぜひお越しください！

P
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E

清里町企画政策課まちづくりグループ　主事　
杉山　　稜さん

（すぎやま・りょう）平成５年清里町生
まれ。高校時代、町の海外派遣研修事業
でニュージーランドを訪問した際、現地
の様子をきれいに写真に収めたいと、初
めての一眼レフカメラを購入。それ以
来、景勝地を中心に撮影を続け、日々練
習中。平成 30 年度からは町の広報誌制
作を担当している。
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